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序

豊かな自然に恵まれた我が秋田県には、我々の先人達が営々と築き上げてきた

歴史があります。地中に刻まれた埋蔵文化財もその歴史遺産の一つで、あります。

このたび、東北自動車道に新設のインタ-eチェンジ(小坂 1.. C)が計画さ

れ、小坂町小坂に所在するはりま館遺跡が発掘調査の対象となりました。同遺跡

は、すでに自動車道本線建設に伴い昭和57年に一部調査され、今回と合わせ実に

49，780:trlが発掘されたことになります。これは単独遺跡の調査としては、県内で

最大規模でありますO

調査の結果、縄文時代前期~後期の竪穴住居跡、土坑、 Tピット、土器埋設遺

構、縄文時代晩期~弥生時代の土坑(墓)、弥生時代の竪穴住居跡、井戸、平安

時代の竪穴住居跡、溝@柱列、鍛治遺構などが検出されました。なかでも縄文時

代前期の大型住居跡は、住居を構築する際に掘り上げた土砂が可住居の外側に廻

る土堤状の高まりとして残っていた珍しい例であります。また各時代の土器や石

器などの遺物も多く、中でも復原された縄文時代前期の土器は200個体iこも及び

ます。

本書はこれらの成果をまとめたもので、地域史解明と文化財に対する理解を深

めていだだく一助となれば幸いです。

最後に、本調査及び報告書作成に際し、ご協力いただきました小坂町教育委員

会をはじめ関係機関、各位に対し深く感謝の意を表します。

平成2年 3月15日

秋田県教育委員会

教育長 播 本 顕



割

十 本報告書は、はりま館遺跡発掘謁査報告書一一東北自動車道小坂インターチェンジ建設

工事に係る埋蔵文化財発掘調査一一上@下 2分冊のうちの上巻である O

2. 本報告書には上記事業に係り昭和63年度および平成元年度に調査した、はりま館遺跡A

I---IV区..B区 e C区 e D区。 E区の調査結果を収載している。

3. 本報告書に先立つて調査結果の一部を公表しているが、本報告書の内容がそれらに優先

する 0

4. 本報告書の執筆分担は下記の通りである。

(上巻)

大野憲司・…....・ H ・......・H ・H ・H ・...・ H ・-第 1，.....， 3章、第4章第 1e 2 e 4節

第 5章第 1.. 2節、第 6章第 2節 1(1) ..第

4節、第7章第 2節3①@第 3節

高橋学… …H ・H ・..…...・S・H ・.........第4章第 3節、第 5章第 3節、第6章第 2e 3 

節、第 7章

小林克・・H ・H ・...・H ・....・H ・-…H ・H ・...第 7章第 2節 3②~④

5. 第11章科学的分析は以下の機関に依託した。

第 1節 花粉分析...・H ・........"・ H ・.....・ H ・-…・パリノ e サーヴェイ株式会社

第 2節樹種間定……………………………パリノ@サーヴェイ株式会社

第 3節 はりま館遺跡出土鉄製品・鉄棒の金属学的解析....・H ・-封団法人岩手県文化振興事業団

なお、第 3節については併せて岩手県立博物館赤沼英男氏に原稿を依頼した。

6. 石器石質については秋田県立博物館佐々木厚学芸主事の教示を得た。

7. 本報告書挿図中に使用した土色表記法は、農林省農林水産技術会議事務局、財団法人日

本色彩研究所色票監修『新版標準土色帖』に拠った。

8. 本報告書に使用した遺跡位置図は建設省国土地理院発行の50，000分の l地形図である 0

9. 調査ならびに本報告書の刊行にあたって、次の方々から指導@助言を賜った。

秋元信夫、秋山進午、穴沢義功、板矯範芳、宇野隆夫、小田野哲憲、菊池徹夫、工藤雅

樹、工藤清泰、林謙作、三宅徹也

10. 調査に係わる総ての資料は秋田県埋蔵文化財センターが保管している。



凡鰐

1 . 本報告書に収載した遺構実測図に付した方位は国家座標第X系による座標北を示す。

2. 本報告書に収載した遺構実測図の縮尺は 1/40、 1/50を原則とし、適宜 1/10、 1/

20、 1/25の縮尺も加え、それぞれスケールを付している。

3. 本報告書に収載した遺物実測図の縮尺は、完形土器@磨製石器@磯石器は 1/3、 1/

4、土製品@土器拓影は 1/3、剥片石器@鉄器は 1/2、2/3であり、それぞれにス

ケールを付している。

4. 個々の造物実樹図には各調査区毎に土器は 1"'"'、石器はS1 "'"'、鉄および鉄棒にはお11

~のように通し番号を付した。それらは図版中の遺物写真の番号とも対応する。

5 . 土層註記は基本属位にローマ数字を用い、遺構覆土にはアラビア数字を用いた。

6. 遺構番号は検出願に連番としたが、精査過程において欠番となったものもあるO

7 . 遺構の種別を表す略号は以下の通りであるO

SA…………柱列

S 1.………竪穴住居跡

SB………・掘立柱建物跡

SK...........士坑

SKT・H ・H ・..Tピット SKp....・H ・-柱穴状遺構

SD・・ H ・H ・-…溝状遺構 S R-……・…・土器埋設遺構

SN..........一焼土遺構 SQ............糧石遺構 e石屈炉"re石遺構

SX....・H ・-…鍛冶炉@性格不明の遺構

8. 挿図中に使用したスクリーン e トーンは以下の通りであるO

地 焼土 ミ大 1~主浮1:1 貼1-1(

炉壁
還元化部分

木炭

炭化物 上紫赤彩百1;分

務自i傑石器
:~~~~~~mf.mm~:;j: tニたき音I~

iii.1長{j7，iよ
くほ:J，Q'¥1¥

半円;伏扇:qz打割石 ~J
すりつぶし面

=1三円状婦平打製石器

使用面側縁すり面
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図版 38. A宜区第亜層大湯浮石層面での全景

(南静〉

All区第藍層大湯浮石層面での全景

(北静)

図版 39. S 1 101竪穴住居跡 炭化材出土状況

(南静)

3 1131竪穴往岩跡 完揺〈吾参与〉

S K F 157フラスコ状ピット 完掘図版 40. S 1 101竪穴住居跡西壁北側炭化材

(東静) 出土状況(西静)

S K239土坑土器出土状況(西静)

S K168土坑完掘(南静)

S R221土器埋設遺構半裁(南西静)

S R225土器埋設遺構半裁(南静)

S 1 101竪穴住居跡 西壁南側炭化材

出土状況(西静)

S 1101竪穴住居跡カマド 完掘

(北静〉

S R226土器埋設遺構半裁(南東静) 図版 41. S 1 106 • 107竪穴住居跡、 SXll0鍛

図版 22. A 1区捨場調査状況(南東静) 冶炉確認状況(北静)

AI区捨場遺物出土状況(南東静) S 1 106竪穴住居跡遺物・醸出土状

図版 23. A 1区捨場遺物出土状況(北東静) 況(北静)

AI区捨場土層断面(南静) 図版 42. S 1 106竪穴住居跡完掘(北静)

図版 24. A 1 " rr区遺構内出土土器(1)

図版 25. A 1 ・宜区遺構内出土土器(2)

図版 26. A 1 • rr区遺構内出土土器(3)

図版 27. A 1 .. rr区遺構外出土土器(1)

図版 28. A 1 e rr区遺構外出土土器(2)

図版 29. A 1 ・日区遺構外出土土器(3)

図版 30. A 1 " II区遺構外出土土器(4)

図版 31. A 1 " rr区遺構外出土土器(5)

図版 32. A 1 • rr区遺構外出土土器(6)

図版 33. A 1 • rr区遺構外出土土器(7)

図版 34. A 1 e rr区遺構外出土土器(8)

S 1106竪穴住居跡カマド 完掘

(北静)

図版 43. S 1 107竪穴住居跡土層断面(北静)

S 1107竪穴住居跡完掘(西静)

図版 44. S 1 108室長穴住居跡 確認状況(西静)

S 1108竪穴住居跡床面上磯出土状

抗(南静)

図版 45. S 1 109竪穴住居跡確認状況(東静)

S 1109竪穴住居跡完掘(北静)

図版 46. S 1 109竪穴住居跡カマド 支脚出土

状況(西静)



S 1 113竪穴住居跡完掘(東静)

図版 47. S 1 114竪穴住居跡完掘(北静)

S 1114竪穴住居跡 カマド煙道部葦

石の状況(北静)

図版 48. S 1 115竪穴住居跡確認状況(西静)

S 1115竪穴住居跡略完掘(北静)

図版 49. S 1 116竪穴住居跡確認、状況(東静)

S 1116竪穴住居跡 炭化材出土状況

(南静)

図版 50. S 1 116竪穴住毘跡 炭化材出土状況

(西静)

S 1116竪穴住居跡完掘(西静)

図版 51. S 1 115竪穴住居跡カマド(北東静)

S 1116竪穴住居跡炭化材出土状況

(西静)

S 1116竪穴住居跡カマド 完掘

(西静)

図版 52. S 1 119竪穴住居跡完掘(西静)

S 1 119竪穴住居跡カマド A燃焼部

(北静)

S 1119竪穴住居跡カマドB (北静)

図版 53. S 1 120竪穴住居跡、 SD 121 .. 134溝

状遺構確認状況(北静)

S 1 120竪穴住居跡、 SD121溝状遺構

完掘(北静)

図版 54. S 1 120竪穴住居跡カマド 確認状況

(北静)

S K132土坑確認、状況(北静)

S N147焼土遺構確認状況(南静〉

図版 56.鍛冶遺構 (SXll0"SB111)確認状

況は七静)

鍛冶遺構 (SXll0"SB111) 完掘

(北静)

図版 57. SXll0鍛治炉(真上から)

S Xll0鍛冶炉(南東静)

S Xll0鍛治炉断ち割り(南静)

図版 58. S Xll0鍛冶炉掘り方(南静)

S XI10鍛冶炉鍛造薄片出土状況

S K103土坑、 SDl02溝状遺構確認

状況(東静)

図版 59. S X133畑畝跡、 SD 121 • 134溝状遺

構確認、状況(北静)

S D102、S1 101、SK103 (南静)

S D105. 149溝状遺構確認状況〈北

静)

図版 60. A廼区調査風景(南静)

Aill区基本土層断面(南静)

図版 61. S K T16Tピット 完掘(西静)

S KT27Tピット 完掘(南静)

S KT39Tピット 土層断面(西静)

SKT47Tピット 完掘(西静)

S KT43Tピット 完掘(東静)

S K14土坑完掘(北静)

SK34土坑完掘(北静)

K J56グリッドの石刀 e石剣の出土状

況(東静)

S K132土坑坑底面に掘り込まれて図版 62. A盟区遺構外出土土器(1)

いる小土坑 図版 63. Aill区遺構外出土土器(2)

図版 55. S K154土坑確認状況(東静) 図版 64. S 102竪穴住居跡確認、状況(西静)

S K154土坑炭化材出土状況(南静) S 102竪穴住居跡完掘(東静)



図版 65. S 104竪穴住居跡、 SK14土坑確認、図版 77. S 1332竪穴住居跡土層断面〈茜静)

状況(西静) S 1 332竪穴住居跡遺物出土状況

S 105竪穴住居跡確認状況(南静) (左西静、右南静)

図版 66. S 105竪穴住居跡完掘、 S137竪穴住図版，78. S K T309Tピット 完掘(東静)

居跡確認状況(西静) S K T328Tピット 土層断面(東静)

S 137竪穴住居跡完掘(西静) S K T328 " 329Tピット完掘(東静)

図版 67. S 107竪穴住居跡確認、状況(東静) 図版 79. S K312土坑遺物出土状況(南静)

S 107竪穴住居跡完掘(東静) S K313土坑完掘(西静)

図版 68. S 108竪穴住居跡完掘(西静) S K316土坑遺物出土状況(南静)

S 108竪穴住居跡炭化木製品(皿) 図版 80. S K321 .. 322土坑完掘(東静)

出土状況 S K330土坑完掘(東静)

図版 69. S 1 10竪穴住居跡確認状況(北静) S N304焼土遺構土層断面(北静)

S 1 10竪穴住居跡完掘(北静) 図版 81. S K331土坑確認状況(南静)

図版 70. S 1 11竪穴住居跡確認状況(北静) S K311土坑遺物出土状況はじ静)

S 1 11竪穴住居跡完掘(北静) S K311土坑完掘(南静)

図版 71. S 1 19竪穴住居跡確認、状、況(西静) 図版 82. S 1300竪穴住居跡確認状況(北静)

S 1 19 .. 21竪穴住居跡略完掘(北静) S 1300竪穴住居跡 炭化材出土状況

図版 72. S 1 19竪穴住居跡カマド(南静) (西静)

S 1 19竪穴住居跡北壁部炭化材出土図版 83. S 1300竪穴住居跡北西部炭化材出

状況(北静) 土状況(南西静)

S 1 19竪穴住居跡北東隅部炭化材出

土状況(北東静)

図版 73. S 1 21竪穴住居跡完掘(南静)

S 1 21竪穴住居跡カマド完掘(南静)

図版社. S D06溝状遺構、 SA09柱列確認、状

況(南静)

S D06溝状遺構、 SA09柱列確認状

況(左)完掘(右) (西静)

図版 75. AIV区調査前状況(北静)

調査状況(南東静)

図版 76. S 1 332竪穴住居跡完掘(北西静)

S 1332竪穴住居跡完掘(南西静)

S 1300竪穴住居跡北壁部炭化材出

土状況(北静)

図版 84. S 1301竪穴住居跡確認状況(西静)

S 1301竪穴住居跡完掘及びS1310竪

穴住居跡確認状況(東静)

図販 85. S 1 301 " 310竪穴住居跡完掘(東静)

S 1 301 " 310竪穴住居跡完掘

(北東静)

図版 86. S 1 301竪穴住居跡カマド 確認状況

(西静)

S 1301竪穴住居跡カマド 完掘

(酉静)



S 1310竪穴住居跡カマド 完掘 S K19土坑完掘(南静)

(北西静) 図版 99. S N 04 .. 15 .. 16焼土遺構確認状況

図版 87. S 1302竪穴住居跡確認状況(東静〉 (溺東静)

S 1302竪穴住居跡完掘(東静) SN04焼土遺構確認状況(東静)

図版 88. S 1314竪穴住居跡 確認状況〈ほぼ 遺物出土状況 KT14グリッド

床面が現れている、西静) 図版100. S R05土器埋設遺構確認状況

S 1323竪穴住居跡完掘(西静) (北西静)

図版 89. S 1323竪穴住居跡カマド 完掘 S R05土器埋設遺構擦石出土状況

(西静) (北静)

S 1323室大住岩跡遺物出土状況 w、τt、<u5ユE二石口百口i主=主品員文円1、室忌邑4fd再者 4j京.-6-ノ臼T-aE，IE，ZE二J、VIiLJL3Ur寸L 

S K305土坑土層断面(南静) (北静)

図版 90. S 1325竪穴住居跡確認状況(東静) 図版101. S R13土器埋設遺構(東静)

S 1325竪穴住居跡完掘(東静) S R13土器埋設遺構土層断面(東静)

図版 91. AIV区遺構内@遺構外出土土器 S R13土器埋設遺構略完掘

図版 92. C区全景第盟層部での遺構確認状況 (東静)

(北静) 図版102. SR14土器埋設遺構確認状況(南静〉

C区全景第V層面の状況(北静) S R14土器埋設遺構 (南静)

図版 93.基本層位 B地点(東伊) S R14土器埋設遺構土層断面(南静)

調査風景調査区南側(南東静) 函版103. C区遺構内出土土器

図版 94. S 1 12竪穴住居跡確認状況(東静) 図版104. C区遺構外出土土器

S 1 12竪穴住居跡完掘(東静)

図版 95. S 1 12竪穴住居跡炉確認状況

S 1 12竪穴住居跡炉断ち割り

S KT21Tピット 完掘(西静)

図版 96. S K03土坑完掘(北静)

SK06土坑完掘(東静)

S K07土坑完掘(南静)

図版 97. S Kll土坑確認状況(東静)

SKll土坑土層断面(北静)

SKll土坑完掘(南静)

図版 98. S K18土坑土層断面(南静)

S K18土坑完掘(南静)



第 1主主 はじめに

第 l章はじめに

第 l節調査に至るまで

はりま館遺跡は、東北縦貫自動車道建設工事に係る事前発掘調査として、昭和57(1982)年

に発掘調査されてRH。今回、この地区に新設のインター@チェンジ(小坂 1e C)建設が計

画されたため、秋田県教育委員会では、計画地内の遺跡範囲確認調査を昭和62年8月24日--9

月5日に行TZ。その結果、計画地内の大部分が発掘調査を必要とすることが分かり、調査対

象面積は34，OOOniとされたG

秋田県教育委員会では、先の遺跡範囲確認調査結果を基に、昭和63年度に発掘調査を実施す

ることとし、昭和63年5月9日から調査に着手した。途中、県道からインター@チェンジに至

る新設の取り付け道路部分について予備謁査を行ったところ、さらに発掘謁査が必要な部分の

あることが判明した。このため、秋田県土木部と日本道路公団、秋田県教育委員会 3者の協議

が持たれ、この部分に付いては、昭和64年(平成元年) 4月に発掘調査を行うことで合意した。

昭和63年度の発掘調査は、昭和63年5月9日~同年12月8日まで、 AI"""IV区、 B"C..D

区と E区の一部を行った。調査面積は34，280nfである。また、平成元年度の調査を平成元年 4

月2日~同年4月28日まで行い、 E車区2，900nfを調査した。

第 2節調査の組織と構成

遺跡所在地

調査期間

秋田県鹿角郡小坂町小坂字下モ上ハ山47-1、外

昭和63年度昭和63年 5月9日"""12月8日

平成元年度平成元年4月2日"""4月28日

調査対象面積 37，ouunf 

調査面積 37，180nf 

調査主体者 秋田県教育委員会

調査担当者 昭和63年度

大野憲司(秋田県埋蔵文化財センター学芸主事)

栄 一郎(

小林 克( 11 文化財主事)



第 1章はじめに

高橋 学(秋田県埋蔵文化財センター学芸主事)

近藤智弥( // 非常勤職員)

久米 徹( // // 

コ浦光男( // 11 

阿部 // // 

平成元年度

大野憲司(秋田県埋蔵文化財センター学芸主事)

高橋忠彦( // 文化財主事)

楽 一郎( // 学芸主事)

向橋 学( ノ/ /ノ

鎌田 茂( // 非常勤職員)

三浦光男( // // 

調査総務担当 昭和63年度

加藤 進(秋田県埋蔵文化財センター主査)

高橋忠太郎( // 主事)

平成元年度

佐田 茂( // 主査)

高橋忠太郎( // 主事)

調査協力機関 秋田県土木部鹿角土木事務所

日本道路公団仙台建設局十和田南事務所

小坂町@小坂町教育委員会

註 l 秋田県教育委員会 『東北縦貫自動車道発掘調査報告書XJ秋田県文化財調査報告書第109集 1984 

(昭和59年)

註 2 秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書J秋田県文化財調査報告書第174集 1988 (昭和63

年)

2 



第 1節遺跡の位置と立地

第 2章遺跡の立地と環境

第 1節遺跡の位置と立地

1 遺跡の位置

はりま館遺跡は、鹿角郡小坂町小坂字下モ上ハ山と横館地内に所在する。遺跡中心部の位震

は、おおよそ北緯40019'"'東経140044'30グで、十和田湖の南西15kmに当たる。

国道282号を鹿角市毛馬内から青森県錠ケ関方面に向かうと、およそ 9kmで小坂町中心部に

至り、主要地方選大館十和田湖線〈樹海ライン〉との交差点にさしかかる。この交差点を左!こ

折れて大館市方向に進むと、すぐに沖積面との比高差が約45mの台地上に出る。その左手には

県立小坂高等学校があり、その南が小坂インター@チェンジ入口になる。遺跡は、この小坂イ

ンタ -eチェンジ入口から料金所、インター@チェンジループ部分にかかる一帯である。

41
0 

40
0 

39
0 

。

141
0 

@はりま館遺跡。大湯環状列石

第 1図 はりま館遺跡の位置

3 

2 遺跡の立地

十和田湖南街側に源を発する

小坂)[1は、一路南下を続け鹿角

市毛馬内の南側で大湯J11と合流

した後、北流して来た米代川に

流入する。鹿角盆地の端にあた

る小坂川流域には、十和田火山

起源の火山噴出物とその二次堆

覆物からなる 3面の段丘面が広

く分布しているo 3面の段丘面

は、高い方から鳥越段丘、関上

段丘、毛罵内段丘で、毛庭内段

丘は小坂HIO下読壊におみ分布

する。小坂町地内においては、

小坂JIIの東西両側に島越段丘、

関上段丘が分布し、縄文時代か

ら古代までの数多くの遺跡が存

在しているが、遺跡の分布はこ

の両面に限られるわけではない。
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第 1節遺跡の位置と立地

鳥越段丘の外縁には、十和田火山第一期噴出物と見られる軽石流堆積物 (TW1 P)が広く分

布しており、その後の浸蝕によってやや起状のある溜となっているものの、そのなだらかな斜
(註 1) 

面等にも遺跡の存在していることが、まま見られる。なお、内藤博夫 (1966)によれば、久野

久(1953)の十和田火山第一期噴出物の軽石流堆積物には、高市軽石質火山灰層、鳥越軽石質

火山灰層(鳥越段丘)、などがあり、それぞれHC年代は前者が33，000BP、後者が12，000'""-'
(註 2) 

10，400BPとされている。また、関上段丘(申ケ野軽石質火山灰層)は、中川久夫ら (1972)

による南部浮石 (8，600BP)に対応するものであろうか。

小坂}11両側には、南北に狭小な沖積地に沿う形で関上段丘@鳥越段丘@十和田火山第一期噴

出物である軽石流堆積物(以下、 TW1Pとする)の分布が見られる。はりま館周辺にも同様
(註 3) 

の分布が見ろれると考えられるものC、その講戎については『秋田県総合地質密嬉』と襲本幸
(註 4) 

雄 (1984)の見解は、異なっている。つまり前者では、はりま館遺跡内の東側部分(標高200

m前後の平坦な段丘面)を鳥越段丘とし、その商側部分のなだらかな斜面のある210m，......，245 m 

の面をTW1Pとしているのに対し、後者では東側部分を関上段丘、西側部分を鳥越段丘及び

TW1Pとしているのである O ここでは、遺跡潟辺の表面地形の観察などから、藤本の見解に

従っておく。

第 2函 1 a、 1-bのスクリーントーン部分は極めて平坦な段丘地形であり、乙れが関上

段丘面である。東側の沖積面との比高差約40mで、境界は急峻な崖面となっている。 1-a部

分と 1-b部分は、調査区内においては比高差 2，......， 4mの段差を有し、あるいは段丘面の違い

かとも考えられる。境界部分は、明瞭な崖をなす部分と漸移的な部分とがある。いま仮にこれ

を、 1 aを下位の関上面、 1-bを上位の関上面と呼んでおく。また遺跡内における関上面

には東{関から 2つ、南側の堤沢川方向から 1つの小さな沢が入るが、いずれも短くそれほど浸

蝕作用が進んだものではな ~\o 鳥越段丘面は、関上段丘面の西側に接して分布する擦高215m

前後の平坦な面である。関上段丘面との比高差8..._，12mを持ち、境界は明瞭な崖面をなしてい

る。鳥越面の西側は、鳥越段丘面との境界がはっきりしない部分で十和田火山第一期噴出物に

よる軽石流堆積物の面と思われる。もともとは相当になだらかな屈であったと予想されるが、

現況はやや起状のある笛となっている。これは、浸蝕作用が桔当iこ進んだ結果と見られ、大小

の沢が枝状に入り込んでいる。

今回のはりま館遺跡の調査にあたっては、インター@チェンジのループ部分から主要地方遊

への取り付き部分までも含めて全て 1つの広大な遺跡と捉えたが、各区の地形などにはかなり

の違いがある。このため、これをA・B.C.D.Eの5区に分けて行いA.E区はさらに各々

4つの区に別れている。なお、 A区と C区は東北自動車道の本線をはさんで東商に位置するが、

基本的には同一の段丘面上にある。調査区のB・D.E区は、この 3つの部分のゆるやかな斜

。一一



第 2章遺跡の立地と環境

面及び、馬背状を呈する頂部などに立地している。

第 2節歴史的環境

本遺跡の名称に、中世城館を指す「はりま舘jが冠されているが、これは以下に記すような

理由による O 小坂町下小坂に所在する、慶長15年間山と伝えられる曹洞宗鏡得寺北西側背後の

細長い台地及び付近一帯を、地元では「はりま館」と呼び習わしているO 昭和57年度の東北縦

貫自動車道建設工事に伴う事前調査(本線部分)も、これに隣接する位置であったため、遺跡

名として、単に小字名(下モ上ハ山)を付す事とは違った意味で、これを「はりま館遺跡Jと

したものである。

なお、鏡得寺西側背後の細長い台地は、南北約300m、東西40---100mの規模で、標高192'""-'

198mの平坦な面をなしている。この台地は西側が南から入る深い沢、北側が現況での上面幅

約25回、深さ約 6mの大きな空堀で、他の台地面とは画された明瞭な郭をなしており、東~南

側は沖積面との比高差が30'--"40mの急態となっている。この郭の部分は、 f秋田県の中世城宮』

によれば、下小坂の西但11台地に所在する「横館jに連続する一部として捉えられている。しか

しながら、これに示された「横館jの中心部にさきたると考えられる部分の調査(昭和57年及び

今回の調査)結果では、その範間内から中世に属すると見られる遺構@遺物は検出されていな

い。従って、 「横館Jの領域及び時代等については見直す必要がある。未調査の「はりま館」

の実相は別としても、これは「横館Jとは別の館として、あるいはむしろ「横館J= Iはりま

舘J(明瞭な郭部分のみ)として捉えておくべきかと考えられる。

小坂町内にはこれまでのところ、縄文時代~中世までの57遺跡が確認されており、これをま

とめたのが、第3図と第 1表であるO これを見ると、遺跡の大部分は小坂町の中心部に集中し

ている。その主たる理由は、縄文時代~平安時代の遺跡が形成され易いと見られる河岸段丘面

が、これまで遺跡の発見されている地域に広く分布し、それ以外は山地であるためと考えられ

るが、詳細分布謁査が実施されていないことにも起因している。例えば、昭和57年に東北縦貫

道に関する発掘謁査が窃姶される前までは、小坂jii西岸の河岸段丘面上からは、中世域舘を除

くと 8遺跡しか知られていなかった。それが、昭和田、 58年の調査によって新たに13遺跡が発

見されている。しかもその13遺跡は、直線距離にしてわずか4.5km、幅30m前後の帯の中に存

在するものである。従って、このことからすれば、発見されていない遺跡がまだ多く存在する

と考えられる。これまでのところ、小坂町の遺跡で確実に縄文時代早期まで遡るものはない。

これは、十和田火山噴出物の軽石流が数百にわたって堆積した結果、縄文時代早期以前の遺跡

のほとんど、を覆ってしまっているためと考えられる。

-6-



第2節揮史的環境

縄文時代前期中葉~末葉の遺跡は非常に多く、遺物が見つかっているだけの遺跡を含めると、

17遺跡に上る。 17遺跡のうち 5遺跡は発掘謁査されており、はりま館 (1:以下カッコ内の番

号は第 3図に対応する) ..大岱 1.. IV遺跡 (11)からは竪穴住居跡、横館 (2) ..大岱 I遺跡

(12)からはフラスコ状ピットなどが検出されている。発掘調査の行われていない遺跡のうち

下大谷地 1(17) "内の岱狸沢遺跡 (19)からは、かなりの量の遺物が採集されている。特に

内の岱狸沢遺跡からはほぼ完形で九国指定の重要文化財である岩偶が発見されており、多くの

考古学に関する本などを飾っている。また、大岱IV遺跡からも大量の土器@石器とともに、略

完形の岩偶が出土している。縄文時代中期の遺跡は、前期に比べると若干少なくなり、発掘調

査された 7遺跡にあっても、遺構@遺物共に激減する。遺構は、自長根館 I遺跡 (6)で竪穴

住居 1軒、道合 1遺跡 (g)で竪穴性信跡 s フラスコ状ピットが各々 1墓ずつ克つかっている

だけで、遺物も少なく、とても大きな集落が形成されていたとは考えられない状況にある。た

だし、未発掘の 6遺跡の中で、鴇五遺跡 (26)からは青竜万形石器(2点?)、二夕渡北方遺

跡 (27)からは北陸地方の新保式類似の土器が採集されており、注目される。

縄文時代後期は、中期に比べると遺跡数が大きく増加する。このことは、昭和57"58年に発

揚調査された東北縦貫自動車道関係14遺跡中、 12遺跡で後期の遺物あるいは遺構が検出された

ことからもわかる。小坂町あるいは当地方の後期における遺跡の立地する場所が多岐にわたり、

この期になって、あたかも生活領域が拡大したような感さえある。検出された遺構も多い。竪

穴住居跡が白長根館 1(6) ・大岱E遺跡 (14)で各々 6軒、中小坂遺跡 (5) 3軒、大岱 I

遺跡 (12) 2軒、はりま舘(1) ..舘平館 1(3) ..丑森 (8) ..大岱IV遺跡で各々 1軒ず、つ

検出されている。また、秋田県の縄文時代遺跡を代表する遺跡である大湯環状列石に見られる

ような配石遺構も、大きなまとまりではないが、下大谷地杉沢環状列石(16)で5基、大岱E

遺跡 (13)で9基検出されている。未発掘の遺跡、は 9遺跡、あるが、この中では対師遺跡 (31)

から多くの遺物が採集されており、かなり大きな遺跡であると予想される。

晩期の遺跡は、発掘調査された遺跡7、未発掘の遺跡が5であるが、後期に比べるとその数

は少なく、調査された遺跡にあっても、それ程特筆するべきものはなtio このことはまた、通

常、縄文時代晩諮の大きな遺跡が低位の湾岸段丘面あるいは沖積地に立地することカ多いのに、

小坂町の場合には、十和田火山噴出物との関係で、そのような場所が該期以降をも含めてどの

ような状況にあったのか不詳であることとも係っていよう。

弥生時代及びこれに後続する時期の遺物は、小坂町内いたるところから出土している。この

期の遺構は大岱 I遺跡から土壌墓 2基が検出されているだけであるが、遺物のみ出土している

遺跡は14遺跡を数える。この数は縄文時代各期の遺跡数と比べて多いものではないが、県内全

体の弥生時代遺跡数の割りには、 1つの町における該期の遺跡としては多く発見されている。

- 7 



第 3図 はりま舘遺跡の位置と周辺の遺跡
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第 2節歴史的環境

遺物は、土器を中心とするが、その中では小坂X式，後北C式などが目立っている。

平安時代の遺跡は、弥生時代以前の遺跡に比べて、発見された数が少ない。発掘調査された

遺跡は 3遺跡で、はりま館から 8軒(昭和57年現在)、白長根館 I遺跡から11軒、丑森遺跡か

ら1軒の竪穴住居跡が検出されている。これらの竪穴住居跡は、いずれも大湯浮石降下後のも

のである。

小坂町で、いわゆる中世城館と考えられる遺跡は 9遺跡とされている。このうち 5館は、い

わゆる鹿角四十二舘に入るものであるが、残り 4舘についての詳細は不明である。例えば横館

は、かなり広い面積をもっ城舘と見られているが、その中心部と考えられるところの調査結果

では、これまでのところ中世に属する遺構@遺物とも検出されていない。

註 1 内藤博夫 「秋田県米代打!流域の第四紀火山砕屑物と段丘地形J~地理学評論』第39巻第 7 号

1966 (昭和41年)

註 2 中川久夫ほか 「十和田火山発達史概要J~東北大地質古生物研邦報』討0.73 1972 (昭和47年)

註 3 秋田県 『秋田県総合地質図幅』大館 1973 (昭和48年)

註4 秋田県毅育委員会 『東北縦貫自動車道発招調査報告書X~ 秋田県文化財調査報告書第10喋 1984 

(昭和59年)
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第 3章発掘調査の概要

第 3章発掘調査の概要

第 l節遺跡の概要

昭和町、 63年、平成元年の 3ヶ年にわたって発掘調査したはりま館遺跡の範囲は広大である。

それは、南北約900m、東西約450mにも及び、標高差が10'""-'13 mの2つの段丘面を含んで、いるO

従って、ここから検出された遺構、出土した遺物には、縄文時代@弥生時代(続縄文時代を含

む) ..平安時代の各期のものがある。それらはあたかも数遺跡が独立して存在している感さえ

あるものの、わずかずつではあるがそれぞれ関連を持つようにも晃えるO

1 遺跡の基本層序

発掘調査前の各調査区の原況は、 D区が山林であった以外は全て畑地と一部山林であった。

しかしこの山林も、そのほとんどの部分はかつて(戦前~戦後間もなくまで)畑地であり、第

I層の大部分は大かれ少なかれ撹乱を受けている。

第5図は、はりま館遺跡における基本層序の模式図である。第 I層は黒褐~黒色の表上で、

焔の耕作土である。耕作時iこ第五層上部にまで鍬がはいったところでは、本層中にも大湯軽石

が混入している。第H層は、撹乱を受けていない黒色表土で、平安時代以降のものである。第

E層はいわゆる大湯浮石層である。平坦な商での層厚は10，......，20cmであるが、急斜面にはほとん

ど見られない部分が存在したり、逆に斜面下端で、は厚さ50cm以上にも達する部分もある。本遺

跡における平安時代の遺構は、全て本層を切って構築されている。また、まれにではあるが、

本層の上部に黒住土と大湯浮石の混土で堅くしまった層が存在し、平安時代後葉の生活面と

VE 

第5図基本膳序模式函

考えられる。第百層は見た目にはチョコレート色に見

える黒褐色土である。層厚は 5'""-'10cmで、第V層との

麗界ははっきりせず、これの存在しない場所もある。

弥生時代の遺物の大部分はこの層から出土している。

第V層は黒褐色のいわゆる黒ボク土である。層厚30""'-'

50cmを平均とするが、かなり薄い部分や60cm以上に達

するところもある。縄文時代の遺物を包含する層で、

該期の遺構もこの層の中位くらいから掘り込まれてい

る場合が多い。第VI層はいわゆる地山漸移層で、第四

層は地山土である。本遺跡でのー駿的な地山土は、火

山噴出物と見られる軽石流堆積物であるが、風化が著

-12 -
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第 3章発掘調査の概要

第 7図工事計画図と調査区(2 ) 
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第 3章発掘調査の概要

しく土壌化して黄犠色を呈している(以下、これを風化軽石と呼ぶ)。この風化軽石の層厚は

地点によってかなり異っており、その下の段丘磯層と考えられる砂磯層が第四層の直下に存在

している部分もあるO

2 遺構と遺物の分布

広大な遺跡内に 2面の段丘面が存をする上、関折の進んだ沢地形などが存在し、しかも縄文

時代前期以降の各時期にわたって生活の場とされているため、調査区内における遺構と遺物の

分布は一様でない。

縄文時代前期の竪穴住居跡を主体とする遺構群は、 A区"E班区に見られる。 A区では主に、

平坦な関上面の台地縁辺に分布しており、大きくは調査区南端部に当たるAIV区と、同北東部

のAI"ATI区に分けられる。 EsI区では、小さな沢を臨む南西向きの緩斜面に位置しているO

丘盟区の遺構群の広がりは十分に捉え得ないものの、 A区におけるこの時期の遺構群は比較的

密度が濃い。上記以外の区における該期の遺構は、ほとんど存在せず、遺物も稀薄である。遺

物が最も濃密に分布するのは、 A1 " II区北東部で、ここには捨場が形成されている。

中期の確実な遺構は、 D.E軍区に 1"'"'数軒の同期末葉の竪穴住居跡が存在するだけであるO

D.EllI区を含めても遺構は少なく全体に散発的である O

後期の遺構もAII..B"C"E盟区に竪穴住居跡などがわずかに見られるものの、それぞれ

最小単位のものであり遺物も少ない。

晩期の遺構は、 AllI.B.D.EllI区に土坑や焼土遺構が見られるもののその数は少ない。

周期の遺物はA菰..B区にややまとまっている以外は犠薄である。

弥生時代の遺構は、 AIV..B"D区にあり、 A1 e 耳区を除く調査区から遺物が出土してい

る。この中でも遺構・遺物が最も濃密に分布するのはD区であるo D区では、小さな沢を囲ん

で南面する緩斜面全体に竪穴住居跡 e土坑 e焼土遺構などが分布し、その中及び周囲から弥生

時代の遺物が多数出土しているO

弥生時代に後続する時期の遺物としては、後北C式土器がD.E区からわずかに出土してい

る。

平安時代の遺構は、 8区を除く全ての調査区から検出されている。その中でAII"聾 eIV区

が特に多く、多数の竪穴住居跡などが関上面の中央部から東端部にかけて分布している O 遺物

は、遺構数に比べて少なく、遺構のない部分ではほとんど出土していなL、。なお、平安時代の

遺構@違物は、 10世紀前葉と考えられている大湯浮石(十和田 a)捧下後のものである O

16 



第2館調査の方法

第 2節調査の方法

発掘調査では、広大な調査区全体を同一基準による 4m四方のグリッド調査とすることとし

た。これに際しては、昭和57年度調査済の本線部分との位置的な整合性を考慮したが、この時

の基線は本線の中心杭ST A95+00から磁北を求めたものであった。このため、その復原がむ

ずかしく、今回の調査で、はループ部分の工事杭AランプST A 4 +40.000を基準にすることと

した。すなわち、 AランプST A 4 +40，000 (X = +35，093，8144、Y= -7，878，8433)を原点

とし、国家座標第X系座標北方向を南北基線、これとの直交方向を東西基線とし、両基線に沿っ

て4m間隔のラインを設定したのである。各ラインには、南北ラインにアルファベット 2文字

の組み合わせ、東西ラインに 2，.....， 3桁の数字を付し、 4mX4mの各グリッドの名称は、その

区画の南東隣の交点座標を充てることとした。従って、南北基線はKA、東西基線は50とした

ので、原点を南東隅の交点とするグリッド名称、はKA50のごとくである。なお、南北ラインの

場合、例えばKA"KB.KC…という具合にアルファベット 2文字を順次スライドさせてい

るが、これがKTまで行くと次にはLA..LB…LS"LT、MA.MB…のごとく 1文字目

をスライドさせである。

調査は、昭和62年の範囲確認調査結果を考慮にし、表土約20cmを重機で除去した後入力計子っ

た。遺構の精査は、対象となる遺構によって 2分法..4分法などを用い、断面図と平面図を作

成した。各図の縮尺は基本的に20分の 1であるが、場合によっては10分の lもある。各種の写

真は、 35mmのそノクロ e カラースライド・ネガカラーを 1セットとして撮影し、この他にプロー

ニー版も若干使用した。遺物の取り上げは、遺構内出土以外のものについてはグリッド単位で

行ったが、必要に応じて遺物個々の位置@レベ、ノレ等を記録して取り上げたものもあるO

第 3節調査経過

前述のように、小坂インタ-..チェンジ建設工事に係るはりま館遺跡の発掘調査は、昭和63

年@平成元年の 2ヶ年にわたり実施された。発掘調査に捺しては、謁査対象地が広大でしかも

地形の上でも位とは区分して考えるべき箇所も多く、また、調査の工程と排土置場との関係な

どから、 AI"AII"A班 =AN.CeBeD.EI.Err.Em.ENの計11調査区に分け

て行った。 E亜区を除く 10調査区は昭和63年度に、 E護区は平成元年度に調査したものである。

遺跡全体の調査経過は大略以下の通りであるが、各調査区の調査経過については、それぞれ

の報告の項で述べている。また、本遺跡の昭和63年度の調査担当者は第 l章第 2節に記した通

りであるが、この他に、下記の秋田県埋蔵文化財センター職員が期間の一部調査に携わった。



第 3章発掘調査の概要

高橋忠彦 e栗沢光男(以上文化財主事)、手IJ部修 e谷地薫(以上学芸主事)、三嶋隆儀 e鎌田

茂@小山内透@能登谷宣康@高橋正洋(以上非常勤職員)。

昭和63年度

5月9日に作業員説明会を行い、向日から12日まで機材の搬入、整備等調査準備をし、同月

13日にA斑区の調査を開始した。この後!順次、 AIT区.， D区..c区..B区と謁査に入ったが排

土置場の関係から、 AI区 "AIV区の調査はAill区の調査終了後となった。また、 5月と 9月

の各々約 1週間はE区の予備調査とし、 EI"IT"IV区の調査もその後に実施された。各調査

区の発掘調査期間は以下の通りである。

AI区:昭和63年9月2日....._，12月3日

AIT区: 11 5月16日---10月14日

AIIT区: 1/ 5月13日'-""7月22日

AIV区: 11 9丹26日'-""11月4日

B 区: 11 9月13日'-""12月7日

C 区: 11 7月18日'-""9月9日

D 区: 11 6月16臼'-""12月7日

E I区: 11 11月1日........，11月18日

EIT区: 1/ /1 

EIV区: // 11 

なお、この間12月3日には小坂町公民館を会場に、スライド映写などによる現地説明会を開

催した。

平成元年度

E区については、当初調査範囲には含まれていなかったものであるが、県道からインター@

チェンジ料金所に至る取付道路部分にも遺跡の存在することが判明したため、盛土工法で対応

できない部分についてのみ、調査を実施することにしたものである。調査期間は、 Eill区につ

いては昭和63年度の対応が困難であったため、これを平成元年度に行うこととした。

E蹟区:平成元年4月2日.--..4月28日

なお、図面・写真@遺物等の整理作業は、現場作業と並行しながらと、平成元年度に行った

が、報告書作成に当たっては、高橋忠彦・武藤祐治の協力を得た。
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第 1節 A 1 • n区の概要

第 4章 A 1 ・立匿の調査の記録

第 1節 A 1 @ II区の概要

1 AI-rr区の位置と立地@基本層位

はりま館遺跡の東端部には、標高198.......，200mの略平坦な下位関上部が南北約200m、東西約

90mで広がっており、その中央部東側からは極く短小な沢が入っている。この部分での下位関

上面は、その東側で急峻な段丘崖をもって比高差25m--30mの沖積地に至る。 A1 • II区はこ

の遺跡東端部に当たり、今回の調査対象地は下位関上面の中央西半部で、短小な沢の北側をA

I区、南側をA立区とした。調査前の原況は畑地、植生された杉林、アカシヤの林及び荒地で

あった。なお、 AI区の西側にはわずかに上位関上国も存在するが、下位関上面から上位関上

面への移行は、 AII区とAill区のそれに比べるとなだらかである。また、下位関上部は略平坦

であるが、微視的に見れば、北側ほど高く、漸次南に向かつて低くなっており、これはA軍区

からAIV区方向に低くなるのと同様であるO

土層はA1 • II区共、基本的に同じであるが、 A立区にあっては大湯浮石層の上に平安時代

の生活面が存在すること、 AI区においては、主に縄文時代前期の遺物包含層が他に比べて厚

いことが若干異なっているO すなわち、第116図の平安時代竪穴住居跡S1 101の土層断面図に

見られるように、基本土層第麗層の大湯浮石層の上部に、黒福色土と大湯浮石の混土層(かた

くしまっているが、崩れ易い)が存在し、この上面は平安時代の集落が形成された時の生活面

であると判断される。また、 AI区においては第59図に示した捨場の土層断面図のように、捨

場には土器や石器などと共に大量の焼土粒子や木炭の混じる土が捨てられており、縄文時代の

遺物包含層である基本土層第V層が厚く、また色調も他の地点とは異っている O

2 遺構と遺物の分布

A 1 .. II区からは、平安時代と縄文時代の遺構と遺物が検出されているO

平安時代の遺構は、竪穴住居跡@鍛治炉@溝状遺構・土坑@焼土遺構などが検出されており、

溝状遺構2条、焼土遺構 1慕を除いてはAII区内に存在する。これらの遺構は、全て基本層位

の第E層大湯浮石層を掘り込んで構築されており、大湯浮石降下後のものであるO 竪穴住居跡

はAII区ほぼ全面から検出されているが、中央部に集中し、北部ほど希薄であるO また、ほぼ

向時期と考えられるAill区の竪穴住居群とも比較的近い位置にあるが、両者が分布する段丘面

の標高差、 AII区東側に未調査部分の存在することなどからするとA五区の竪穴住居群は、下

位関上面で 1つの集落を構成するかに見える。
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第4章 A 1 • II区の調査の記録

縄文時代の遺構は、 A1 " II区のほぼ全面から竪穴住居跡 e Tピット@土坑@配石遺構@土

器埋設遺構などが検出されており、土坑を除くほとんどの遺構は前期のものである。竪穴住居

跡は、調査区内に限って見れば、主にAI区と All区の間に東側からはいる短小な沢を中心に

して分布している。しかし、これは未調査部分をも考慮すると、必ずしも沢頭を中心に形成さ

れたものではなく、実際には段丘縁辺に分布しているのが、調査した部分が限定されているた

めに、このように見えるものと考えられる。なお、この短小な沢は、最近でもしばしば地滑り

を超こしており、縄文時代前期の竪穴住居跡SI 233 " 237や平安時代の竪穴住居跡 S1119な

どの東側が削り取られている(中小坂部落からはりま館に歪る道路建設の際に削り取られたの

が直接の原因ではあるが)。このことは、少なくとも平安時代後葉までには、この平坦面がもっ

と東側まで存在していたことを示すものである。土坑は、前期のものが同期の竪穴住居跡の分

布と重なり、後期などのものがA立区中央から南側に分布する。

平安時代の遺物は少なく、その大部分は住居カマド周辺から出土しているO

縄文時代前期の遺物は、 All区北部からAI区にかけて出土しており、特にAI区北端中央

部の捨場と考えられる部分に多い。この捨場は調査区北端の幅杭のライン(南東一北西方向)

に沿って長さ約50m、幅10mの範囲で検出されており、さらに北側の調査区外に延びているこ

とは確実であるO 全般的に、竪穴住居跡などの覆土中には遺物が少ない。後期及び晩期の遺物

も若干出土しているが、それらは特に集中する部分はなく、 All区中央部を中心に散在するに

過ぎない。

3 調査経過

A 1 ..宜区の発掘調査は排土置場の都合から、 All区から入り途中両者を平行して行い、最

後にAI区を行った。

All区の調査は、先行して入ったAill区の調査と平行して 6月8日に開始した。予め大湯浮

石層の上の黒色表土は重機で除去していたため、大湯浮石層上面を精査したところ、 6月10日

には早くも平安時代後葉の竪穴住居跡4軒を確認できた。 6月13日には確認された遺構11慎に

101番からの遺構番号を付して行き、 11麗次その精査にも入った。 6月17日までに平安時代の竪

穴住居跡10軒他を確認したが、竪穴住居SI101は焼失家屋であり、西壁の板材が並んだまま

東側に倒れた状態、で検出された。その板材は痩せて薄くはなっているものの、存外に遺存状態

が良く、手斧痕も明瞭に分かるものであった。この他にも焼失家屋である住居が次々に検出さ

れ、またカマドの遺存状態の良好なものもあり、それらの実測作業に時間の費やされることが

予想された。

6月29日には、 SI109の北東部床面が貼床状になっており、この部分に縄文時代の遺構の

存在することが予想された。このため、 7月15日からは、平安時代の遺構部分を除いて大湯浮

- 20 
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第 l節 A 1 • rr区の概要

石層を除去してさらに掘り下げ、縄文時代の遺構の検出作業に入った。 65ライン北側の掘り下

げによって、 7月28日までに平安時代の竪穴住居跡S1 109の北側に大湯浮石が広く厚く堆議

しており、さらにその外側に無数の磯がドーナツ状に分布していることが判明した。これは後

の精査で、縄文時代の大型住居S1152を構築した際に、周闘に盛り上げた磯混じりの土砂が

ドーナツ状に廻っており (SQ153)、さらに S1 152が、大湯浮石降下時までに埋まり切らず

中央部が窪んでいたために、この部分に浮石が厚くレンズ状に堆積したものであると解釈でき

た。

9月14日までに平安時代の遺構の調査を終え、さらに縄文時代の遺構群を含めたAII区の調

査は10月25日にようやく終了させることができた。

AI区は、天候などの兼ね合いでAll区と平行して 9月 2日から大湯浮石層上面での精査に

入ったものの、平安時代の遺構は溝状遺構と 1基の焼土遺構しかなく、南側から縄文時代の調

査に入った。 9月14日までにAII区北部に分布している磯群がAI区南半にも連続しているこ

とを確かめ、この広がりを把握するために計5本のトレンチを入れた。その結果傑群はAI区

東半部に限られるものの、このうちの北部の磯群は、地山土が部分的に盛り上がったり風倒木

によるものなどであることが判明した。

10月25日頃にはKE84グリッドを中心にして、多量の縄文前期土器・石器の出土を見、これ

が相当に広がっていることから、ここに捨場の存在が予測された。 11月8日にパノレーンによる

磯群の写真撮影を行い (AII区の磯群は 9月6日に行っている)、磯群部分の掘り下げを行っ

た結果、 11月10日には前期の竪穴住居跡S1205 • 207を確認した (A1区の遺構番号は200番

から付した)。その後も続々と縄文時代前期の竪穴住居跡などが検出されたが、それは11月25

日に S1228 • 230・231が確認されたように、雪と霜柱に悩まされながらの作業であった。

このような経過を辿りながらも、 12月2日にはAI区の調査を終了させることができたのは、

11月からの調査員の増員が大きな力となった。

- 23ー



第 4章 A 1 • II区の調査の記録

第 2節縄文時代の遺構と遺物

l 縄文時代の検出遺構と遺物

A 1 .. II区から検出された縄文時代の遺構は、竪穴住居跡35軒、 Tピット 2基、フラスコ状

土坑 1基、土坑10基、焼土遺構3基、土器埋設遺構5墓、磯群と捨場 1箇所である。このうち、

竪穴住居跡@焼土遺構@土器埋設遺構の全てと土坑8基は縄文時代前期に属し、土坑 l基と、

フラスコ状ピットは後期に属すると考えられるが、 Tピットは時期が明らかではない。

(1 ) 竪穴住居跡

検出された竪穴住居跡の数は35軒としてあるが、これは、大小の竪穴住間亦が重複する場合、

平面上では小さい方が大きい方に全て包含されていても、それが異なる竪穴住居跡と認められ

るものについては別の 1軒として、数えたものである。

35軒の竪穴住居跡は、特別の場合(例えば、磯群の分布状況からその存在が予想され確認さ

れた S1173など)を除いては、第VI層地山漸移層上面で検出されたものが多い。また、竪穴

住居跡の掘り込みは、深いもので段丘磯層中に達し、浅いものではその上の地山風化軽石層で

止まっているO この地山風化軽石層は、関上段丘面の上部を構成しており、大小の軽石が著し

く風化し、竪さは普通のややしまりのある土と同じ程度になっているものの、気泡が見え風化

した軽石間に間隙のあるものである。

以下、竪穴住居跡の個々の説明を行うが、記述に当たっては次のようにしてある。形態と規

模は、検出された住居跡の壁の上部と下部ラインが大きく異なっていない場合には、上部ライ

ンでこれを決めた。壁溝しか残っていないものは、壁溝の外側ラインで規模を求めた。深さは

特にことわりのない場合は確認面からのものである。床面積は、壁溝のない場合は壁の下部ラ

インを、壁溝のある場合には溝の真中を結んで求めた。ピット番号の下の数字は、柱穴の床面

からの深さ(単位cm)である。出土遺物の中で土器は、個々の住居跡覆土から出土した破片が

住居外から出土したものと接合する場合には、住居跡覆土中から出土したものとして扱った。

S 1207 (第11図、図版4) 

位置 e確認状況 AI区南端、 JQ73グリッドを中心に、確認したo A II区からAI区にかけ

ての磯群も、本住居跡あたりから東側には広がっておらず、亜角磯などがまばらに散布し

ていた程度にすぎない。

形態@規模長軸方向を南東一北西にとる長軸4.5m、短軸3.7mの隅丸長方形フ。ランを呈する。

確認、聞からの深さは20cmで、推定される本来の深さも 30cm程度と浅~\o 床面積は約12.8ni

である。

- 24 
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第 4章 A 1 • II匿の調査の記録

覆土 6層には地山風化軽石がプロック@粒子となって下部ほど多く(約30%)混入している。

同)書下部がやや堅くしまっているが、遺物はほとんど含まれていない。

床 e壁掘り込みは、段丘磯層まで達しておらず、その上の風化軽石層までであるため、床面

はなだらかである。また、床面の堅さは壁に近い程減じるが、中央部は堅くしまってし喝。

壁はなだらかな部分もあるものの、ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝@柱穴北辺から東辺の一部を除く、全体の略 3分の 2周ほどに壁溝があるO 幅10cm前後、

床面からの深さ 2'"'-'10cmの浅い溝である。 P1'"'-' 7の柱穴が検出されたが、 Pi ・ 2が主

柱穴である。 P6 • 7はその位置から壁柱穴かとも考えられるが、他は不明である。

炉 明瞭な形での炉は検出されなかったが、 P4 • 5西側のくぼみ部分が心持ち赤変している

ようにも見え、この部分が地床炉であったと考えられる。

その他の付属施設 P 1の南東側、 P2の南側に扇平な台石が床面に置かれた状態で出土した。

わずかながら上面がすられて平坦になった台石である。この場で使用されていたものと思

われる。

出土遺物 覆土中から第41図34'"'-'36の縄文前期深鉢形土器胴部破片、第45図S1......， 5の石器な

どが出土している。石器S5は南辺の床面から出土した。

S I 211 (第12図、図版5) 

位置・確認状況 AI区東部北東端、 JQ78. 79グリッドを中心にして確認された。 AI区磯

群も本住居跡付近では比較的まばらであった。本住居跡の南側に S1233 " 234、北西側に

S 1218がそれぞれ約 4m離れて存在する。

形態@規模南北にやや長い隅丸方形プランを呈する。南北軸3.9m、東西軸3.6mで、あるが、

東辺が若干外側に膨んでいる。確認面からの深さは20cmで、推定される当時の生活面から

は約40cmで、ある。床面積は約11.1nfである。

覆土 2層は下部ほどやや堅くしまっており、床面から約10'"'-'20cm上の住居中央部に、亜角磯

に混じって意識的に捨てられたと考えられる土器(第33図入 2)が散布していた。 4層

は、地山土のブロックや粒子、挙大磯の集まりで、堅くしまった部分であるが、この下か

ら多数のチップ、石鎌の未成品(失敗品?)などが出土している。

床@壁 掘り込みが段丘磯層まで達しておちず、床面は平坦で中央部ほど堅くしまっている。

壁は部分的にほぼ垂直に立ち上がるが、概して急角度ではない。

壁溝@柱穴 深さ数cm、上面幅10cm前後の壁溝が途切れながら全周する。壁溝の中に特に柱穴

様の痕跡は認められなかった。ピットはP1 "'"'11まであるが、このうち、規模@位置関係

から P1 .. 2が主柱穴と考えられる。

26 -



縄文時代の遺構と遺物第 2節
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第 4章 A 1 • n区の調査の記錯

炉 明瞭な焼土は認められないものの、床面中央部に70cmX80cm、深さ 7cmのくぼみがあり『

この底面が特に堅くなっていた。地床炉と考えられる。

その他の付属施設北辺中央内側に径約45cm、深さ16cmの柱穴とは考えられないピットがあ

る。本住居に伴う何らかの施設である可能性があるものの、その性格等については不明で、

ある。

出土遺物第33図 1.. 2、41図37--46、45図S6--9、46図S10--16が覆土中などから出土し

ている。土器 1• 2は、住居跡中央部のややくぼんだ覆土中から、亜角磯などと共に破片

となって出土した。 1は、外に強く張り、武骨な感じのする底部からやや外傾して立ち上

がった胴部が、直線的に頚部に移行し、口縁部がわずかに外反する深鉢形土器である O 口

唇部は丸味を持たず平垣な面をなし、平口縁である。口縁部には、結び自を連ねた原体に

よる不整の綾絡文が横位に、胴部には太いLR原体の単節斜縄文が施されている。口縁部

文様帯と胴部の間には隆帯が付されていない。 2は、ほとんど外皮しない口縁部と澗部と

の間に太い隆帯が貼付され、降帯上には指頭あるいは指頭状工具による刺突列が施されて

いる。 37と38、39と40はそれぞれ同一個体である。石器S6は、床面上から出土した剥片

やチップに混在していた石鍛であるO

S 1205 (第13図@図版4)

位置@確認状況 J R72グリッドを中心に、 AI区南端で検出された。 JR72グリッド周辺は、

AII区北部から北に延びる磯群が広がっており、本住居跡はこの磯群の中でも特に大きめ

の円磯及び亜角礁が集中する部分の下で確認されたものであるO 北側に S1222、東側に

S 1 173がそれぞれ約 3m離れて存在する。

形態，規模長軸方向を南東一北西とする長径約4.7皿、短径3.6mの楕円形フ。ランを呈するが、

南東辺は弧を描かず直線的である。確認、面からの深さは50--55cmであるが、推定される掘

り込み面からの深さは60cm強で、さらに周囲の磯群からの深さは約70cmにも達する。床面

積は約11.9niである。

覆土 3 .. 4層は基本層位の第5層に相当し、上位ほど磯群を構成する亜角磯を多く含む。 9

震以下には穣及び砂利、地山風化軽石粒子や炭化物を含み、堅くしまっている。住居外か

らの流入土と思われるが、相当に堅いブロック状になっている部分もあることから、住居

外の周堤部分が崩れて、流入したか、それらの土で人為的に埋められたものと思われる。中

央南壁側での土層の乱れは、小さな嵐倒木痕によるものと思われるO

床@壁 地山段丘襲撃層まで掘り込んでいるため、かたくしまり部分的に擦が顔を出しているも

のの、その上に厚さ 1cm前後の粘性のある黒色土が敷かれており、これが床面と考えられ

- 28-



第2節縄文時代の遺構と遺物
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2m 

上がっている。

る。床面は全体的に平坦であるが、南東隅部が若干高くなっている。壁はほぼ垂直に立ち

壁溝 ・柱穴壁溝は認められず、床面上にP1--5のピットが存在する。主柱穴は位置及び深

さからP1・3の2本と考えられる。P3は浅いP4を切っており、あるいは本住居跡に

も新旧 2時期があるのかもしれない。P2は、その周囲に藁灰状の黒色炭化物が分布して

いるところから、地床炉としての掘り込みの可能性がある。P5の部分は風倒木痕の底面

部分と恩われる。

炉 明確な炉は認められなかったが、 P2の周囲が浅くくぼんでおり、上述したような炭化物

も存在するところから、地床炉であった可能性が強い。

その他の付属施設 P 1の北側から長さ55cm、最大幅20cmの扇平な緑色凝灰岩製の台石 (一部

表面がすられている)が1点出土している。床面から数cm浮いているものの、出土した地

- 29-



第4章 A 1 • II区の調査の記録

点で使用されていたものと思われる。

出土遺物 他の住居跡と比較して深いにもかかわらず、覆土中から図示できるような土器が出

土していなL、o46図17"18、 47図19~21が覆土中から出土した石器である。

所見 本住居跡の時期を決定づけるような土器は出土していないものの、住居の形態@柱穴配
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第 2節縄文時代の遺構と造物

置などから、他の住居跡と同じく縄文時代前期のものと考えられる。

S I 230 .. 231 .. 233 .. 234 " 235 " 237 (第14図@図版7) 

S 1213の北側で検出されたこれらの竪穴住居跡は、重複が著しく、規模の半分以上の

原型を留めているものはS1233のみであることから、ここでは、 S1233を中心にこれら

をまとめて述べることにする。

位置@確認状況 S 1233はAI区南東端部に密集する竪穴詮居跡群の 1つで¥JM75グザッ

ドを中心として確認された。

S 1233など 7軒の竪穴住居跡が重複する部分は、 AI区とAll区を分ける小さな沢の

沢頭に当たるO しかし、この沢は前述したように現在でも持々崩落をくり返すようなごく

小さく短いもので、いわば形成途中にある沢と見ることもできる。また、この部分には中

小坂部落から字下モ上ノ¥山に至る道が通っており、山道の整備のために沢頭部落(段丘崖

面にも相当)がかなり削平を受けている。従ってこのような部分に竪穴住居跡の存在を予

想していなかったが、 S1213の精査を進める中で、山道の法面をきれいにしたところ、

竪穴住居跡の床面らしき平坦面が認められ、土器埋設炉が検出された (S1230)。この

ことから、周囲を掘り下げ精査した結果、 S1 213 .. 230 " 231 " 233 .. 234 .. 235 .. 237の!頓

に確認されたものである。

これらの住居跡は重複しており、その切り合い関係や貼床の存在などから、古い11慎に以

下のように考えられる。(古)S 1235→231→233→230→234→213 (新)。なお、 S1 

237は233より新しいと考えられるが、 230との前後関係、は不明である。すなわち、 S1235 

は231に、 233は237に、 230は234にそれぞれ切られ、 233を埋めて230の貼床としており、

また、 233は土層断面から231を切っている。さらに、 S1 231A • Bは、壁溝が埋められ

ておらず、 S1234の床面をわずかに掘り込んでいることからこれより新し ~\o

形態@規模 S 1233は東半分を S1237に切られて不明であるが、 P2、5の2本を主柱穴と

すると、略東西を長径あるいは長軸とする楕円形か不整の隅丸長方形を呈すると思われる。

この場合の長径は4.5m前後になる。当時の生活面からの深さは70cmと推定される。 S1 

233以外の住居跡については、原形の大半が失われており、形態 e規模は不明である。た

だし、 S1237の西辺は直線的で、北西隅と南西隅が丸くなることから、隅丸の長方形か

隅丸方形を呈するプランと考えられる O 各々の床面の深さはエレベーション図のとおりで

あるが、 S1237は深さ 1m前後あったと推定される。

覆土多数の住居跡が重複している部分であるため、覆土は複雑である。土層断面図の 2層は

基本層位の第臨層大湯浮石層である。 5、12、19層がS1230の、 14，.._，18層がS1234の、
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第4章 A I • II区の調査の記録

22層がS1231の覆土で、 20層を除く他の全てはS1233の覆土である。 20層は S1230の

貼床部分で、堅くたたきしめられている。 S1233の覆土中には、地山土ブロックや擦が

多く混入しており、大部分投げ込まれたものと思われる。

床@盤 S 1235は地山風化軽石層まで、他は段丘磯層を掘り込んでいるが、全体に平坦で堅

くしまっており、わずかに見える礁の露頭もほとんど気にならない程度である。壁はS1 

230の西壁が判然としないものの、他はしっかりしておりほぼ垂直に立ち上がる。特に S

T n円円"'"ロ立，斗.0;+ユ=をす___.J- マ
1 LJ00V...J~~d-::S:::lEl. l." CD Q 0 

壁溝@柱穴壁溝は、 S1233の北辺と南西辺にのみ認められる。上面幅が10，.....，15 cm、深さ数

cmのものである。柱穴はP1，.....，一部S1213Aの床面にある P17まで検出したが、この中

で明らかに主柱穴と考えられるのはP2、5でS1233に伴うものであろう。

炉 明らかな炉は、 S1230のものと考えられる土器埋設炉 1基のみである。埋設土器の大半

は、山道整備による削平で失われ、底部のみが残存している。しかし、土器が埋まってい

た形は西側でわず、かに残っており、これによると埋設された土器の高さは30cm前後であっ

たと推定できる。埋設土器の南西側に焼土が認められる。

出土遺物 これらの住居群の調査では、ほとんどの精査が終了した後に、 7軒の住居跡の存在

することが判明したという状況であったため、個々の竪穴覆土に含まれる遺物を分けるこ

とができなかった。従って、 S1231だと思ってし叱部分が結果的にS1233との重複であっ

たという例も多く、そのような場合には、その遺物を S1231・233出土のものとしている。

各住居跡ともに、床面に接した状態で出土した遺物はなかった。

第33図3が、 S1230の炉に埋設されていた土器の底部で、これによると胴部下半には

単節の撚糸文か木目状撚糸文が縦位に施されていたと考えられる。この他S1230からは

41図47.48の土器が出土している。 33図4はS1231 • 233、41図49がS1231、50がS1 

231 • 233、51がS1233、52がS1234、53"""'55がS1235、56がS1237の覆土中から出土

した土器であるo 33図4は、 LR縄文原体の側面圧痕文が施された口縁部文様帯下端に、

細い隆帯を有している O 降帯上にはLR縄文原体が斜位に押圧されており、腕部は縦走す

る無節の撚糸文である。 33図5はS1234覆土中から出土した石製の器である。底部から

胴部下半の一部しか残存していない。比較的撤密な凝灰岩を、鋭利な工異で成形し、最後

にこれを研磨して仕上げている。全体の形状をうかがい知ることはできないが、低い高台

の付く碗に近い形と思われる。非常の珍しい例である。石器は47図S22，.....，48図33が、 S1 

23い 233やS1234から出土している。
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第4章 A 1 • n区の調査の記録

S 1210 (第15図@図版8)

位置@確認状況 AII区北東部からAI区南東部に集中する竪穴住居群のうち、最も西側に位

置しているo KD75グリッドを中心に、基本属位の第V層精査中、本住居跡付近に醸が少

なく、円形の黒色土部分の存在が認められたものである。

形態@規模径4.1--4.3mの略円形を呈する。深さは60--65cmあり、これがほぼもとの深さで

あると考えられる。床面積は約11.9nfである。

覆土 2 .. 3層は住居外からの流入土と考えられ、醸や砂利、地山風化土粒子、炭化物などが

混入し、かたくしまっている。 1層の上部には磯があまり目立たないものの、中~下部に

挙大の磯が多い。周囲からの流入か、人為的に捨てられたものと思われる。

床@壁 段丘磯)醤をも深く掘り込んでいるために、全般的に竪くしまって平坦であるが、一部

で段丘磯が露頭していて細かい出凸がある。特に南西壁際では、大きな亜角磯が掘り上げ

られず、住居床面に露出されたままになっている。壁は、ほぼ垂直に立ち上がっている。

壁溝@柱穴 P 1 --P 6のピットを検出した。このうち P1 • 3の2本が、位置@規模などか

ら主柱穴と考えられる O 壁溝は認められなかった。

炉床面中央部に径 1--1.1m、中央部での深さ 7cmの不整なくぼみがあり、この中のやや南

側にわずかに焼土が認められた。地床炉である。くぼみの内側は堅くなっている。

出土遺物覆土中から、 33図6、42図57.58の土器と、 48図S34，......，37の石器が出土している。

33図6は小型の深鉢形土器で、口縁部から胴部には結束第 1種の羽状縄文が施され、頚部

には撚糸の側面庄痕文が 3条付されている。

S I 212A G B、215A.. B (第16図@図版8)

位置@確認状況 AI区南東端 JN75グリッドを中心として検出された 4軒の重複する竪穴住

居跡である O 全体の西半分は第VI層地山漸移層で、東半は本住居跡掘り込み顕である第V

層中位で確認された。南側には30cm離れてS1173が、東側には 1m弱で、S1233などが存

在する。

ここに竪穴住居跡が存在することを確認した時には、 1軒だけ存在しているものと考え

られたため、これを S1212とした。しかし掘り下げ途中で、 S1212はこれより深い他の

住居跡を埋めて構築していることが判明し、埋められた住居跡を S1215とした。さらに、

両者の床面精査によって、新たに壁溝と考えられる溝がそれぞれに検出されたため、それ

ぞれを図のように SI 212A .. B、SI 215A .. Bとしたものである。

形態@規模全体のプランが明らかなのはS1215Aだけである。 S1215Aは直径4mの円形

プランを呈し、本遺跡、内の縄文時代前期の竪穴住居跡中にあっては、最も整った形のもの
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第 4章 A 1 • II区の調査の記録

の1つであるO 堀り込み面から床面までの深さは65，.._，70cmで;， S 1212A床面よりも20cm

深い。床面積は約11.2niである。 S1212Aは東~南辺が判然としないが、南北約4.8m、

東西約4.4mの略円形を呈するものと思われる。東辺の一部床面が残っているように患わ

れるものの、実際には存夜したにもかかわらず我々が確認できなかったもので、 S1212 

Aの床面とレベルをほぼ同じにする他の竪穴住居跡等との重複とも考えられ、明確にはで

きなかった。掘り込み部から床面までの深さは50cmで、ある。 SI 212 Bは、北辺の壁溝

(溝4)の震跡を認めただけにすぎないが、 S1215Aとほぼ向規模程度と考えられる。 S

1215Bは、 S1215Aの床面に検出された溝 2• 3によって推定されるものであるが、溝

2が小さな弧を描くのに対し、溝3は直線的にすぎ、あるいは関連を持たない可能性もあ

るが、ここでは推定で、尚北3.3m、東西2.5mの不整楕円形としておく。床面レベルは SI 

212BがS1212Aと、 S1215BがS1215Aとほぼ同じである。

覆土 1 --8層がS1212Aの、 9--12層がS1215Aの覆土である。 1層は基本土層の第V層

とほぼ同じで、 2層は地山風化土粒子や砂磯を含み、周囲からの流入土と思われる。 3層

は焼土粒子を含み、投棄されたものであろう。 4• 5層は、磯@砂手IJ..遺物を多く含み、

しまって堅い部分が多い。 4• 5層の下部には比較的遺物が多く、 l個体あるいは大きな

破片の土器などが捨てられた状況で出土している。 4• 5層全体も投棄されたものと思わ

れる。 7.. 8層はS1212Aの地床炉である。上面ほど堅く平坦で、ある。 5層は、砂や地

山風化土粒子を多く含み、堅くたたきしめられており、 S1212床面構築の擦に、 S1215 

Aを埋めて貼床としたものである。 10層は堅くしまっており、 S1215Aの床面上に貼ら

れたものと思われるo 11層はS1215Aの壁の崩落土で、 12層は S1215Aの壁溝の埋土で

ある。

床@援 S I 212A • Bは地山風化軽石部分まで、 SI 215A .. Bは段丘磯層上部まで掘り込ん

でいる。いずれも平坦で堅織である。 SI 215A • B床面の露頭磯は微細なものばかりで、

床面の状態を悪くするような状況にはない。壁は、 SI 212A • 215Bともに垂直に立ち上

がっており良好である。

壁溝@柱穴壁溝がS1212Aを除いて存在する。 S1212Bの壁溝(溝4)は、 S1212A床

面に痕跡程度に残っているもので、深さ 1，..._， 2 cmしかなく、 S1212Aよりも古いと考え

られる。 S1215Aの壁溝(溝 1)は全潤しており、底面幅 5'"'-'10cm、深さ 3'"'-'lOcmで、あ

る。 S1215Bの援溝は溝 2• 3と考えられるが、両者の形に差がありすぎる。あるいは

溝 3は、 S1215Aに伴う何らかの施設の可能性もある。溝2の深さは 3"-'4 cmで;， S I 

215Aの床面検出の際に、明擦には埋められてはいなかった。しかし、土層断面観察では、

S I 215A .. Bの前後関係を決定できる程の土層の差が認められなかった。
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51 212A. B、51215A・B竪穴住居跡

柱穴はPl--PI0を検出した。P2とP7あるいはP8がS1 212Aの (P2はこの部

分での床面からの深さが5cmしかないが、これはこの周囲のS1 212A床面がやや低くなっ

ているためであり、底面レベルはP7よりも低い)、 P1・6がS1215Aの、P3・9
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第4章 A 1 • 11区の調査の記録

が81215Bの主柱穴と考えられる。

炉 4軒のうち、明確な炉は 81212Aの床面中央とやや北寄りにある 2カ所の地床炉だけで

ある。広範囲に焼けて、堅くなっており、その部分が赤化している。 81 215 Aの明確な

炉は認められなかったものの、 P10とした浅い掘り込み部がそれに相当すると思われる。

この部分、腐国よりも霊くしまっている。

出土遺物遺物は、 81212Aの覆土の 4.. 5題下部に多く、 81215Aの覆土から出土したも

のは少なし、。 34図7---12、35図13、42図59，..._，70の土器と、 49図838---46、50図847，......，49、

57図8120の石器が81212Aから、 42図71"-'73の土器と50図850.. 51の石器が 81215A 

から出土している。土器7・8・11は細長い胴部中位かやや下半に器最大径のある下ぶく

れの感じがする土器である。 9は、ほとんど膨らまない縮長い胴部から口縁部が外反する。

いずれも平口縁で、口縁部下端に低い隆帯を有している。隆帯上には、 7が縦位の刻み、

8が波状の縄文側面圧痕文、 9が先端に丸味をもっへラ状工具による刺突、 11が縄文側面

圧痕文が施されている。また、 8• 9・11の隆帯の上下には、 8.. 11が縄文側面圧痕文が、

9が瓜形の縦位刻みとその上下に縄文側面圧痕文が施されている。口縁部には、 7.. 1Uこ

斜縄文、 8・9に羽状縄文が施文され、 9の口縁端と11には縄文側面圧痕文が付されてい

る。 10・13は上半を欠いているが、 8.9.11などと同様の器形@文様構成からなるもの

と思われる。胴部文様は11が多軸絡条体の、 10・13が撚糸文の縦位回転である。 12は全面

斜縄文の施された小型土器である。口縁端が外側に突き出ている。 849は有孔円盤状石製

品で、 8120は凝灰岩製の巨大な石皿である。

S 1223、224A• B (第17図@図版 9) 

位置@確認状況 AI区東部 JQ76.. 77グリッドを中心にして、地山漸移層上面で確認した。

確認面での土色の違いにより、 2軒の竪穴住居跡の重複として新しい方を 81223、古い

方を 81224としたが、 81224の掘り下げ精査中に、さらに古い住居跡のあることが認め

られたため、前者を 81 224A、後者を 81 224Bとした。

形態@規模 3軒ともほぼ円形のプランを呈する。 81223は径約2.7m、81 224Aは径2.7'""

2.9m、81 224Bは径約2.2mである。床面積は81223が約5.7nr、81 224Aが約5.0nr、

8 1 224Bが約3.7nrである。

覆土概略は土層注記に示した通りである。 7層は81223床面の、 10.. 11層はS1 224A床面

を講築するための貼床で、両者共に撃くたたきしめられている。

壁溝@柱穴 8 1 224A • Bに浅い壁溝が認められ、各々途切れながらも半周--2/3周する。

小さくて浅い柱穴Pl，..._，llがあるが、配置@埋土から P4とP10が81223の、 P3とP
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第17図 SI223・224A.B竪穴住居跡

7がS1 224Aの、 P1とP5がS1 224Bの主柱穴と考えられる。

炉 S 1223・224Aの貼床ほぼ中央部に厚さ 2cm前後の炭化物層があり、これが地床炉かと考

えられるが、焼土は認められない。 S1 224Bはそれが痕跡程度で判然としない。

出土遺物 S 1223の覆土中から、 35図14、42図74""""77の土器と、 50図S52.. 53の石器が出土

しているO 土器14は、覆土上部と本住居跡周辺から出土した破片が接合したものであるO

口縁部と腕部上半には羽状縄文、それ以下には多軸絡条体回転文が施されているO 口縁部

下端には幅広であるが低い隆帯が貼付され、その上に縦長の刻みが付されている。

S I 1 75A .. B (第18図 e図版10)

位置@確認状況 ATI区北部 JQ69グリッドを中心にして、確認された。本住居跡の北西2.5

mには S1 173竪穴住居跡があり、この南~南東側で、基本土層の第V層下部精査中に、

弧を描く黒色土を確認したものである。
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形態@規模 当初、 l軒の竪穴住居跡と考えていたが、床面精査中にもう 1軒存在することが

判明し、新しい方を S1 175A、古い方を S1 175Bとした。 S1 175A は長径3.8m、短径

3.3mの長軸方向を南東一北西にとる円に近い楕円形プランを呈する。 S1 175 Bは径2.45

--2.55mの円形で、ある。床面積は S1 175Aが約8.0nf、Bが約4.4nfである。当時の生活弱

からの深さは、 75cm前後に達するものと推定される。

覆土 1層は、砂利をほとんど含んでいなく、基本属位第V層の流入土と思われる。 2層中に

は齢、手Ij..砂や大小の醸が含まれ、北~北西側にかけて厚いことから、 S1 175の扇堤状部

分の流入土と考えられる。 2層の中央部から 4層にかけて大きな磯とともに 1--2個体の

土器が投げ込まれた状況で出土している。 3層は壁外側の土の崩落土か。 4層は砂手IJ・礁

を含み、堅くしまっていることから人為的に埋められた可能性がある。 5層も堅くしまっ

ており、一時床面であった可能性もある。

床@壁 S 1 175Bの床面は平坦であるものの、 Aはゆるやかに南側に下降している。両者の

床面ともに堅くしまっており、段丘磯層まで掘り込んでいるが、磯の露頭はほとんど見ら

れない。壁はほぼ垂直に立ち上がっている。

壁溝・柱穴 S 1 175Bは上面幅10--20cm、深さ数cmの壁溝が北西の一部を除いて全周するが、

これはS1 175Aの床面構築の際に埋められていた。 175Aでは認められない。柱穴はP1 

~5まであるが、位置や埋土の状況などから、 PI ま 3がSI175Aに、 P5がS1175B 

に伴うものと考えられる。 P1とP3では深さが10cm異なっているが、これは床面のレベ

ル差のためであり、底面レベルはほぼ同じである。

炉 S 1 175A • Bともに明確な炉は認められなかった。

出土遺物 S 1 175Aの覆土中から、 35図15、42図78.79の土器、 50図S54--56の石器が出土

している。土器15は、覆土中央部の主に 4層から亜角礁などと共に出土した。比較的ずん

ぐりした腕部から口縁部が屈曲して外反するO 口縁は 4つの波頭部を持つIJ液状を呈するO

口縁部の上下端と屈曲部には半裁竹管による刺突列の施された低い隆帯があり、文様体が

上下に分けられている。文様は撚糸の側面圧痕文が施され、上部は 4単位である。側面圧

痕文の原体は、普通の撚糸と、回転施文した場合に網目状撚糸文になるものである O

S I 156 (第四図@図版10)

位置・確認状況 All区JQ65グリッドを中心にして、基本層位の第四麗上面で検出された。

大型住居S1 152の西側約 5mの地点で、ある。

形態 e規模床面などの精査の結果、少なくとも新!日 2時期の竪穴住居跡と判明した。新い方

をS1 156A、古い方を S1 156Bとした。しかし、 2時期に分け得るのは炉と柱穴におい
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1 .赤黒色 (2.5YRl・']{)~黒色 (7.5YRJC
2.黒色 (7.5YRJ1)~黒褐色 (lOYRJ2'>
3.黒色(7.5YR?{)~黒褐色(lOYR%)
4.黒褐色(lOYR7i)
5.黒褐色(lOYR7i)

2m 

てだけであり、炉と柱穴以外の記述は新しいと考えられる最終プランについて行う。南西

隅が風倒木痕によって撹乱されており、平面形は、推定ラインながら直径4.1---4.5mの不

整円形を呈する。しかし援が直線的な部分もあり¥或は不整の隅丸方形プランと見ること

も可能である。確認、面から床面までの深さは40，..._，45cmを測るが、住居中央部に床面から現

表土までを観察できる部分があり、これによると、本住居跡が第4層中位から掘り込まれ

たとして、その深さは約50cm程度であったと考えられる。床面積は推定約12.8nfである。

覆土 1""'5層は臼然堆積土、 6""'10嵐は監の外側にあった土の崩落あるいは流入したものと

思われる。大湯浮石層が遺構以外の部分よりも少し厚くレンズ状に堆積しているが、これ
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は風倒木痕によるものであろう。 11--18層は床面直上あるいはこれに近い覆土であるが、

いずれも堅くしまっており、人為的なものと考えられる。土層断面図の中央部12• 14層な

どは新しい S1 156Aの床面(貼床?)である可能性もある。

床@援掘り込んだ地山をそのまま床面とした場合、地山に段丘擦や亜角磯が露出する。この

ため、地山風化軽石粒子を僅かに含んでやや粘性のある黒色土を、地山の上に厚さ 2--3

cmに貼って床面とした可能性があり、 16層がこれに当たる。床面は、中央部がややくぼむ

ものの路平坦である。壁はほぼ垂直に立ち上がるが、東辺と西辺の一部が乱れている。南

辺に壁から内側に小さく張り出した部分があるが、その性格は不明である。

壁溝@柱穴境、溝は認められなつかた。床面から柱穴と考えられるピットが17個検出されてお

り、埋土や深さから P1 .. 2 " 6 .. 7がS1 156Aの、 Pl"3"5"7がS1 156Bの主

柱穴と考えられる。柱配置からそれぞれを 4本主柱とすれば、 P1 • 7はS1 156 Bの主

柱であったものが、 S1 156Aにも柱穴がそのまま使用されたとすることも出来る。

炉 床面中央部に 2つの地床炉a• bがある。 a・bは隣合っており、判然としないものの a

がbを切っているように見え、 aがS1 156A、bがS1 156Bの炉と考えられる。 2つの

炉は床面を浅く中華鍋状に掘り込んで構築しており、その底面中央の地山が焼けて赤化し

ているものの焼土はあまり堆積していない。

出土遺物 覆土中及び床面から出土した遺物は少なし ¥0 42図80"81は床密からわずかに浮いて

出土した土器であるo51図S57--64か石器で、 S61の磨製石斧は地床炉の直上から出土した。

S I 173A・B• C (第20図@図版11)

位置@確認状況 AlI区北端 JQ70・71グリッドを中心に、第V層上位で確認できた竪穴住居

跡である O 本住居跡の東側を除く周辺には、第V層上位で大小の磯@砂利@地山風化土粒

子などが広く分布していたが、 JQ70・71グリッドを中心に径約 6mの範囲にはそれがほ

とんど見られなかった。このため、第V層上面からボーリングによる探査を行い、本住居

跡の存在を確認したものである。

形態・規模 当初、一軒の竪穴住居跡と考えられていたが精査の結果、少なくとも時期の異な

る3つの炉があること、主柱穴と考えられる柱穴も 3軒分以上存在すること、壁溝も痕跡

程度のものを含めて 3期はあることなどから、接数の竪穴住居跡の重複であると判明した。

ある程度明らかにし得る 3軒の住居跡を新しいJI債に S1 173A • B • Cとした。従って、

本住居跡は4軒以上の重複とすることができる。

S 1173Cは炉 3を中心とし、 P11 .. 19.. 28・40と溝2か3がこれに伴うものと考えら

れる。 S1 173Bは炉 2を中心とし、溝 1がこれに伴うが柱穴は判然としないものである。
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第19図 51 156A • 8竪穴住居跡

2m 
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第21図 51 173A・B.C竪穴住居跡(2 ) 

S 1 173Aは炉 lを中心とし、 P2か4• 18・30・38などによって構成されるものである。

従って規模の分かるものは S1 173A Q Bだけである。 S1 173Aは、径6.1---6.3mの不整

円形を呈するが、北東辺が直線的で、あり、その分だけ形がゆがんでいる。床面積は25.5nr

である。 S1 173B は径5.5mの略円形を呈するが、やはり北東辺が直線的である。推定床

面積は22.9nro S 1173CもA"Bの形状とほぼ同様のものと考えられるが、規模は両者

よりも若干小さくなるものであろう。 3軒とも生活面から約70cmの深さを有している。

覆土 S 1 173A " B " C共に床面レベソレがほぼ同じであるため、覆土については S1 173Aの

ものについてしかわからない。 し 2層は基本層位第rv.v層に似た自鮮街賓土であるが、

中央部ほど周囲から転落した磯が多い。 3・4・5層は磯・砂号IJ・砂等を含んで堅くしまっ

ており、住居外にあった周堤状高まりの流入土とも考えられるが、焼土や木炭片を含んで、

いるので、人為的に投棄された可能性もあるo 7層は砂粒や地山風化土粒子を含む黒色土

- 45 



第4章 A 1 • II区の謂査の記録

で、堅くしまり粘性が若干あるところから、住居床面に貼られたものである可能性がある。

11層は壁崩落土か。 13.. 14 .. 15層は炉3の埋土である。これらの覆土のうち、主に 3" 4 • 

5層に遺物が含まれている。

壁溝@柱穴壁溝は 3条認められる。溝 1はS1 173Bに伴うものと考えられ、深さ 2........，10cm

で、 S1 173Aの床面構築の際に埋められている。溝2.. 3は南辺にわずかに認められる

が、痕跡程度のものである。やはり埋められている。

柱穴は床密から P1 "33" 36 " 37を除く P1 '-~P46を検出した。このうち主柱穴と思わ

れる40cm以上の深さをもつのはP1 .. 4 .. 6 • 8 " 11 e 18 " 19 " 20 " 26 .. 28 " 30 .. 38 G 40 

で、そのうち P2 • 4 e 18 .. 28 • 38以外のぜットは人為的に埋められていた。柱穴の埋土@

位置@配置ー規模などから、 P4(あるいは 2) .. 18 .. 28 " 38がSI173Aの、 P11 " 19;; 

28・40(あるいはこれにP6)がS1173Cの、 P8 • 20 .. 28 .. 40がS1 173Bの主柱穴と

考えられるが、 S1 173Bについては判然としない部分もある (P28 • 40は共用)。また、

これ以外の柱穴の性格や組み合わせについては不明である。なお、 P47は一部壁を掘り込

んでおり、 S1 173Aよりも新しく、これらの住居跡とは係わりのないピットであると考

えられる。

炉炉は中央部から 3基が検出された。炉 1は土器埋設炉でこの中では最も新しく、 S1 173 

Aに伴うものである。炉 2.. 3は地床炉でち 1炉2が炉3の焼土を切っでおり、炉2がS1 

173Bに、炉 3がS1173Cに伴うものである。炉 2・3ともに床面を中華鍋状に掘り込ん

でおり、中心の焼土の周聞に粉状の炭化物と思われる土を主体とする黒色土が分布している。

特に炉2では、土層断面図で明らかなように、焼土がこの黒色土の上に形成されている。

また、 P24の上の焼土は炉 1に伴う焼土と考えられるが、この P24は、その位置及び埋

土の状況から土器埋設炉の掘方で、これから土器が抜き取られたものと推測される。この

P24も炉であったとすれば、炉は全部で4基存在し、 P24が最も古い炉と考えられる。

その他の付属施設 P 1とP37は大きく浅い掘り込みで、柱穴とは考えられないものである。

またP33" 36も細長い溝状の掘り込みである。またP1の埋土は土層断面図の 8層とほぼ

同じで、他は炉 2.. 3の黒色土に似た埋土であったが、いずれも性格等は不明である。

出土遺物覆土中から36図18、43図82---93の土器、 51図S65，.....，68、52図S69"""'72の石器が出土

している。 36図17は、 S1173Aの土器埋設炉に用いられた土器である。胴部下半が打ち

欠かれ、口縁部上半を失っている O ロ縁部文様帯の撚糸の側面圧痕文がわずかに残ってお

り、下端の極く低い隆帯上には、右→左に施された刺突列が付されている。胴部には、上

から 3段の羽状縄文、その下に施文方向を一度も変えない木白状撚糸文が施されているO

18は、 P4付近の床面から 5，.._，10cm浮いて出土した小型土器である。 4つの頂部を持つ波
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状口縁を呈する。口縁に沿う形で、 2条の縄文側面庄痕文が付されている。 82e 83は同一

個体で、平口縁であろう。漫然と盛り上がった感じの蜂帯の下に刺突列があり、口縁部に

は4単位と思われる浅い沈線文が描かれ、口縁端部に斜縄文が施されている。また、 93は、

口縁部から鋼部上半の披片を用いた円盤状土製品である。中央部からややずれたところに

盲孔が一つある。

S I 213A e B (第22図 e図版13)

位置@確認、状況 AI区南東端 JN73グリッドを中心にして第V層中で確認された。この部分

は沢側に向かつてわずかに傾斜してはいるものの、第rnJ醤大湯浮石層が若干厚く堆積して

いるため、先に確認されていた S1212のセクションベルトを延長し調査したところ検出

されたものである。当初 l軒の住屠跡と見ていたが、土層断面及び壁溝の存在などから、

少なくとも 2軒以上の重複と判断されたため、新しい方を S1213A、古い方を S1213B 

とした。 S1213AはS1213Bを縮小する形で構築されたものと考えられる。北側約30cm

でS1212 " 215があり、北東側は S1230 • 234と重捜し、南東側は山道造成の際に削り取

られている。

形態@規模 S 1213Aは、 S1213Bの床面上にわずかに残った壁溝と柱穴配置によって大略

の形態@規模が推定できる O 長径(南北方向)6.0m、短径 6m未満の略楕円形を呈する

と考えられる。推定床面積25.5rrfである。 S1213BはS1213Aよりも 1回り大きく、径

約 7mのほぼ円形を呈すると考えられる。推定床面積34.6rrfである。当時の生活弱からの

深さは70cmと深い。

覆土土層断面図中の 4は、いわゆるチョコレート色を呈する基本土層の第IV層である。 5.-.-

10層がS1 213A • Bの覆土で、 5，..._，8層がS1213Aの、 9.. 10層が S1213 Bの覆土で

ある。 8層と 9層はほぼ似た色調@竪さながら、磯や砂利、地山風化土の混り方に若干の

差があり、また雨者の層界の 8層側が軟いことから分層できたもので、このラインはS1 

213AとBの切り合っている部分に当たっている。 9" 10層はS1213Bの外周の流入土で

あるが、 10J曹が軟かくしまりがない。

床@壁 S 1 213A " Bともに段丘磯層を掘り込んでいるものの、床面は平坦で堅くしまって

いる。両者の床面レベル差はほとんどない。 S1213Bの壌は垂直で、一部オーバーハン

グしている部分もある。

壁溝 e柱穴 S 1213Aはその規模を溝 1" 29 3によって確認できるもので、これがS1213 

Aの壁、溝である。上面幅約10cm、深さ 1，..._，数cmで、北辺は痕跡程度しか残在しておらず、

東辺は見えなl'oS 1213Bの壁溝は北辺(溝4)と西辺の一部にわずかに晃られるのみ
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である。柱穴は、 S1 213A .. Bの床面から、 Pl--P38までを検出している。柱穴の埋

土 s 深さ e配置から考え、 P2 .. 3 .. 17" 19がS1213Aの、 P1 • 5 "13，， 20 " 22がS

1213Bの主柱穴と考えられる。 S1213Bはその配置から推定して、 P35の南東側に検出

できなかったもう一本の主柱穴が存悲する計6本の主柱穴と考えられる。また、 S1213 

Bの壁に接して(ほとんど半分獲に入っている)小さなピットが検出されている。約0.5

'""-'1. 2m間隔に配されており、 S1213Bの壁柱穴と考えられる。

上記以外にも、深くて太いしっかりした柱穴が存在するので;__S 1 213A .. B以外にも、

これらと重複する竪穴住居跡が地に数軒存在したものと思われる。

炉 焼土を伴うしっかりした炉は認められなかったが、 P1から P12の間の床面が緩くくぼん

で床面の他の部分よりも竪くしまり、火熱を受けているようにも見えた。この付近に S1 

213A" Bの地床炉があったものと推測される。

出土遺物 S 1213Aの覆土中から43図94........1∞の土器と、 52図S73--77、53図S78---84の石器

が出土している O 土器94..95の口縁部には網目状撚糸文が横位に施文されている O

S I 152A ..岳、 SQ153 (付図 1、第23図 e図版15)

位置 e確認状況 All区北部 JM" J N " J 0-66" 67グリッドを中心に、第V層上面で確認

された。南辺西側が平安時代の竪穴住居跡S1109によって切られ、東辺の一部が嵐荏IJ木

痕によって乱されている。

平安時代の竪穴住居跡S1109の北辺と東辺北部の壁及び床面の精査時l之、この部分に

縄文時代の何らかの遺構の存在することが予想された。 S1109は段丘準装層まで掘り込ま

れ、壁に段丘擦が露頭しているにもかかわらず、北辺の西部及び東辺の北部でこれが途切

れており、北部の床面が貼床状を呈していたからであるO また、その後、第E層大湯浮石

層がS1 109北側の平安時代の集石遺構SQ146の下に、レンズ状に厚く堆積していること

がわかり(図版14)、これがかなり広く認められたため、ここに大きな竪穴住居跡の存在

することが予測された。これをS1 152として縦横にセクションベルトを設定し、住居覆

土の掘り下げと住居外の精査を行ったところ、住居外の第IV層及び第V層上部相当面から

無数の擦が累々と検出された。擦は大小の亜角磯や円磯、砂利などで、閣総こそしていな

いもののそれらは段丘磯層の構成とほぼ毘様のものであった。そしてこれらの磯群は疎密

の差こそあれ、幅4....._， 7mの帯状をなしてS1152竪穴住居跡をドーナツ状に取り囲んで

いることが分かった。これがSQ153であり、 S1 152を構築する擦に、掘り上げた土砂を

住居外に周堤状に積み上げたものであると考えられる。

形態・規模床面の精査の結果、 S1 152には少なくとも新!日 2時期のあることが判明したた
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第 4章 A 1 • n区の調査の記録

め、新しい方を S1 152A、古い方を S1 152Bとした。 S1152Bは、柱穴配置からプラ

ン等が推定されるものであるが、その形態は S1 152Aにほぼ等しく、規模もわずかに小

さい程度と思われる。 S1152A は長径12.6m、短径8.4mの楕円形を呈し、床面積は約

79.5rriである。 S1 152Bは長径11.7m、短径8.4mで、長軸方向は雨者とも東北東一沼南

西であるO 当時の生活面からの深さは約1.0mと本遺跡の竪穴住居跡の中では最も深い。

覆土土層断面図の 3層は大湯浮石層、 1.. 2層はSQ146周辺の平安時代の生活面である。

4層は基本層位の第百麗に相当し、 5層は第V層の一部に当る。 4" 6層とも S1152A 

廃棄後、周囲の局堤部が崩落@流入した後に堆積したものであろう。 6層中には亜角繰@

円躍の{也、土器は少ないものの、剥片類が含まれている。 7.. 8 "号層中iこは磯 a砂利が

多量に含まれており、堅いブロック状をなす部分も多く、しまっている。 10層は粘性のあ

る黒色土で、あるいは床面として敷かれた土である可能性もある。 12.. 13層は S1109の

貼床部。 14，..._，17層は風倒木に伴うものである。

18.. 19層は SQ153 (周埋部分)を構成する士層で、基本題位の第V層に栢当する20層

の上に亜角磯@円磯@砂利@地山風化軽石土が混然一体となっている。堅い部分 (18層)

と比較的軟い部分 (19層)とがある。 21層は地山漸移層である。

床@壁段丘磯層を深く掘り込んで床面としているため、床面上には段丘擦の露出も見られる

ものの、全体的には平坦で堅くしまっている。特に北西側にかけては、段丘磯層中の砂鉄

を含む砂層を床面としているため、非常に竪く平坦である。

壁は東辺で一部撹乱を受けているものの、全辺ほぼ垂直に立ち上がり、壁面の段丘擦の

露出もさほど目立たなL、。

壁溝@柱穴壁溝は認められなかった。柱穴はP1，..._， P30が検出され、それらは壁際小ピット

群と、壁から離れている大ピット群に分けられる。大ピット群のうち、 S1152Aの主柱

穴と考えられる P1 " 6 " 8 " 16 e 20 e 22の壊土が軟かい黒色土を主体とするのに対し、

他の柱穴は砂利等で人為的に埋められていた。人為的に埋められたピットのうち、配置穆

規模などから、 P3 .. 7 .. 9 .. 18 .. 21がS1152Bの主柱穴と考えられるO 他のP2 " 4忽

5 " 13 " 14 .. 15 .. 17 .. 19のピットは、その位置@規模から S1 152A e Bに伴う柱穴とは

考えにくく、これらのうちの数本で、 S1 152A " Bとは別の小さな竪穴住居になると思

われるが、そのプランを確認することができなかった。なお、 S1 152 Bの主柱穴は P21

の東側にもう一本存在したものと(これを仮に P31とする)考えられるが、その部分が嵐

倒木痕によって撹乱されており、検出することができなかった。壁際の小ピットは、住居

長軸方向の南端にのみ認められるもので、それ以外は全く存在しない。西壁部分の小ピッ

ト群のうち、その配置から P23 .. 27 .. 29がS1 152 Aに、 P24・26" 28 " 30がS1 152に

- 50 
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伴うものと推測される。

S 1 152A • Bの柱配置及び柱間距離等を示したのが(計測は柱穴の中心を結んだ距離

で、行った)第23図であるO 主柱穴配置は両者共に桁行2閣で、 S1 152Bの桁行き方向が

直線的で全体的に長方形を呈するのに対し、 S1 152Aでは中間の果関が広く全体として

長方形に近い六角形を呈する。 S1 152Aの桁行 2間のうち、 Pl 6間 (335むm)とP16

20間 (31Ocm)、P6-8間 (318cm)とP20-22間 (334cm)ではそれぞれ距離が巽なっ

ているものの、北側桁行 (p1 -8間646cm)と南鰯桁行 (P16-22摺640cm)はほぼ同じ

であるo S 1152Bもこのように推定した場合、桁行距離は690cm前後になる O なお、 S1 

152Aの主柱穴P1の埋土断面で柱アタリが推定できた。これによると、 P1の掘方口径

は40---50cm、底径は約20cm、深さ63cmで、中央部から東側壁舗に径16----19cmの軟かい黒色土

があり、その周囲が砂利などで竪く埋められていた。壁擦の小ピット群は、桁行方向の延

長線上にのみ存在することから、 S1 152A .. Bの上屋講造に大きく係わる柱穴と考えら

れる。これらの柱穴はP27のように、推定される柱の上端が住居中央部に向かつてやや斜

めになるものもあるが、他はほぼ垂直に掘り込まれているO
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第4章 A 1 • 11匿の調査の記録

炉 焼土を伴う明瞭な炉は確認できなかったが、住居跡床面の長軸線上が緩やかにくぼんで、

その中が堅くわずかに火熱を受けたと推定されるような部分もあったことから、図中のく

ぼみ部分が地床炉かと思われる。

出土遺物 S 1 152Aの覆土中から、 35図16、43図10い 102、44図103，..._，106の土器と、 53図S

85" 86、54図S87'"'-'錦、 55図S99.._.107、57図S121 " 122の石器、 58図の垂飾品が出土し

ている。 16は、覆土上位から出土した縄文時代後期の土器である。 S1 152Aが大湯浮石

層降下時にも完全に埋まりきっていない状態であり、後期頃にはもっとくぼんでいたと推

定される。従ってこの土器は、後期にそのくぼみに捨てられたか、その後流入したもので

あろう。土器104と105は向一個体で、床面近くの覆土から出土している。ゆるい波状口縁

をなし、口縁部に撚糸の側面圧痕で 4単位の文様が描かれたものである。頚部には細く低

い2本の隆帯を有し、その上に刺突列が施されている。石器にはS89のように、完形で床

面直上から出土したものもあるが、大部分は欠損品で覆土に混在していた。 S121 • 122は

4点出土した台石のうち 2点で、 S121はP6の西に接してあったもので、馬閣の床面に

は多数の剥片チップが散乱していた。石製品 2は、住居床面から出土した。美しい淡青色

を呈する緑色凝灰岩製で、先端に両面から穿孔された小孔を持つ垂飾品である。

S Q152の中からも、 44図107---110の土器や55図S108---110の石器、 57図 1の岩偶は S

1 152の南辺やや東側から約2.3m南側の磯群中から出土した。腕中央部から 2つに折れて

おり、双方が約30cm離れて他の磯と混然となった状況で出土したものである。凝灰岩を鋭

利な工呉で滑かに削っており、接合すると、全長12.1cm、清部に最大幅があり6.3cm、厚

さ2.6cmで、ある。表裏面共に、頭部缶、頭部から肩にかけての髪と思われる部分、肩部、

脚部が浮彫的に表出されている。ほぼ全身に、わずかな欠損部やキズなどがあるが、概ね

原形を留めている。

S 1218 (第24図@図版18)

位置@確認状況 A1区東部北西端"J R79グリッドを中心に基本土層第VI層上部で確認され

た。本住居跡の南東側約4mにS1211がある。

形態@規模住居跡南半を 2つの風倒木痕によって壊されており、正確な規模は不明である。

P 1の一本主柱の住居跡とすれば、径3.0""""3.5mの不正な円形あるいは楕円形を呈するプ

ランと考えられる。深さは20---25cmで、推定床面積は7.7rrfである。

覆土土層断面図では、 4層より右側が本住居跡の覆土を示し、その左側は嵐倒木痕に伴うも

のであるが、全体的に多少なりとも風倒木の影響を受けており乱れている。

床@壁床面は嵐担!木痕の影響を受けていない部分では、平坦で堅くしまっている。掘り込み
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1 .黒褐色 (7.5YRK)+黒色 (7.5YRl・万)
2.黒褐色(7.5YR，%')
3.黒褐色 (7.5YRYz)
4.褐色 (7.5YR;Ji)ブロック
5.黒褐色 (7.5YR，%')十褐色 (7.5YR，%')
6.褐色(7.5YR，%')
7.黒色 (7.5YR l-J{) 
8.黒色(7.5YRJO
9.黒色(7.5YR3{)に褐色 (7.5YR，%')が混入

底面への醸の露出はほとんどない。壁はほぼ垂直に立ち上がっているO

援溝 e柱穴北辺~東辺の一部に短い壁溝が認められる。深さ 3.-...4cmである。柱穴は、 P1 

，...._， 3のうち、 P1が主柱穴であろう。 P3は風倒木痕との関連から本住居跡に伴うものか

否か判然としない。

炉 明確な炉は存在しないが、 P1の南側床面がわずかにくぼんで、特に堅くなっており、こ

の辺りに地床炉を推定できるかもしれない。

出土遺物覆土中から出土した破片が、住居跡周囲から出土した土器と接合するため、復療で

きた土器が多~)o 36図19• 20、37図21• 22、38関23e 24がそれである。この 6個体は器形

がわずかず、つ異なるものの、平口縁で、外反する口縁部には耳濯の綾絡文を施し、やや太めの

隆帯上に縄文の槙!踊庄痕文を斜位に付したものである。擬紋は、 1本の縄あるいは斡に巻き

付けた縄に結び目を連続して作り、これを回転施文したもので、綾絡文帯となっている。腕部

には縦走する撚糸文が多く付され、 20.. 22 .. 24では底部に同一原体による犠走する綾絡文
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第 4章 A 1 • II区の調査の記録

が施されている。 23の降帯上には、腕部に施されたいずれかの撚糸文原体が回転施文さ

れており、服部には少なくとも 3種類の撚糸文が用いられている。また、底部内面中央部

が突起状に盛り上がっており、同様の破片が住居外からも 1点 (433)出土している。こ

の他の遺物としては、 44図111........，115の土器と、 56図Sllle 112の石器などが出土してしゅ。

S 1228 (第25図@図版18)

位置 a確認状況 A I区中央北端、基本層位の第V層下部で確認した。捨場の範囲内にあり、

住居上部には多量の土器@石器が散在していた。本住居跡の北側が調査区外であることも

あり、周辺10m以内には他の遺構が存在していない。

形態 s規模窪28~32Eの不整円形フ。ランで床運穫は約6.0rrtである。確認思からの深さは約

40cmを測り、生活面からの深さは約50cmと推定される。

覆土 図示した土層断面図は住居西端のものであり、中央部での正確な土層を反映していない

が、大略においては変化ない。埋土の主体を占めるのは 2.. 3層で磯や遺物を多く含み、

しまっている。意識的に捨てられた土であると考えられる。 4.. 5 .. 6層は壁の崩壊土と

思われる。比較的軟かく、しまりもない。

床 e壁段丘磯層まで掘り込まれているものの、床面上に大きな礁の露出はなく、平坦で堅く

しまっている。壁はほぼ垂直に立ち上がっている。

壁溝@柱穴壁溝は認められず、主柱穴はP1の1本である。

炉 明確な炉は認められないが、 P1の北西側床面がわずかにくぼんで、その内面が堅く細か

な凹凸のあるところから、これが地床炉と考えられる。

その他の付属施設 P 1の南西側に大きく麗平な台石がほぼ床面に接して、置かれている。

出土遺物覆土中から、 38図25、39図26・27、44図116......，119の土器と、 56図S114---119の石器

が出土した。ほぼ復原できた 3個の土器のうち、接合された全ての破片が覆土中から出土

したのはおだけで、 26..27は周囲から出土した破片と接合したものである。 25は、平日縁

と大差ないようなゆるい波状口縁で、強く外反する口縁部には、縄文の側面圧痕による 4

単位の文様が施されている O この文様は、波頂部下に 4条 1組で描かれた菱形の空間が設

けられ、その中にやはり 4条 I組の×印を配したものである。×印の外側の条に沿って刺

突列が加えられている。また、口縁部下端には喜郎、隆帯が貼付されているが、その上下に

1条ず、つの側面圧接文が施されているため、 i盗帯の断面形は矩形をなす。 26は、全面にL

Rの太い単節斜縄文が施され、その上に合計9条の綾絡文が縦位iこ付されているO 頚部に

は、胎土の異なる粘土紐による低い隆帯が、地文施文後に貼付され、その上には節のない

原体(ツlレ科の植物茎か?)の斜位圧痕が施されている O なお、胴部下半から底部までの
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凸?

第25図 SI 228竪穴住居跡

幅約 5cmは無文で、平滑になでられている。 27は原体の明瞭でない回転文が口縁部に施され

ておりその下端には、上面に施文のない隆帯が2本貼付されている。

S I 168 (第27図 e 図版19)

位置@確認状況 AII区中央東端部の J163グリッドを中心に、第V層中位で確認された。第

V層中位で本住居跡覆土上位とその西側に、亜角磯を主体とする大小の磯が密集する部分

があり、これを精査したところ判明したものである。風倒木痕によって南辺をわずかに乱

されている。北側約 3mにS1162が位置する。

形態 e規模 東辺の一部が調査区外で未調査であるが、北西辺に少し丸味のある隅丸方形プラ

ンを呈する。一辺は2.4.-.....2.7mで、深さは50cmで、ある O 推定面積は4.7rrfである。

覆土 1層は基本層位第V層に相当し、本住居の覆土の主体をなすのは、 2---4層である O 覆

土中央部を中心に多量の機が地山砂利@ブロックなどと共に捨てられており、いずれの層

も堅い。 5層は砂質土で堅くしまっている。

床 e壁掘り込みは段丘醸層まで達しており、わずかに円擦や砂利が露出しているものの、平
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担で非常に堅くしまっている。壁も良好で垂直である。

壁溝@柱穴 南東壁下に浅く短い溝が認められるものの、この部分だけであり、これをして壁

溝とすることもできなL、。主柱穴は、床面中央にある P1である。

炉 P 1の北東側床面がかすかに赤化しているようにも見えるが、明確に炉とするものは認め

られなかった。

出土遺物覆土中から、 44図120の土器と、 56図S113の石器が出土している。

S I 170 (第27図@図版19)

位置@確認状況 AlI区中央南部 JM59グリッド第VI麗上面で確認した。当初その規模からし

て土坑として課査したが、床面中央部に柱穴が存在することから住居跡としたものであるO

東辺の一部を平安時代の竪穴住居跡S1116に切られており、北側には縄文特代後期の土

坑SK166がある。

形態@規模南北2.5m、東西2.1mの隅丸長方形を呈する。深さは、 20'"'-'25cmで、ある。推定床

面積は、約4.1niである。

覆土 2 o 3層は流入土。 1層は第V層に似ているが、下位ほど小石から人頭大の亜角擦が含

まれている。

壁溝 e 柱穴援溝は認められず、床面中央やや西側に主柱穴P1がある。 P2は本住居跡より

も新しいものである。

床@監掘り込みが浅いにもかかわらず段丘磯層まで達しており、床面西半部では磯の露出が

あり凹凸があるものの、全体的に堅い。壁は残存している部分が少ないものの、ほぼ垂直

に立ち上がる。

炉明確な炉は認められなかった。

出土造物 図示できるような遺物は出土していない。

S 1222 (第28図@図版20)

位置@確認状況 AI区南部 JS74グリッドを中心にして、第四層上面で確認された。 AlI区

北部からAlI区南東部に集中する竪穴住居群の中の、最も西側に位置する O

形態・規模北西辺が風倒木痕の影響を受け、他にも撹乱を受けた部分があり、原形を正しく

留めてはいないが、 3.0m><2.3mの稿丸長方形を景すると考えられる。深さは約20cmで、あ

る。推定床面積は、約5.6niである。

覆土 1，...._， 5層共に周囲からの流入土と考えられる。 5層が比較的堅くしまっているだけで、

1'"'-'4層は他の住居跡の覆土に比べて軟い。
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A
↑
 

Q， 
口?

黒褐色(lOYR，%)
黒褐色 (10YR，%)
11在褐色(10YR%)
黒渇色 (10YR芳)
黒褐色 (10YR巧)

第28図 51222竪穴住居跡

床@壁掘り込みが浅いにも拘わらず、段丘磯層まで達しており、小礁の露出が若干見られる

ものの全体的には平坦でよくしまっている。壁はコーナーが緩いものの、他は急角度で立

ち上がる。

壁溝@柱穴壁溝は認められず、 P1が主柱穴かと思われるが、中央からずれており確定でき

ない。

炉明確な炉は認められなかった。

出土遺物 図示できるような遺物は出土していない。

S 1162ぺ65 (第29図 e図版20)

位置・確認状況 AII区中央東端部、 J164、65グリッドで検出された 2軒の竪穴住居跡であ

る。平安時代の竪穴住居跡S1101の東辺検出のため、工事用の幅杭まで掘ったところ、

竪穴住居跡の商辺の一部が確認された。 1軒の竪穴住居跡 (S1 162)かと思われたが、

精査の結果 2軒の重複と判明し、他の 1軒に S1165を付した。 S1 162がS1165を切っ

ており新しい。
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1 .黒褐色(5 ¥{R3/i)耕作による捜tL
2.黒褐色(5YR3{)耕作土
3.赤黒色(lOYR1"]{)_黒褐色 (5YR3{) 
4.大湯浮石層
5.黒褐色 (7.5YR，%')基本層位の第 4層
6.赤黒色 (2.5YRl・3{)と大湯浮石の混土。平安時代の柱穴
7 .赤黒色 (2.5YRl・-J{)
8.黒縞色 (5YR3{)と黒褐色 (7.5YR，%'lの出土
9.黄褐色 (10YR%)-渇色 (10YR先)の地山風化軽石と砂利・

立E角醸・黒褐色 (7.5YR，%')砂質土の混土
10.黒褐色 (7.5YR，%')
11.黒褐色 (7.5YR，%')
12.黒褐色 (7.5YR，%')
13.黒縞色 (10YR%)-黒褐色(10YRU)
14.黒色(7.5YR3{)
15. 黒褐色 (7.5YR3~)
16. 黄褐色(10YR%)の地山土。風化軽石に砂・亜角礁が混じる

第29図 Si io2・io5竪穴性居跡

形態・規模 ほんの一部を検出したのみでその形態@規模共に不明であるO 当時の生活面から

の深さはS1 162が55cm、S1165が40cmはあったと推定される。

覆土 7---問題がS1 162の、 13• 14層がS1 165の覆土である。いずれも住居外からの流入土

と考えられるが、 9，.._，11層は堅い部分が多く磯も多い。 12嵐はS1 162の床面に敷かれた

土か。堅くしまっており、わずかに粘性もあるo 6は平安時代の柱穴である。

床@壁 両住居跡の掘り込みは段丘磯層にまで達しており、わずかに礁の露出も見られるが、

床面の状態に影響はなく、平坦で竪し、。壁は垂直に立ち上がる。

壁溝@柱穴炉も含め、調査した範囲内には認められなかった。

出土遺物遺物は出土しなかった。

(2) Tピット (第30図、図版21)

円筒状を呈する土坑の、底面中央部iこ小さなピットを有する遺構で、 Tピットと呼ばれるも

のである。 All区南端から SKT159・167の2基が検出されている。 2つのTピットとも、 A

H区からA軍区側に向かつて上昇する斜面に構築されており、掘り込みは段丘磯層まで達して

いるo SKT159は口径1.6----1. 7 m、底径約0.8思の円形を呈し、深さは約1.0mで、底面中央部
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に深さ15cmの小ピットを有している。 SK T167は口径約1.1m、底径0.8---0.9mの円形を呈し、

深さは約0.9mで、底面中央部に径約20cm、深さ55cmのピットを有している。底面は平坦で比

較的堅くしまっており、ピットには、しまりのない軟らかい土が入っている。なお、 A盟区か

らAIVIR"S 57調査区"c区にかけての上位関上面からは、溝状を呈するTピットが多数検出

されているにも拘わらず、下位関上面であるA1 .. n区からはそれが全く検出されていない。

両者の比高差は 2，......，4mあるものの、いずれも平坦面である。 Am，......，c区を猟場とした人々は、

隣桂する AT • rr匿存猟場としなかった私のか、点.61.，リま AT • TTI支に隼悲多干較的"十人々が

A盟，......，c区に溝状のTピットを設置した可能性も考えられないわけではなL、。

(3) フラスコ状ピット (第30図、図版21)

S K F 157が1基だけ、 AII区最南端.]047 • 48グリッドから検出されている。口径0.8""""

0.9m、底径1.0，......，1.3mの略円形を呈し、深さは65cmで、ある。断面形は整ったフラスコ状で、はな

く、袋状を呈する。底面は平坦ではなく、中央部がやや高くなっている。本フラスコ状ピット

の南東側から第86図240の土器が出土しており、ほぼ後期前葉頃のものと見られる。

(4) 土坑

A 1 • II区は広範な調査区ではあるが、土坑は10基しか検出されていなL、。 10基の土坑は、

特に集中する傾向はなく調査区全体に散在する。以下、個々の土坑について述べる。

S K240 (第30図)

AI区中央部北端KJ87. 88グリッドで検出された。北側半分は調査範囲外である。口径あ

るいは短径が70cm、深さ35cmの円形もしくは楕円形を呈すると思われる。この部分はAI区の

捨場の西端に当たり、土器等の取り上げ中に確認された。覆土上位から39図28の土器が出土し

ている。 28は、口縁部と胴部は接合しないが、図のように復原した。平日縁と考えられ、口唇

部は丸味がなく、尖っている。口縁部には羽状縄文、服部には縦位の撚糸文が施されている。

胎土には繊維を多く含み、器外面は他の土器と大差ないが、内面は繊維震が見えて、出凸が著

しい。わずかにみがきの施された部分も残っており、表面が剥落したものと考えられる。また、

底部の胎土には幅 6....._.7 mm、長さ 1.5cm、厚さ 5mm前後の植物片でも入っていたと思われ、こ

の部分が内面から盲孔状になっており、そこを外面からたたいて穿孔している。

S K239 (第30図、図版21)

AI区中央北部KJ85・86グリッドで検出された。径70cmの不整円形を呈し、深さは10---15

cmである O 覆土上位西寄りから第39図29の土器が出土している。 29は2南部上半以上を欠いてい

る。残った銅部には付加条の羽状縄文が施されている。薄手の土器であるが、器内面の剥落が

著しい。
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S K208 (第31図)

AI区南部中央KA"KB75グリッドV層上位で、黒色土の広がりが見られたことから確認

された。当初、他の土坑に比べ深く覆土の状況などからも、小さな竪穴住居跡かと考えられた

ものである。 北側が風倒木痕によって破壊されているため判然としないが、東西 2m、南北

1.7mの円形に近い楕円形を呈する。掘り込みは段丘磯層まで達しており、深さ60cmを測る。

底面はしまりがありやや堅いものの、段丘磯の路頭が目立つO 土層の 40 10'-"12層は風倒木痕

に伴うものである。北西壁際に小ピット(深さ12c蕊)があるが、性格は不明である。遺物は出

土しなかった。

S K236 (第31図)

t，- 1区南東鴻部 J075グリッド第明層上面で確認された。径L2~-，L3訟の不整円形を呈し、

深さ10cmである。覆土は黒褐色土で明瞭なプランをなすが、底面は堅さしまりともに無い。東

側約 2mにS1 212 • 215がある。遺物は出土しなかった。

S K220 (第31図)

AI区南端 JQ72グリッド第VI層上面で確認された。径75'-"85cmの円形を景し、深さ20cmを

測る。壁@底面ともしっかりとした土坑である。遺物は出土しなかった。

S K214 (第30図)

A 1区南端中央部 JT71グリッド第四層地山上面で確認された。長径1.5m-、O.9mの矯円形

を呈し、底面は中央部に向かつて緩くくぼんで、ここでの深さが15cmである。遺物は出土しな

かった。

S K 179 (第31図)

AII区の北部 J068・69グリッドで、磯群SQ153除去後に確認された。口径約 1mの円形、

深さ30cmを測る。壁@底部ともにしっかりしてしている。遺物は出土しなかった。

S K180 (第31図)

S K179の南側1.5mにある。口径60---80cmの不整円形を呈する柱穴様の小さな土坑である。

深さは10---20cmで、底面北側が深い。遺物は出土していない。

S K178 (第31図)

S 1 152を囲む諜群SQ153除去後に、その下に浅く不定形な土坑状のフ。ランがいくつか見え

たが、精査の結果それらは、壁@底面ともに凹凸が著しく、人為的な遺構とすることができな

かった。そのような中にあって本土坑は、比較的良好なものである。長径1.5m、短径1.0mの

楕円形を呈し、深さは10，......，20cmを測る。本土坑の周囲は地山風化軽石層がうすく、段丘醸層が

VI層下に見られる場合があるo S K178の壁@底面ともに段丘擦が路頭しており、特に底面は

凹凸が著しい。覆土中にも砂利@礁が多く含まれている。遺物は出土していなL¥o
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S K 166 (第31図)

An~ま中央部 J N59グリッドで確認された。 AII区中央部からは、縄文時代後期前葉の土器

が半.-.1個体分まとめて捨てられているという状況が、数ケ所で見られたが、本土坑の上部に

も第86図236の土器が小破片となって散布していた。この土器片とやや集中する盟角礁を除去

したところ、その下部から本土坑が検出されたものである。土坑は、径約1.3mの不整楕円形

プランを是し、深さ18cmである。確認面と覆土の 2層に焼土粒子が認められた。他の覆土には

ートと包J、εu...古六nh4ノ話ヨ 1 I -r中>Ir¥ 百il..J.. _ I -← l̂ L 品》甲戸 戸 E、 『古-~口月"' I ...... Î 1..1-出品7 ・司令 7..).、" .1、
ノi、、tκ f.J~ムし平:x口ソY"fJ;むノ\レ1.... 40 ッ、主査三~ . レo;;りに.'t:) V'-JiJ>J 11・0 応:s:;阻Jv.ノレo;;ツセd-ょzとヌ丁 L 0'...) 'a) f.JJo、句、

さな段丘礁の路頭が見えているO 覆土中から遺物は出土していない。

S K161 

An区北西部の、上位関上面の崖面下方で確認された。掘り込みが浅く、東辺は検出できな

かったが、径2.2--2.5mの略円形フ。ランを呈するものと考えられる。この規模は、一本主柱穴

の竪穴住居跡に匹敵する大きさであるが、柱穴@炉等はなく、また床面も竪くないことから土

坑とした。わずかに残る西監は斜めに立ち上がっている。遺物は出土しておらず、周囲からは、

縄文時代前期と後期の土器が少量出土している。

(5) 焼土遺構

確実な焼土遺構はSN209 .. 217の2基がAI区東部から検出されている。 2基以外にも焼土

粒子が散布する部分は数箇所に見られた。

S N209はJ075グリッド第V層下部で確認された。径約20cmの円形に良好な焼土がある。

最も赤化の著しい中央部分の原さは 5cmであるO 縄文時代前期の所産と考えられる。

S N217はJT79グリッド第V層中位で確認された。風倒木痕に伴う黒忽土の上に、東西1.2

m、南北0.5mの範囲で焼土粒子の散布が見られ、その中の 5ケ所に径10--20cmの良く焼けた

焼土(厚さ 3--5 cm)が分布している O 縄文時代前期の土器が近くに同じレベ、ルで散布するの

で、悶期のものと考えられる。

(6) 土器埋設遺構(第32図、図版21)

AI区中央部から北部にかけて、完形~半完形の土器が正立あるいは倒立の状態で 5慕検出

された。 SR221 (K B82グリッド) .. 225 .. 226 (K F 80) .. 232 (K G82) .. 238 (K H82) 

とした土器埋設遺構である。 SR221は捨場の中にあるが、地の 4墓は捨場の南西外側に当た

り、比較的遺物の少ない部分である。従ってこれらは、人為的に埋設されたものと考えられる

が、埋設された土器の下端が第V層下部かVI層中にあるため、その掘り方などは確認できなかっ

た。また、土器の上面や中及び周囲からは、特にこれらに伴うと考えられるような施設や遺物

は検出されなかった。正立して底部まで残存しているのはSR2261基だけで、 SR225は正立

だが底部を欠き、 SR221 " 232 .. 238は倒立で底部あるいは腕部下半以下を欠いている。しか
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し、 SR226を除くこれらの埋設土器が、底部あるいは胸部下半以下を欠いた状態で埋設され

たものか、単に接合できなかっただけけなのかは判然としない(ただし、 SR225は検出時に

底部は存在しなかった。)。以下、埋設された土器について述べるが、これらはS57調査区南

西部及びC区から検出された土器埋設遺構とは、埋設された土器が比較的小型である点で異っ

ている 0

40図30がSR221に埋設されていた土器である。腕部下半を欠いている。器形は、外傾して

寸:ち上がった胴部が、すぼまることなく外反する口縁部に至るもので、 4つの頂部を持つ波状

口縁を呈する口縁部にはシンプlレな縄文の側面圧痕文が施され、その下端には低い降帯が貼付

されている。刺突列の施された隆帯の上下には、各 1条の側面圧痕文が付されている。胴部に

は、多軸絡条体の縦位回転文のみが施されているO 欠損している服部下半以外は、全て接合さ

れており、それほど厚くない割りには重く感じる土器である。内面の調整は、口縁部が横方向、

それ以下が縦方向にみがかれ、滑らかで、ある。外商胴部下半が二次的火熱によって赤化してい

るO 器内外面の所々と、使用時に生じた割れヒピに煤状炭化物が付着している。焼成は良好で

ある。

40図31がSR226の土器で、ほぼ完形に復原できた。底部からわずかに外傾して立ち上がっ

た~部は、ほぼ垂甚になり、若干外反する口縁部に至る。口縁部から腕部には、同一原体によ

る羽状縄文が施され、頚部に低い隆帯が付されている O 隆帯上の刺突列は、先端が丸くなった

へラ状の工具で施されたもので、正立させた土器に向かつてやや下方から刺突している。器外

面は、 SR221の土器と向様のていねいなみがきが施されている。胎土には繊維を多く含み、

器外面胴部下半は二次的火熱によって赤化し、若干脆くなっている O 割れとビに煤状炭化物の

付着が認められる。

40図32がSR225の土器で、底部と胴部上半以上を欠いている。胎土には繊維を含むが、全

体的に薄手に作られてお今、軽い。腐部上半には羽状縄文、中位以下には縦位の撚糸文が施さ

れている。また、器外面腕部中位以下は、二次的火熱によって、表面が剥落している部分があ

り、割れヒゼには煤状炭化物が入りこんでいる。

40図33がSR238の土器で、底部と胴部の一部を欠くが、ほぼ完全に復原できた小型の土器

である。底部から外傾に立ち上がった短い腕部がそのまま、ほとんど外反しない口縁部に至る

もので、極めてゆるい波状口縁を呈する。ロ縁部には、無文部に施された縄文の側面圧痕文が

4条めぐり、波頂部からは 3条の側面圧痕が垂下している。続部には複節わ療体を用いた撚糸

文が施されている O 胎土には繊維の他に若干目立つ程度に砂粒が含まれている。焼成は普通で、

内面は平滑であるが、みがきはそれ程顕著ではない。

S R232の土器は破片が少なく、復原することができなかった。 44図121.. 122が口縁部から
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1同部上半の破片である。口径約15cmの筒状を呈するものと考えられ、平日縁であろう。口縁部

の上下端には、縄文側面庄痕文が 2条ず、つ施されているが、その閣を埋めている横走する文様

が側面圧痕文なのか、腕部と同じ撚糸文なのか、摩滅が著しく判然としない。前者であるとす

れば、口縁部上下端に施された側面圧痕文とは原体が異なる。胎土には繊維を多く含むが薄手

の土器である。
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第 2節縄文時代の遺構と遺物

2 遺構外出土の遺物

A 1 .. II区の遺構外から出土した遺物は、その大部分が土器と石器で、土製品 e石製品は極

く微量である。また、これらの遺物の多くは、 All区北部からAI区中央部にかけて出土して

おり、特にAI区の捨場に集中しているO

(1 ) 土器

出土した縄文時代の土器で図示し得たのは、前期と後期のものである。出土した土器の 9割

以上を占める前期の土器の出土地域は、 All区北半からAI区にほぼ限られ、 All区南半では

ほとんど出土していなt'oこれとは逆に後期の土器は、 AI区にはあまり見られず、 All区全

域で散発的に出土している。

第59図は、前期の土器が集中する AI区中央北部の捨場の土層断面図である。表土から地山

までは、合計9層に分ける ζ とが出来た。このうち縄文時代の主な遺物包含層は 5• 6 • 7 • 

8層で、少量ながら 4層下部からも出土している。この 5--8層は基本層位の第V層に相当し、

全ての層に木炭片が含まれており、特に 7層などは焼土粒子を含む部分が多い。また、 4層と

5層の層界は比較的水平に近い線が引けるものの、 5--9層の各々の層界は大きく波打ってお

り、各層中でも軟らかい土の部分と比較的堅くしまっている部分がある。このようなことから、

この捨場には、土器や石器の他に焼土なども捨てられたと考えられる。また、このように各層

が波打つていることから、形式差が考えられる土器が同一レベルから出土することもあった。

なお、遺物の取り上げに当たっては、層位毎に上げることを原則としたが、これを覆行出来な

かった。従って出土した土器についての、層位的な関係については明らかにできなかった。

a :前期の土器

はりま館遺跡出土の縄文時代前期の土器群は、極く一部の明瞭さを欠くものを除けば、全て

B_ _ C口_'"''"""_ D 。ニム H=20l，600m ~ O-=--H=201，600m ...!:::..-o 
通t

1 .黒色土(7.5YR7()
2.黒色上C7.5YRI何l

3.明資縞色土ClOYR%)
4.黒潟色土C7.5YRYz)
5.黒褐色土C7.5YRYz)
6. 11青褐色土(7.5YR%)
7. 1I('i褐色土(7.5YR%)
8.黒色土(7.5YR7()
9. !黒色土C7.5YR7()
10.明褐色土(7.5YR%)

ミ長信三¥8A

第59図 AI区捨場土麗断顕函
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第4章 AI.rr区の調査

円筒土器下層様式に含まれるものである。

以下出土した土器についてその概略を述べるが、これらの土器を、器形及び文様の構成や施

文部位、種類などによってlV群に分け、それぞれを細分した。なお、同じ前期の土器が、後述

するA亜 ..rv区、 C区、 B区、 E車区からも出土しており、分類に当たっては、それらの土器

も考慮に入れ、遺構内出土のものについても必要に応じて引用した。文章中の土器番号は、 33

図 1--44図122、60図123......，95図437の番号のみを記載した。

第 I群土器

原則として、口縁部に回転施文による各種の縄文が施された土器群である O 器形@口縁部文

様帯の作出、隆帯の有無などによって 6類に分類される。

1類

明瞭な口縁部文様帯を持たない類である。従って、日縁部と鋼部には同じ原体による文様が

施され、区画施設としての隆帯は貼付されない。 E 並区出土のものにわずかに見られる。

2類(じ 433・436)

この類から明瞭な口縁部文様帯を有する。口縁部に、結び目を複数個連ねた原体を横位回転

させた文様(綾絡文あるいは結節回転文などと呼ばれるが、以下、ここでは綾絡文と呼称する)

を施すが、胸部との摺にi護帯等を持たない類である。器形は、服部が底部からわずかに外傾し

て立ち上がり、そのまま直線的に口縁に至るバケツ状のものと、胴部から口縁まで筒状を皇し

口縁部が外反しない形のもの、口縁近くで外反するものなどがあり、口縁部の外皮しないバケ

ツ状のものが多い。底部は若干外に張り出す形のものが多く、わずかに上げ底気味の底部外語

には縄文の施されている例が多い。口縁は平口縁が多いと思われ、幅 1cm近い平坦面を持つ口

唇部の約半数には、縄文などの回転文、押圧文や刺突列が施されている。胴部の縄文には、単

節の斜縄文(1 )があるO また、底部に縄文の施される例がE班区に多く、 433• 436はこの類

と考えられる。

3類

口縁部文様帯の下端に隆帯を有する点では、次の 4類に同じであるが、隆帯が4類のものに

比べて極端に高く、経帯上と口欝上に指頭による刺突列などを施すものであるo Eill区の中に

わずかに存在する。大きな器形の割りには、口縁部文様帯の幅が狭い。

4類 (2、7"-'9、11---14、19，......，24、26..27、311032、123---125、127，.......129、224.-....247、250

---291) 

口縁部文様帯の下端に、隆帯を脊する類であるO 隆帯は、粘度紐を貼り付けたもので、 l本

のものが多いが 2---3本のものもある。通常、 E群土器の隆帯よりも太い。

器形は、わずかにカーブを描く細長い胴部に、外反する口縁部の付く深鉢形で、器高に対し
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第 2節縄文時代の遺構と遺物

て口径、底径が小さい。口縁部は、豆@車群土器に比べて幅が広く、平日縁のものがほとんど

で、波状口縁は少ないと考えられる。底部は豆@麗群土器が平らで接地面が大きいのに対して、

わずかながら中央部が上がっている。

口縁部文様帯には、不整の綾絡文(2、19，..._，24、124、244--247、250，._，255、245---254)、

各種の網目状撚糸文 (263---268)、羽状縄文 (8" 9、14、32、123、127、128、269、272な

ど)、斜縄文 (7、26、27、276、278など)等が施される。そして、これらの文様のよに縄文@

撚糸の側面圧痕文を、横位あるいは斜位に施する例 (11、123、286，.......，291) も少数存在する。

また、口縁部に不整の綾絡文や網目状撚糸文が施されたものにあっては、胴部の文様を変え、

羽状縄文や斜縄文の場合には腕部にも同ーの原体を用いているのが通常である O なお、羽状縄

文はこの後のII"藍群土器と共に、結束第 1種がほとんどで、結束第 2種は少ない。(この後、

特にことわりのない限り3])]状縄文は結束第 1種のものを指す。)

隆帯上には、まれに何の施文もないもの (27)も存在するが、各種の刺突列や圧痕列、縦位

の刻みなどが施されている。刺突列には、棒状(124、129、269、283、285)や先端が丸味を

持つへラ状 (31)の工具によるものや、爪形のもの (9、279，-.，283)などがあるO 庄痕列には、

指頭によるもの (2、123、254)や縄文原体を斜位に押圧したもの (26、19----22、126--128な

ど)、縄文の側面圧痕文を沈線状に付したもの (11、263)がある。縦位の刻みは、短いもの

(7 )と長いもの(14)がある。また、少数f9l]ながら撚糸 (23)や縄の結び目 (288)を図転施

文したものが存在する。なお、隆帯の上下に縄文の側面圧痕文を 1条ずつ付したもの (8、9、

128)がある。このような土器から隆帯を除去すれば本群第6類の土器になり、日群 1.. 2類

土器への変選も考えられる。

胴部には、羽状縄文@斜縄文の{也、縦位の撚糸文@多軸絡条体などが単独で施文される例が

多く、 23、 32、 125のように 2 .......， 3 の原体が用いられる例は少な ~\o 125は口縁部を欠くが、斜

縄文の中に綾絡文が施されており、この類に入るものと考えられる。

244.......，247は、 JR68グリッドを中心に広く散在して出土したもので、本類の大型土器の向一

個体であるが、うまく接合しなかった。縄文の側面圧痕文が斜位に搾圧された隆帯は太く、口

縁部に施された不整の綾絡文が服部にも 2，.....， 3段施されている。

これらの土器の胎土中には繊維を多量に含んでおり、器断面の観察では、器肉中央部抵ど繊

維が多い。このことと割れ方、器表裏面の剥落の状況から、これらの土器の製作に当たっては、

繊維に粘土や砂粒を混ぜた紐を板状に延ばし、これに両側から粘土を主体とする土を上塗りす

るかのように貼り付けたものと推測される。用いられている繊維が、百群3類以下にあっては

短く少量であるのと異なっている。みがき等の器面調整は良好なものとそうでないものがある

が、概してH群以降の土器よりも良好なものが少ない。焼成も誌ぼ同様である。
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なお、 127は器長に対して口縁部が短く、外反しな ~\o 胎土には識維をほとんど含まず、大小

の砂粒を多量に含んで、厚い。 127はこのように、本類中の他の土器との違和感が強く、破片

もKGグリッド出土のものがやや多いものの、捨場及びその周辺から散らばって出土している。

この破片の出土状況は、小破片を人為的に散らしたと考える方が妥当であり、この土器が{患の

土器とは違った性格を有していたことを示していると思われる。

5類 (4、25、129.........131、302""""'319)

第 l群土器の原則とした明日縁部に回転施文による各種の縄文が施される土器群H からは外

れ、隆帯を有するものの、幅が広く無文の口縁部に縄文@撚糸の側面圧痕文が施された類であ

る。口縁部の幅、隆帯の状況、胎土などが次の第B群以下の土器群とは区別される類である。

側面庄痕文の施文状況などによってa、bに細分されるo

a:口縁部に、口縁に平行する数条の太くやや粗い感じのする縄文の側面圧痕文が施され、

その下端に太い隆帯が貼付けされたものである。

130、248、249がこれで、隆帯上には指頭状の刺突が付されている。 130は、小さな底部から

立ち上がったふくらみの少ない細長い胴部が、上端でわずかにくびれ、直線的な頚部を経て外

傾する口縁に至る器形であるO 口唇部は幅 1cm弱の平坦な面をなし、ここに縄文が回転施文さ

れており、このことが器形とも相侯って本類bや第立群土器との大きな違いとなっている。胴

部には、太い原体の結束のある木白状撚糸文が施文されている。胎土には繊維を多く含み、砂

粒も自立つo 248" 249は胴一個体で、やはり幅広の口縁部に130と同様の縄文の側面圧痕文が

5条以上施されている。経帯は 2本で、やはり指頭状の押圧が付されている。腕部文様は斜縄

文を主体とするが、上端には不整の綾絡文帯があり、これが胸部に 2.........3段施されている可能

性がある。

b:地文のない口縁部に縄文や撚糸の側面圧痕文によって種々の文様が描かれるものである。

器形は、口縁部のくびれ自体は少ないが、大きく外反するものが多い。底部まで復元できたも

のは少ないが、第 I群土器の中では、器長に比較して大きめの底部を持っと推定される。平口

縁のもの以外に、ゆるい波状口縁(そのほとんどは 4つの頂部を持つ)を呈するものがある。

縄文の側面圧痕文によるものは 4，， 25 " 129 " 302 " 303 .. 305などで、撚糸の側面圧痕文は

13い 304..308・319などである。側面圧痕文は通常 1条ず、つ施されると考ええられるが、原体

2本を 1組にして施しているものもある。

隆帯は太いもの、細いもの、幅広だが低いものなど種類が多く、 2本付されているものが多

し、。

服部には、 I群 4類と同様のものの他に、木白状撚糸文が用いられているようである O

6類 (6、292""""'301)
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第 2節縄文時代の遺構と遺物

復原できたのは 6が1点だけであり、口縁部下端に隆帯を持たず、縄文の額i匝圧痕文などで、

胴部との区画を行っているものである。器形の詳細は不明であるが、膨らみの少ない円筒形の

胸部に外反あるいは外傾する口縁部が付くものと考えられる。

第H群土器

原則として、無文地の口縁部文様帯に縄文や撚糸の側面圧痕文により直 e曲線的な文撲を施

すものである。 1群土器に比較して器高がやや減じ(高さ30，......，40 cm前後のものが多い)、細長

い胴のものが少なくなる。また、口縁部文様帯の幅もせばまり太い隆帯も見られなくなる。

1類 (30、132，.._，145、332，...._，354)

日縁部文様需がE群土器の中では幅広で、器最大径に比して器高のある縮長い類であるO

本遺跡出土の縄文前期土器群の中では、土器の大きさに比較して器厚が最も小さい。

器形は、細長いが若干膨らみを持つ胴部が上端で一度すぼまり、口縁部が外反するもの、底

部からわずかに外傾して立ち上がった胴部がそのまま少し外反する口縁部に至るもの、両者の

中間形のものなどがある。口縁は、比較的明瞭な波状をなし、頂部を 4つ持つものがほとんど

で口縁部の文様も波頂部に合わせた 4単位で展開される。腕部には、羽状縄文@縦位回転の撚

糸文、多軸絡条体などがそれぞれ単独で、、あるいはこれらが組み合わさって施文されている。

しかし以下の 2--4類も含めて複数原体の組み合わせで施文される場合には、極く少数を除い

ては、服部文様の最上端に羽状縄文が 1，......， 2段施されている。口縁部の施文も含めた縄文ある

いは撚糸文の原体は、 E群 3類などに比べてやや太めで組い感じがする。またH群4類に多く

存在する口唇部への縄文の回転文は少数である。胎土への繊維の混入はこの類までが多い。隆

帯の有無によって細分した。

a:口縁部文様帯の下端に、低い隆帯を持つものである。隆帯上には、棒状工具による刺突

列 (30.. 132，-....，134)やへラ状工異による刺突列 (135)、縄文原体を列点状に押圧したも (136)

などがある。また、 i議帯の上下には134を除いて縄文押圧や撚糸の側面圧痕文が l条ず、つ施さ

れ、 132ではそれが 2段にわたる刺突列間にも付されている。

b:口縁部文様帯の下端に隆帯を持たないものであるが、隆帯の代りに、 aに見られた隆帯

上下の縄文の側面庄痕文がそのまま残り、平行する 2条の側面圧痕文として、胸部との区画文

様となっている。しかしこれも、 138ぺ39什 40では、口縁部文様あるいは垂下する側面圧痕

文が 2条の側面圧痕文に及んでいないものの、 141e 142 " 143ぺ44では両者が重複している。

このあり方は、 aの隆需と垂下する側面圧痕文との関係に似ている O

c :口縁部文様帯の下端に隆帯を持たず、刺突如jを施している例である。 145がこれで、こ

の刺突列は、口縁端と計8箇所で垂下する撚糸の側面圧痕文にも付されている。

2類(146，.._，155、355，.......，369)
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口縁部文様帯の幅がせまく隆帯を持たない類であるO

器形は、下半でわずかに丸味を持った胸部が直線的にそのまま口縁に至るもの (146• 147 .. 

148 • 149)と、口縁部でごくゆるく外反するもの (150e 151)とがある。口縁は、平口縁か、

平口縁と大差ない波状口縁(波頂部は 4つ)である。

腕部文様には羽状縄文@縦位の撚糸文@木白状撚糸文が用いちれ、羽状縄文では146のよう

に結束第 2種の例が初めて登場している。なお、 148は口縁端部でわずかに内湾しており、そ

の胎土と平滑な器面調整などは第4類土器に近いものである O

給土に含む繊維の量は本類あたりから、これ以前のものに比べて少なく、含まれる繊維自体

も短いものが多いように観察される。

な話、口縁部に地文を有し、その上に縄文側冨庄痕文を施したゃに見える一容がeDるu 152 .. 

153 • 154什 55などがそれで、あるが、これらの土器の口縁部を仔細に観察すると、地文が確実

にすり消された部分と、すり消しが不完全で残った部分のあることがわかる。すり消されずに

残った地文は羽状縄文で、 153• 155は全面が羽状縄文、 152の胸部文様は木目状撚糸文の下に

羽状縄文、 154は撚糸文である。従って、 152• 154の鯛部文様は、 「複数の原体を用いた胴部

文様の場合、羽状縄文が最上位に施されるJという、本類の土器の主体をなす文様構成とは異

なるものとなっている O 従ってここでは、これらの土器が比較的小型であるということも加味

して、羽状縄文に対する製作者達の思い入れが、意識的に羽状縄文をすり消さずに残した可能

性もある、と推測しておく。

3類 (156........173、370........380)

幅のせまい口縁部文様帯の下端に細く低い隆帯を持ち、隆帯上に縄文あるいは撚糸の側面圧

痕文を 1条付した類である。隆帯は次の4類も同じで、つまみ出したような形の低いものが多い。

器形は、底部から外傾ないしi材育気味に立ち上がった胸部が、ほぼ垂直かごくゆるいカーブ

を描いて口縁に至る形である。口径@底径共に大きく、全体にずんぐりして安定した形となっ

ている。口縁部のくびれはほとんどなく、ロ縁は直立するか心もち内傾する。また、底面も上

げ底にならず真平に近いものが多く、接地面が大きくなっている。平日縁と波状口縁のものが

あるが、波状口縁のものでもごくゆるい波状で、口縁部の破片ではその区別のつかないものが

多い。

口縁部文様は、単節(まれに複節)の縄文原体(1本かあるいは 2本 1組にして)か撚糸原

体を巧みに拝圧したもので、これに車部、棒状工異による剰突列を加えたもの (156)は少なt'o

描かれた文様は、ロ縁に平行する条だけのものを除けば全て 4単位で、指円形の小孔を持つも

の (158)もある。

腕部文様は羽状縄文(159........166など)や縦位の撚糸文と羽状縄文を互層にしたものは56.. 
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167 " 168など)、縦位の撚糸文 (157..158" 168---172)などがある。しかし縦位の撚糸文が施

される場合、 170のように単独のものはごく稀で、他は最上位に 1段以上の羽状縄文が付され

ている。 173は腕部文様である木臼状撚糸文の上に、細い原体による綾絡文が 3段前後連なっ

ており、これがほとんど隆帯上にかかっている。この綾絡文が隆帯上に施文しようとしたもの

か、胴部最上端のつもりであったかは判然としない。

本類以降再び、口唇部に回転縄文の施される例が増えるが、口唇というよりも口縁上端部に

施されているのものも見える。

4類(174--202、389""""426)

3類と同様、幅のせまい口縁部文様帯の下端に形ばかりの隆帯を設け、その上に刺突列ある

いは刻自を施した類である。

器形等も 3類とほぼ同じであるが、口縁部あるいは網部上端でわずかにくびれている形のも

の (174..175)もある。 1• 2類に比べ、器厚が増し、繊維の混入も少なくなり、器内面や底

部外面の磨きもていねいで平滑である O

隆帯上などに施された刺突列の刺突呉は、先端がやや尖った小さな棒状ものが大部分で、竹

管は少ない。棒状工具による刺突は、土器を正面から見てほとんど例外なく右→左に行われて

おり、器に対して誼角ではなl'oそしてこの刺突の角度が鋭角的になって、 176のようにあた

かも短沈線列のように見えるものもある。 179は刺突列が 2段に付され、 180は刺突間に縦位の

刻みが施されている。 181は浅い縦位の刻目列であるが口縁部文様帯の狭さなどから、この類

に含めた。竹管は帝都、竹の裁断面をそのまま用いた場合 (177)と半載したもの (178)がある

が、半裁の場合でもよ裁はほとんどなく三裁が主である。
2 

口縁部文様は、縄文と撚糸の側面圧痕文が圧倒的に多く、これに刺突列を加えたものや、刺

突列だけのもの (182• 183)が若干存在する。縄文の側面圧痕文は原体 1本のもの (176"184 

---187など)と 2本組みの (177• 184など)がある。撚糸側面圧痕文には、 l本の縄を輸に巻

きつけてこれを押圧したもの (174.. 178 • 191---193 • 195など)と、 2本の縄を逆方向に巻い

たもの(これを回転させれば、斜格子状の網目状撚糸文となる-175・179"180・194など)が

ある。

196---199は口縁部を欠いており判然としないものの器形@胎土などからこの類に入るものと

思われる。

桐部文様は復原できた28個体のうち羽状縄文だけのもの10、羽状縄文十縦位撚糸文9、木目

状撚糸文だけのもの 8、羽状縄文+木白状撚糸文 2、羽状縄文十多軸絡条体 1という内容であ

るO これからもわかるように、これまで述べてきた土器群の中では木目状撚糸文の多用が目立

ち、しかも単独で用いられている例も多い。これまで羽状縄文以外の文様が、単独で腕部文様
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に用いられることのほとんどなかったことに比べれば、極立った特徴と言える。また、これま

での土器群中における羽状縄文は、結束第 1種のものが多かったのに対し、本類では結束第 2

種 (187.. 189 " 196など)も多くなっている。口唇部への縄文施文は、約半数において認めら

れる。

なお190は、胴部文様である羽状縄文の上に 2'"'-'3条一組と見られる細かな綾絡文帯が腕部

中位より上に 3段、波頂部の下方に垂下させて 4列施されている珍しい例である。また、 201

の口縁部には羽状縄文のみが施され、 202は撚糸の側面圧痕文の間に刺突列帯を設け、やや幅

広の隆帯上にも 2'"'-'3段の刺突列を施しているが、器形@胎土@日縁部文様の狭さ、低い隆帯

上への刺突列などの点から本類に含めた。

5類 (203'"'-'207、427"428) 

本群中のこれまでの類の器形と異なり、胴部に丸味を持ち、頚部ですぼまり、口縁部がわず

かに内寄気味に外傾する類である。

口縁ははっきりした波状をなすもの (203• 204)と、平日縁とほとんど変わらないような波

状をなすもの (205'"'-'207)がある。波頂部はいずれも 4つである。

縄文・撚糸の側面庄痕文が施された口縁部文様帯の下端には、東IJ突安IJの施された経帯を持つO

隆帯は206を除いては極く細く低~'o 206は低い隆帯であるがやや幅があり隆帯上には、上から

縄文の斜位押圧列、刺突列、縄文の側面圧痕文が施されている O

胴部文様は、羽状縄文 (203'"'-'205)と木目状撚糸文 (206" 207)が多く、 206の上端には、

結束第 2種羽状縄文の結束部が 1段施文されているo 204・205の羽状縄文は横位回転であるが、

203は、上端に l段の横位回転の後縦位回転にし、これが計16列で器を 1周している。また、

口縁端(口唇部外側)にも桐部の羽状縄文と同じと考えられる原体を回転させており、口縁部

内面と底部外面を除く全面には煤状炭化物が摩く付着しているO 内面が黒く光沢を放つ程によ

くみがかれ、非常にていねいな作りの優品である。

6類(15・208'-"212、429、430)

口縁部が幅広となり、大きく屈曲あるいは屈折する類である。

口縁iま長つむ漬誌を持つ波状口縁が多く、その端部下方にほ新たに粘土紐が結付されるか、

口唇部が尖るように整形されるため断面形が三角形となり、その部分の外形はあたかも内膏す

るように見えている。

口縁部文様帯は、撚糸や縄文の側面圧痕文で細やかに飾られるが、網目状撚糸文の原体によ

る側面圧痕文が多用される。また、波頂部口縁端から 1，..._. 2 本のj盗帯を垂下させるものが多~\o

服部の文様は 5類とほとんど変わらなt'o胎土には繊維の混入が少なく、混入物がほとんど

なくて敏密なものや、細かい砂粒を含むものなどがある。

ハりハ
υ
1
i
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a:胸部上端で内側に屈折して頚部ですぼまってから外反する類である。 15.. 208 .. 209がこ

れで、屈折部とくびれ部に刺突列の施された低い隆帯が付されている。 15と208の胸部文様は

木白状撚糸文であるが、 208の鋼部上端には 2つ以上の綾絡文帯が横位に、 15には結び巨 1つ

の綾絡文が縦位に施文されている。

b:腕部上端が、内側に屈曲して頚部ですぼまってから外反する類である。 210..211がこれ

で、最もくびれの5郎、部分に隆帯が付されている。 210と211は、器形や口縁部と腕部文様、胎

土までうり二つの土器で、ある。 211が210の未発見の波頂部かとも思われたが、接合点がなく、

仮にその部分に置いたとすると210のその部分の波頂部が異常に高くいびつとなる。このため

現段賠では同一者によって同時に作られた 2つの土器と解釈している。両者の口縁端には、径

の小さな丸ノミ刀で削られたような刻目列が施されている。

c :下半で大きくすぼまった後開いた胴部が、上半で内側に折れ曲がって外反する口縁部に

至る器形の類であるo 212がこれで、底部が外に突き出て、胴部上半部の断面形が算盤珠状を

呈する。頚部には横位の、 4つの波頂部からは垂下する降帯が付され、隆帯上には半裁竹管に

による刺突列が施されている。また、口縁端部の刻み目は、各波頂部単位に斜めに刻まれてい

る。腕部には縦位撚糸文が施されているが、その上に結び目 1つの綾絡文が4つの波頂部下と

その中間の計8条付されている。なお、 212はAill区北東端の斜面から出土したものである。

しかし、この部分はAI.AII.A誼区の境界部分に当たるため、あえてA濫区出土とせず、

ここで扱うことにしたものである。

d:底部からほぼ垂直に立ち上がった腕部が、上半で球形状に膨らみ外反する口縁部に至る

器形のものである。 c区から出土している。

7類

AIV区のS1 332A竪穴住居跡床面から出土した土器である。底部から外傾して立ち上がっ

た長い胴部が日縁部ですぼまることなく外傾する形の類である。口縁は波状口縁をなすが、こ

れは平臼縁の 4笛所に山形の突起を付した形のものであるO 口縁部文様帯の下端に明瞭な陵帯

をもたず、 4箇所の山形突起の一方からは、下端でボタン状に丸くなる陸帯が垂下している。

第E群土器

1 " II群には含まれなかった前期の土器群で、 IV群には含まれないものをまとめて譲群とし

た。

1業員 (213 • 219) 

土器を真上から見たときの平面形が、小判形を呈する類であるo 2個体が復原できた。

213はこの類の土器としては高さがあり、底部からほぼ直線あるいはごくゆるいカーブを描

いて口縁部に至っている。腕部には、上方に三段の羽状縄文、その下に縦位の撚糸文が施文さ
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れ、下半は無文で、幅 3..._， 4 cmにわたってへラ状工呉で削られた後、磨かれている。口唇部に

も縄文の回転文が付されている。内面は上方が横位の、中位以下が縦位のみがきによって平滑

に仕上げられている。外面の所々と内面中位あたりに煤状炭化物の付着が見られるが、それほ

ど著しくはない。またこの煤状炭化物は、胴部下半の使用時に生じた割れヒビの中にも入り込

んでいる。口縁部を除いて器厚がありどっしりした土器である O 給土への繊維の混入は多い。

219は、 213に比べ底径@器高共に小さいが、底部から大きく外傾して口縁に至る器形である

ため、口径が大き l'oわずかに内寄するように見える口縁部には、 2条の沈線が口縁に平行し

ているが、これは縄文の側面庄痕文を施した後指ですり消して沈線風に仕上げたものである。

胴部には縦位の撚糸文が隙間なく施文されている。器内外面には、いわゆる化粧土が塗布され

たと晃え、赤紫色のきれいな発色である。また、器内面の口縁部には横位の、それ以下には縦

位のていねいな磨がき痕が残っている。胎土には細かい繊維が混入されたものか微細な間隙が

あり、それほど厚くない器肉であるが全体として軽い感じがする。しかし、このように美しい

土器であるにもかかわらず、焼成時か使用時に生じた器部の焼けただれ状の痕跡が腕部下半か

ら底部にかけての所々に見られ、この土器の美観を若干損ねているO 器内外面共に煤状炭化物

の付着は認められない。

2類 (214--218、220--228)

これまで分けた 1• n群の中に明瞭な形で所属させることのできなかったもので、小型のも

のや胴下半部だけのものが多い。

215は台付土器の台部で、 214は胴部下半のすぼまり具合から台の付くものと思われ、両者は

胎土等も似ていることから同一個体である可能性がある。 216は、口縁部に刺突列が 1?ilj、217

は2?1'Jめぐる。 217は4つの頂部を持つ波状口縁で、口唇部に刻みがめぐっている。胴部文様

は、 214• 227 • 228を除いて、全て羽状縄文であるが、 225と226にあってはこれが縦位 (226の

下半は横位)に施文された例である。

227と228は、胎土に繊維を比較的多く含んでおり、 I群 3類以降の土器に含まれるものと思

われるが、判然としない。 227は、胴部に施された細い撚糸文が、口縁端部と胴部下端に横位

に付されている。

第百群土器

これまで述べて来た I--m群の土器とは、施文された文様や施文具が明らかに異なる土器群

を一括した。施文呉や施文方法、文様などの違いによって 2類に分けたが、それぞれ 1--2点

しか出土していない。

1類 (229.. 230) 

沈線によって文様の描かれた類である。
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a:幅広の口縁部文様帯に、半裁竹管による平行沈線で、同心円状の連弧文が描かれたもので

ある。 230がほぼ半個体分復原されたもので、これ以外には431の破片があるが、 431は摩耗が

著しく 230と同一個体かどうかわからない。口縁部下端の隆帯上と若干肥厚する口縁端部には、

指頭による刺突列が施されている。連弧文は口縁部中位やや下方に号iかれた平行沈線によって

上下に分けられ、それぞれ横位に展開するように見えるが、それぞれが連絡を取り合うように

接したり重なる個所もある。この連弧文が収束しさらに次の連弧文に移る個所などに平行沈線

が垂下する。しかし、後原された部分のみでは平行沈線開の路橋がまちまちで、垂下する平行

沈線が何条あったのか捉えることができない。

230の器形は、胴部が蔵部からわずかに外傾して立ち上がり、ほとんどくびれのない頚部を

経て、ゆるく外反する口縁に至る平口縁の土器である。胴部には付加条の複節斜縄文が施され、

間障をおいて綾絡文が垂下している。胴部下半は 5cm以上の幅で、文様がなく、ていねいにみが

かれている。胎土には繊維と砂粒を含み、器の大きさに比較してそれほど厚くない。焼成は普

通である。

b:柄部@口縁部共に沈線で文様が施されたものであるo 229がこれで、 l点のみの出土で

ある。 229は、小さくてごくゆるい曲面を持つ底部から直線的に立ち上がった胴部が、わずか

に外反する口縁部に至る小型深鉢形土器であるO 平滑にみがかれた胴部には、先端の鋭利な工

具によって施された浅い沈線が縦走し、口縁部にはやや深い沈線が若干斜行しながら横走する。

胴部と口縁部のと境には特別な区画施文を有しないが、口縁部には、沈線を施す前に縄文の側

面圧痕文が付されており、各所iこうすく残っているO 口縁は、平口縁と違わないくらいのゆる

い波状口縁 (4つの波頂部)をなすO 外面のていねいなみがきに比べて内面の調整はそれほど

でいねいではなく、繊維痕が見えている O 焼成は良好で、使用時に生じた割れヒピには煤状炭

化物が入り込んでいる。

2美夏 (231 ・232 • 233) 

細い粘土紐を器面に貼り付けて文様を描いた類である O

a:口縁部文様帯と口唇部に極く細いソーメン状の粘土紐を貼り付けて、幾何学的な文様を

描いたものである。 231がこれである。 231は、細長いやや下ぶくれの胸部が上半でゆるやかに

すぼまり、内寄気味iこ外反する口縁部に至る探鉢形土器である。口縁部下端には断面三角形を

呈する明瞭な経帯が付き、口縁部にもほぼ同様の隆帯が付されたが剥落してしまし¥その痕跡

のみを留めている。上下の隆帯にはさまれた口縁部の両端に、隆帯に平行する粘土級が付され、

その間を屈曲する粘土紐で連絡して、横に間延びした菱形の空間を作出しているO さらにこの

空間には、横長でその間を事郎、粘土紐による斜格子文で埋めた菱形が搭かれている。この二重

になった菱形は、横位に 4 (あるいは 5か)単位描かれたと考えられ、各単位の接続する部分
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のよ方には何らかの貼付文があった痕跡がある。口縁には、 1'""-'2館所に山形の突起が付され、

口唇上には短い粘土紐が付されている。また、頚部の隆帯直下にも l本の粘土紐が廻っていた

跡が見える。胴部文様には、短い原体の端を結んだ跡が明瞭に残る羽状縄文が、間隔をおいて

縦位に施されており、各羽状縄文問には地文がなく、すり消し縄文風に仕上がっている。原体

の端を結んだ一方は、ほとんど直線に見えるくずれた綾絡文で、他の一方は整っており美しい

綾絡文が新たに施文されたように見えている。胎土には繊維と砂粒を含んでいるが薄手に作ら

れている。焼成は普通である。

b:器面に貼付した細い粘土紐の上を、半載竹管の内面側で細かく押引きしたものである 0

233は、短い胴部の中位にくびれを作り、外反する口縁部を付した小型の土器で、胴部の器形

はあたかも、上下から押し潰した球形を 2つ重ねたような形を呈している。口縁部のほとんど

を欠き、粘土紐も剥落している部分が多い。胴部文様は、 2段になった球形の服部の各々の上

半に 1本の粘土紐を、さらにその下に 1本の粘土紐を波状に 1周させている。粘土紐の上には

半裁竹管で細かい刺突を施している。球形の腕部下半にのみ、地文としての単節斜縄文がかす

かに残っている。胎土には繊維・砂粒共に少量しか含まれていな ~'o 焼成は良好である。

232は口縁部の破片で、器形全体は不明であるものの、 208あるし、は209に似た胴部を有し、

4つの波頂部をもっ波状口縁を呈していたと考えられる。口縁部中位には幅はせまいが高い隆

帯が付され、あたかも 2重口縁のようになっている。この隆帯上と下端の低い隆帯上には、半

裁竹管による左から右方向への押引きが施されている。また、大部分を失っている口縁部には、

口縁に沿う形で 3本の粘土紐が貼付され、山形となる波頂部ではその下方を 1本の粘土紐で連

絡している。各粘土紐の上には、やはり半載竹管による押引きが行われている。さらに波頂部

間には、口縁と中間の経帯を結ぶ筒状の橋状把手が付されている。この橋状把手上には、単節

の斜縄文を施した後に半裁竹管による沈線文が両端に各 1条、その閣にタスキ掛け状に、 1条

ずつ付され、 2屈の素朴な小子しが穿たれている。胎土には繊維を含むが薄手に作られている。

焼成は普通である。

3類

口縁部文様を、全て半裁竹管の外側を器面にあてて押引いた沈線(背竹管)で文様を描くも

のであるo 234がこれであるが、嗣部破片はこれまでのところ見つかっていな ~'o 234の大部分

はKG85グリッドから出土したが、接合したうちの 1片はKP84グリッドから出土したもので

ある。 AI区の中でもKP84グリッドは上位関上段丘面にあり、この付近から土砂が下方のK

G85グリッド側に流れた痕跡があり、はこの土器の大部分も流されて、離れ離れになって出土

したのが接合したものと思われる。 234は丸味を持つ胴部に、 「く jの字形に外反して口縁端

がわずかに内寄する口縁部を持つ器形と考えられる。口縁は、 4つの波頂部を持っきれいな波
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状口縁を呈する。口縁部文様帯の上下端には 1条の沈線がヲlかれ、さらにこの文様帯は届曲部

に引かれた沈線で上下に分けられる。上段の文様帯は、波頂部下に付された上下2個のラグビー

ボール様の突起を同心円状に囲む沈線と、それらの中聞に設けられた重弧文状の沈線文によっ

て構成される。ラグビーボール様の突起の上側には半裁竹管によって 3個の刻み状の刺突が付

され、 4箇所の突起部のうち 3箇所には、これを囲む重弧文に対向するような沈線が施文され

ている。下段の文様帯は残存部が少なくて判然としないものの、反時計四りの計8つの渦文に

よって構成されるようである。胎土には、細かい砂粒を多く含むが繊維は少ない。焼成@内面

の磨き等も良好である。

b:後@晩期

AII区全域と AI区南部にかけて、後期と晩期の土器が散発的に出土しており、このうち図

示できたのが、 86図236---87図243である。

236 • 237 • 239---240が後期前葉に、 238が後期後葉に、 244が晩期中葉に属するものと考えら

れる。

(2) 土製品

土製品は出土した土器量に比較して非常に少ない。

85図235は、砲弾形の土製品である。大きな粘土塊で先端から一気に作ったと思われ、継ぎ

目等は観察されな ~\o 全面をていねいにナデており、断面形は整った正円に近い。使用による

キズ等は見当たらないが、先端部にへラ状の工具で押さえたような痕跡があるO 製作時に故意

に間取りしたものか、偶然に付いたものか判然としな ~\o 焼成は良好で、重量感があるO 前期

の土器群と共に出土しているが明確な時期は不明である。 95図437---439は、前期の土器片を使

用した円盤状土製品である。 439は土器底部破片を使用している。

(3) 石器

遺構外から出土した石器の総数は726点で、その大部分はAI区から出土している。各石器

の時期を明確にし得ないものも多いが、 AI区から出土した石器のほとんどが前期の土器と混

在したことから、大半の石器は前期に属するものと考えられる。以下、各器種毎に概略を説明

するが、石鎌など極く一部の器種を除いては、出土した石器の一部しか掲載していなL、。石器

に用いらむている石材は、まIJ片石器が頁岩、磨製石斧は緑色凝灰岩と粘坂岩、擦石器は安山岩

がほとんどである。

石錬 (第96図S123---S 135) 

AI区9点、 AII区4点の計13点が出土している。基部に茎のなし¥いわゆる回基式あるい

は平基式のものが多い。 135はAII区出土で、基部周辺にアスフアルトが付着していることか

ら、後期か晩期のものと窓われる。
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石錐 (第96図S137---第97図S146) 

大小の禁Ij片の尖った部分に調整を加えて錐部を作出しているo A 1区から12点、 A耳区から

1点の計13点が出土している。 S138リ 44..145のように、部厚い刃部を持つ削器の先端部に

錐部を持つものも含めた。

石匙 (第97図S147，.._，99図S171) 

つまみの軸線方向と、刃部の線との関係、で、縦型(両者が平行する) .斜型(両者が約450

で交わる).横型(両者が直角に交わる)に分けた。縦型(S 147---S 159)はAI区で5u点、

AII区で 3点の計53点が、斜型(S 160---S 166)はAII区でお点、 AI区で 2点の計28点、横

型 (S167---S 171)はAI区で13点、 2点の計17点が出土しており、その他分類不能の破損品

が13点ある。 S147は、 aの右側辺が刃部である。この石器の製作に際しては、表面に整った

押庄剥離を施すために、 aの左側の側面 (c)に、表面側からの加撃で平坦面を作出している

(表面と平坦面のなす角度は60---70
0

)。この平坦酉からの押圧剥離は、図の上方から下方にJI債

に施されている。通常、このような押圧剥離のための平坦面は、押圧剥離と共にその大部分が

失われてしまうことが多いようであるが、 S147の場合、それが2.5---4 rnmの幅で残されており、

C側から見た押圧剥離の断面がジグザグになったままである。さらに、 bの下辺にも平坦面が

作され、そこから押庄剥離が施されているが、この平坦面はほとんど残っていない。

掻器 (第99図S172---100図S184) 

刃部が部厚い縦長剥片の先端(S 172---S 173)や、大きなまIj片の尖った先端部 (S177)に

作出されたものの他に、平面形が円形を呈するもの (S179，.._， S 184)がある。剥片の多くは、

主要剥離面が背面側に反る。 AI区から28点、 AII区から 3点の計31点が出土している。

箆状石器 (第100図185---103図201)

短冊形を呈し、裏面両側辺を直線的に調整したもの (S185)、楕円形~援形を呈し片面調

整のもの (S186・187)、半両面調整のもの (S188---190)、両国調整のもの (S191---201) 

がある。 AI区から42点、 AII区から 2点の計44点が出土している。刃部の側面観は片刃状の

ものが多く、 S192は大型で重量感があり、先端の刃部はわずかに湾曲している。

削器 (第103図S202'"-'106図220)

大小の景Ij片の主に 1側辺に刃部を作出したものである。刃部は、直線的なもの (S202---205)、

外側に張り出した孤を描くもの (S206'"'-'210)、内側に湾曲する孤を描くもの (S21l'"-'216) 

などがある。 AI区から165点・ A耳区から34点の計199点と最も多い。 S213は大型のもので、

頁岩製であるが、裏面にくぼみ石のくぼみ部のような散かれた痕跡がある。

ノッチのある石器 (第106図S221---224) 

まIJ片の側辺の一部に、孤状の挟りが施された石器である。扶りは、表 e裏面いずれか一方か
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らの加撃で作出されており、これが長い側辺に連続的に作られると鋸歯縁石器となるが、 AI"

E区からはそのような整ったものは出土していない。 AI区から16点出土している。

その他の石器(第106図8225e 226) 

8225は、平面形状が片面調整の箆状石器に似るが、刃部の形状や厚さなどの点でそれとは

異なる。表面右側縁を刃部としたナイフ状の石器と考えられる。

8226は、良質の頁岩を用いた黒褐色を呈する石器である。両端が尖るために先端と基部が

判然としなかったが、図のように置いた場合の基部に一部調整の及んでいないところがあり、

このように考えた。器中位の両側に両面からの加撃によって、 3ケ所の挟りを入れ、この部分

のみ鋸歯縁にしている。先端から約 2cmまでは、摩滅して剥離の稜線が消えかかっており、使

用によるものと考えられる。

磨製石斧(第107関8227"-'236)

磨製石斧はAI区から10点、 AII区から 3点の計13点と少なく、それもほとんどが破損して

いるo 8227の側面には製作時の擦切痕が、 8234には製作時の剥離痕が残っている。また、 S

228の両側面と裏面には固いものを敵いたような痕があり、刃部には半円状扇平打製石器底面

のすり痕のような使用面がある。いずれも、この磨製石斧が破損した後の二次使用と考えられ

るものである。

半円状扇平打製石器(第107図S237--110図S256)

a :肩平な自然礁のー側辺に剥離を加え、これを潰し擦った痕跡のあるもの(8237"-' 8 244)、

b:aの1側辺以外の辺にも剥離や潰しを加えているが、表裏面を磨いていないもの(8245 

，，-，250)、c:ほぼ全面を擦っているもの(8 251 ，，-，256)などがある。これらの中には、くぼ

み石に転用されたと考えられるもの (829• 24い 242)もある。 AI区から65点、 AII区から

5点の計70点が出土している。

くぼみ石(第110凶257"-'260)

いろいろな形状の円礁にくぼみを有する石器であるが、 8257"-'259のように全面磨がかれて

いるものが多く、いわゆる磨石を兼ねているものが大半を占めるo A 1区から145点、 AII区

からお点の計170点が出土している。

角棒状石製品(第110図8261 ，，-，263) 

節理等によって、断面形が四~六角形を呈するように割れた棒状の石の、稜線部分をわずか

に擦っている石器である。これまでは、このような棒状の石が縄文土器と共伴しでも、石器と

しての認定が難しかったが、 8261.. 262のように人為的に擦ったものがあることから石器とし

た。 8263のように人の手が加わっていないように見えるものが大半を占めるが、それらの中

には火熱を受けたり、故意に割られて、それが接合したりするもの (8263)があることから、
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これらは、縄文人が何らかの呂的で遺跡に持ち込んだものであると考えられる。 AI区から33

点、 AII区から11点の計44点出土しており、石材は凝灰岩や小さい石英安山岩などである。

(4) 石製品

計31点の石製品が出土しており、大半は前期に属するものと考えられる。

有孔円盤状石製品 (第111図S264，...._，272) 

0.5~1婦の厚さで板状に割れた自然石を、打ち欠いたり擦ったりして円形に仕上げ、中央

に小孔を穿孔したものである。 9点出土しているが、完形品は S265が1点だけである。表裏

面は、自然に割れた面そのままのものもあるが、大半はわずかに擦られている。泥岩や凝灰岩

など、軟質の石材が多t'oS2690 271 0 272は小孔が見えていないが、この石製品の破損品と

考えられる。

円盤状石製品(第112図273，...._，286)

板状に割れた軟質の凝灰岩や泥岩を、粗く打ち割った後に周囲や表裏面を擦って円形に仕上

げた石製品である。 10点出土している。

その他の石製品 (第113図S283，...._，294) 

定型化した石製品としての名称、を付すことが難しいものを一括した。 S283，...._，286は、板状に

割れた凝灰岩の表裏面を擦っているものo S287は、擦って円形に仕上げた後に、中央部に小

孔を穿っているが、その形状及び大きさと厚さとの比から、有孔円盤状石製品には含めなかっ

た。 S289は、棒状を呈する石製品が輪切り状に割れたもの、 S289は、角棒状石製品の先端部

にくびれ部を作出したものである。 S290は、中央に浅い小溝を有する。 S237，...._，290までの石

材は、凝灰岩であるo S292・293は黒穂の頁岩をきれいに磨いている。 S294は、五英安山岩

の円磯の擦られたものである。
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第60図 AI・E区
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第61図 A 1 • 1I区 遺構外出土遺物(2 )ー土器(2 ) 
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第62図 AI・E区 遺構外出土漬物(3 )・土器(3 ) 
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第 4章 A 1 • n区の調査の記録

第訪問 A 1 • II区 遺構外出土遺物(6 )・土器(6 ) 
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第 4主主 A 1 • II区の調査の記録

第67図 A I • II区 遺構外出土遺物(8 )・土器(8 ) 
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第68図 AI・E区 遺構外出土遺物(9 )邑土器 (9)
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第4章 A 1 • II区の調査の記録

第69図 A 1 • H区 遺構外出土遺物(10)・土器(10)

- 118-



第2節縄文時代の遺構と造物

第70図 A 1 • n区 遺構外出土遺物(11)・土器 (11) 
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第 4章 A 1 • II区の調査の記録

第71扇 AI・E区 遺構外出土遺物 (12)・土器 (12)
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第4章 A 1 • n区の調査の記録

。 20cm 

第75図 A 1 • n区 遺構外出土遺物 (16)・土器(16)
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。 20cm 

第76図 A 1 • II区 遺構外出土遺物 (17)・土器(17)
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第 4章 A 1 • II区の調査の記録

第79国 A 1 • n区 遺構外出土遺物 (20)・土器 (20)
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第 4章 A 1 • II区の調査の記録

第81図 A 1 • JI区 遺構外出土遺物 (22)・土器 (22)
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第 4章 A 1 • II区の調査の記録
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第85図 A 1 • 1I区 遺構外出土遺物 (26)・土器 (26)
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第86図 A 1 • 1I区 遺構外出土遺物 (27)・土器 (27)
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第 2節縄文時代の遺構と遺物
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第4章 AI・耳区の調査の記録
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第 3節平安H寺代の遺構と造物

第 3節平安時代の遺構と遺物

A I " II区で検出した遺構のうち、第亜層大湯浮石層を切り込んで構築している遺構、ある

いは覆土中に大湯浮石粒子を含んでいる遺構を平安時代の遺構と見なしている。これは問題と

なる下限時期について、同区での遺構内外出土遺物に中世と考えうる遺物が認められないこと

を根拠としている。このことは、該期の遺構を検出したA盟 ..rv区、 C区についても言えるこ

とである。

検出遺構は、竪穴住居跡11軒、土坑12墓、掘立柱建物跡 3棟、鍛冶炉 1墓、焼土遺構2墓、

溝状遺構11条、柱列 1列、自己石遺構 1基、畑畝跡 1箇所である。

遺構は、関上段丘下位面の標高約197---199m'こ分布し、 AI区(およそ72ライン以北)の溝

3条、焼土遺構 1基以外は、 AII区で確認している。

(1 )竪穴住居跡 (第116---136図、図版39"""'54)

該期の竪穴住居跡は11軒、遺構確認面である第E層大湯浮石層面の保存状態が良く、同面で

鮮明な方@円形の黒色土プランを見いだすことができる。

竪穴住居跡などの記述にあたっては、ここでの用語の統一、各部計測方、法について以下に示

しておく。

「規模Jについては、各壁から求められるの中軸線の長さを計測し、長軸、短車自の順に東西

方向の軸線長を東西長、南北方向の軸線長を南北長として記載する O

「主軸方位Jは、東西 e南北長で示している中軸線方向のうち、座標北に近い方向をとる中

軸線と座標北とのずれを指している。従って必ずしも長軸方向と座標北とのずれを示すもので

はなく、 N-450-E (W)以上の数値となることもない。これは、竪穴住居跡を含む遺構

群全体の構築計画性を検証し易くするためである。

「床面積」は、板壁などで囲まれているであろう住居内部の居住有効面積を推定することを

目的としている。面積は、壁溝が存在する住居跡では壁溝最深部、壁溝の認められない住居跡で

は周壁下端部をそれぞれ結んだ範囲をプラニメーターを用い、 3回の計測平均値を示しているO

「壁高Jは、確認面から床面までの高さを計測@記載している。

「カマドjに係る事項は、次頁第115図に模式図と用語、計測箇所を示す。カマド中軸線は、

建造先端部(煙出し)の中J心と焚口の中J心を結んだ斡線を揺している G この中車車線方向につい

ては、煙道先端部方向と座標北とのずれを計測している。

「出土遺物jにおいて土器の個体数を明記しであるものは、口縁部破片を抽出して偲体数を

割り出している。

- 163 
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D 

A 

B 

火床面下の点線は
c ~ I 火熱の影響で土色

i の変化している筒所を示す

第115図 カマドの模式図と用語、計測箇所

S I 101 (第116........118図、図版39、40)

第 3節平安時代の遺構と遺物

A+B:カマド全長

A 煙道長

B 燃焼部長

c 燃焼部内法!幅

o 聞道部壁外(掘り込み)長

AとBの接点は、支脚の位置

を以て定めているが、これが認

められない場合は、カマド底面

の傾斜角度の変換点を推定の位

置と見なすことにする。

j也111:h'i卜ー以外の L，~フ，])る (1
色;fll;1:などを月jL、て階築し
ているカマト

位置@確認状況 J 1 • J J 64・65グリッド、第置層大湯浮石層で検出した。住居北西隅は畑

の耕作に伴い破壊されていた。同面で確認できた SDI02溝状遺構は、住居外側に沿うよ

うに配されている。

形態@規模 東西長5.3........5.6m、南北長4........4.3mのやや歪つな隅丸長方形を呈する O 主軸方位

はN-I00
-Wを示す。

覆土 4層以下については、大湯浮石粒子の混入状態により、人為的堆積土と考えられる。

床@壁床面は第四層地山面を僅かに掘り下げたレベルにあり、平坦で竪く締まっている。床

面積は18.9niである。壁高は、北@西壁で最高58cmある。床面あるいは床面直上で炭化材、

焼土を数多く確認できた。東@西壁では倒れた状態で、南・北壁の一部で、は壁際に立った

ままの壁板材を検出した。前者商壁では整然と並んだ板材16枚が一度に倒れた(倒した)

様を示している。各材には手斧の痕跡が明瞭に観察される。板材 1枚あたりの大きさは、

最大で長さ80cm、幅25cm、厚さは 5mm前後で、ある。東壁は西のそれに比べると遺存状態は

良くないが、 9枚の板材が確認できた。床面には、焼失に伴うと見られる焼土が全認に広

がっている。特に炭化材列の内側床面上の図示した害状の範囲で顕著に認めらた。

援溝 e 柱穴壁溝は南援の一部を除き巡る。ただし西壁では壁直下ではなく、内側40cm程に位

置している。西側の板材列は、この溝内に立てられていたことが材下端部の位置から明ら
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かである。溝の幅は25---30cm、深さは 5......，12cmで、ある。柱穴は各壁際に位置する P1，..._.4 

と見ることができるO

カマド@炉 カマドは、南壁中央やや商寄りで確認した。煙道の一部は耕作に伴い破壊されて

いたが、残りは全体に遺存状態良好である。カマド中軸線 CN-1770-W)は獲に対し直
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支脚おさえの粘土

1m 

第118図 SI101竪穴住居跡カマド

交せず、煙出し部がやや西に振れている。全長190cm(煙道長145cm、燃焼部長45cm)、燃焼

部内法幅はらOcm、煙道部での最大幅35cmを計測する。袖部は芯を芯材とし白色粘土で囲めて

し喝。燃燐s中央からやや右袖寄りには長さ17cmの支脚として用いられた石が位置する。支

脚の周囲にはこれを固定するための粘土が確認できる。石は火熱の影響で脆くなっていた。

煙道部は、まず、壁外に第V層を溝状に上り勾配約170
で;1.2m程掘り進める O 煙出し部分

に椙当する先端部を除き煙道内壁に粘土を貼る。この粘土は、袖部の粘土より黄味@粘性

が強く、植物の志郎、茎(笹竹か) .葉などが含まれることから、いわゆるスサ入り粘土を

用いていることが分かる(第143図参照)。この部分は火熱で、赤褐色に変色@硬化してい

る。削平されているが天井部も同様にして架構していたものと考えられる。

出土遺物(第137図440..441) 土師器護 (4個体)、把手付土器、フイゴ羽口、鉄棒、流失

浮が出土しているo441は中実の把手が付く形態をなすと考えられる。底部はナデである。
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S I 106 (第119図、図版41、42)

位置@確認状況 J 1 57 • 58グリッ人第班層大湯浮石層で検出した。遺構東側は調査区外に

なる。

形態@規模東西長3.7m以上、南北長3.3，..._，3.5mの東西方向に長い隅丸長方形を呈するものと

思われる。主軸方位はほぼ座標北を示す。

覆土 5層は大湯浮石粒子@小ブロックが多く混じっている。さらに拳大~人頭大の磯を多く

含み、炭化物、土器、鉄棒も含まれている。これらのことから同層は人為堆績と考えられ

る。

床@壁床面は第V層下面黒褐色シルト質土にある。壁高は、北壁で、最高40cmで、ある。

壁溝@柱穴 いずれも確認できなかった。

カマド@炉 カマドは南壁西寄りで確認している。右袖の一部は、カマド廃棄直後意図的に破

壊しているようである。全長150cm(煙道長105cm、燃焼部長45cm)、燃焼部内法幅45cmを

測る。袖部は白色粘土を主とし、石@士専を補強材として用いている O 燃焼部ほぼ中央部に

は石の支脚(高さ16cm)が原位置を保っていた。火床面は幾分窪んでいるが、カマドの使

用に伴い窪んだものと考えられる。煙道部は、壁外iこ第皿 .v層を溝状に180

の上り勾配

で約85cm掘り進んでいるが、粘土などの構築材は認められなかった。煙道東側内壁の一部

には焼面が観察できる。

なおカマド内より炭化種子が出土しているが、同定の結果マメ類であることが明らかと

なった。(第11章科学的分析参照)

出土遺物(第137図442'"""-'447) 土師器護 (6個体)、鍋(1個体)、把手付土器 2点、フイ

ゴ羽口、鉄棒、窯壁片が出土している。 444、445、447はカマド内出土である。底部に木

葉痕を残す445は、中実の把手が付くと考えられる。体部のケズリは、粗くいわゆるナタ

ゲスリ疎℃め令。 44-'は、斑疋u往ぬcmω淳子の鏑で、ー灰加熱を支げている。業主主Fiは

床面直上より 2片得られている。

S I 107 (第120図、図版41、43)

位置 e確認状況 J J .. J K58グリッ人第盟層面で検出したG 住居北壁上には、これを切S

N145焼土遺構が位置してし 1る。南壁にほぼ平行する南側40cmには、 SX110鍛冶炉に伴う

S B 111掘立柱建物跡の北側柱列が存在する。

形態。規模東西長2.9'"""-'3.1m、南北長2.8""""2.9mの棋丸方形を呈する。主軸方位はN-40-W

を示す。

覆土 2 .. 3層には大湯浮石粒子 e小ブ、ロックが多く混入しているO
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SI107竪穴住居跡・ SN145焼土遺構第120函

第V層中を床面としているが、締まりに欠けるためか明確に面としての床は把握し得床 e壁

なかった。床面積は7.2JJ:fである。壁高は、最高で35cmを誤IJる。
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第4草 A1 • nlXの調査の記録

カマド@炉 カマドは、北壁西寄りで確認している。袖部など原形を留どめないほどの状態で

あり、竪穴住居自体の遺存状況からすると、カマドを意図的に破壊したと想定できる。煙

道部は、壁外に250

の上り勾配で掘り込む形態であるが、掘り込み面が第亜層であること

も影響してか、先端の煙出し部分ははっきりしな ~\o 火床面は住居床面をそのまま利用し

ている。

その他の付属施設北壁東寄りには、三角様の張り出し(奥行き45cm、福90cm)が認められ

る。地盤が柔らかい関係もありミ j廃棄後の崩れとも考えられるが¥ととでは検出位置から、

出入口施設としておきたい。

出土遺物(第138図448、141図480、142図S295) 土師器護(2個体)、砥石、フイゴ羽口、

鉄製品(鎌か)が出土している。フイゴ羽口は、 S1115出土の破片と楼合したn

S I 108 (第121図、図版44)

位置@確認状況 J K • J L63 • 64グリッド、第班層面で磯を含む黒色円形のプランとして確

言忍しfこO

形態@規模東西長4.5---4.7m、南北長4.6臨の隅丸方形を呈する O 主軸方位はN-270-Wを

示す。

覆土住居内ほぼ全域の覆土中位から床面直上にかけて、多量の傑を確認できる。この磯の供

給源は、後述の S1109構築に係っていると考えられる。また住居北西隅の一角(一点破

線内)覆土中に焼土の分布が認められる。磯などと共に廃棄されたものと思われる。

床@壁第V麗下酉を床面としているが、南西部床面の一部には第四層地山段丘磯層が露出し

ている。これは倒木痕に伴う地山の盛り上がりによるものである。床面積は18.4rrrであるO

壁高は、最高45cmを測る。

ロ立.WP: .j...;トrよ 7 ， 、~..L-. ふ γ峠，壬"'1:1_ヲ""斗， 同品、よー J.._ 

宝広信専~ 1:主/、 '" 9 4"しも官匡oi'"r;'， Ce'み 7Pつ 1:"0

カマド@炉 カマドは東壁北寄りで確認している。慮外に延びる煙道と火床面しか残っていな

L 、。全長は170cmを測る。煙道部は、壁外に200

の上り勾配で溝状に約80cm掘り進めてし情。

カマド堆積土から火熱のため薄紫色を呈する白色粘土(1層)と、黒褐色土@大湯浮石粒

子の混合土 (2• 3層)を主材として構築していたものと考えられる。

出土遺物(第138図449、141図481、142図S296) 土師器護(9個体)、砥石、フイゴ羽口、

鉄棒が出土している。 449の底部は砂底を示しているが、中央部分をケズリ取っている。

S I 109 (第122、123図、図版記、 46)

位置@確認状況 J M，..._， J 064......，66グリッド¥第E層面で検出した。遺構は縄文時代の竪穴住
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第 4章 A 1 • II区の調査の記録

居跡S1 152と、これに係る SQ153醸群を切り込んで、構築している。この際多量に生じる

こととなった磯については、北側約 3m先に S1152が埋まり切らずに窪んでる笛所 (S

Q146配石遺構)と南東約5m先の廃棄されたS1108の窪地をその捨場として用いている

ょうである。 (第124図参照)

形態@規模 南北長6.8---7.2m、東西長 7mの隅丸方形を呈している。主軸方位はN-11
0

-

Wを示すO

覆土 3層は大場浮石層粒子を斑状多量に含み、地山に包含されている壷角撲、月諜も多く認

められる。 7層は大湯浮石の二次堆積土である。

床@援 床面は第四層地山面を僅か掘り下げたレベjレにある。地山段丘醸層が露出している。

S 1152と重複する北東部では貼床されているが、堅く締まってはいない。床面積は45.5

dある。壁高は、最高で63cmある。

壁溝@柱穴 壁溝は北盤東半と東@南壁の一部を除き幅20---30cm、深さlOcm前後で巡ってし喝。

他の住居跡と比較して本遺構壁溝の掘り込みは浅い。柱穴は壁際に P1 ---3、床面上にP

4---6を検出している。床面上の P4 • 5の配置からすると、南北中軸線で折り返した東

側にもう 2本の柱穴と合わせた 4主柱が想定されたが、精査の結果これを確認できなかっ

た。この部分の床面は段丘磯層が露出し、非常に堅く締まっているため、仮に床面上に 4

主柱が存在していたとしても、 P4 • 5規模の柱を建てるとすれば、掘り込みは必要なかっ

たのかもしれなL、。

カマド・炉 カマドは、南壁西寄りで確認している。全長260cm(煙道長165cm、燃焼部長95

cm)、燃焼部内法幅55cmと長大であり、遺存状態は極めて良好である。袖部は切石を芯材

として床面に埋め込み、その上に白色粘土を鮎り付けている。燃焼部奥、左袖寄りにはフ

イゴ羽口を転用した支脚が原位置を保っていた。羽口のまわりにはこれを押さえるための

粘土が認められる。煙道部は、藍外を17むの上り伺配で幅40---50cm、長さ約110cmに掘り込

んでいる。煙道部内壁~天井部には、袖部で用いている粘土より幾分黄味の強い粘土を架

構材として使用している。内側に面した壁は火熱で硬化著しし」天井部がそのまま落下し

た部分が多いが、使用時の状態を保っている簡所では、横断面形がカマボコあるいは両凸

レンズ状を呈し、その内側での高さは15cmある。

その他の付属施設 住居南壁東寄りには、奥行き約 1m、幅1.4mの張り出しが存在し、 この

4隅の小柱穴 (P7 ---10)から、上屋を伴う出入口施設を考えることができる。東側の壁

は階段状を呈している。

出土遺物(第138図450.-....-456、141図482e 483、143図M1) 土師器室 (11個体)、 フイゴ羽

口 (2個体)、鉄製品、骨片、鉄棒が出土している。骨片は覆土4層、 450" 452 • 453・
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存続中あるいは
廃棄直後のsn08

口

参争

SQ153傑群

移動後の傑群

同幹礁の移動方向(推定)
0 

第124圏 51 109構築に侍う5Q153磯群の移動

10m 

455 • 456はカマド内出土である。 452、454はS1108覆土出土の破片と接合した。 454は、

口縁部から体部の 1/3が欠損しているが、土器の形態なと、からこの部分に把手が付され

ていた可能性もある。 M1は、断面方形の棒状鉄製品である。

S I 113 (第125、126図、図版46)

位置 e確認状況 J L " J M56 0 57グリッド、第誼層大湯浮石層で検出した。

形態@規模南北長4.g，.._，5.1m、東西長3.3---3.7mのやや歪つな隅丸長方形を呈する。主軸方

位はN-270-Wを示す。

覆土 4腐は黒褐色土と大湯浮石粒子@小ブロックを半々の割合で混合している。 5麗中には

炭化材を多く含んでいる。材の中には少量の萱が混じっている。

床最盛 第V層中を床面とし、平坦ではあるが竪く締まってはいない。床面積は14.9rrfであるO

援は斜めに立ち上がり、最高38cmある。

壁溝 e柱穴 いずれも確認できなかったG

カマド e炉 カマドは南壁西寄りで確認した。原位置を保つものは、支榔と左袖の石のみであ

る。全長140cm(煙道長100cm、燃焼部長40cm)を測る。煙道部は、壁外を140

の上り勾配

で、溝状に約60cm掘り込んでいる。上部材は、その崩落土から類推できる。支脚から壁際ま

では大湯浮石粒子と地山粘土の混合土(5層)、壁外は粘土 (2・4層)で架構していた
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ょうである。後者の粘土は火熱で明赤褐色に変色 e硬化している。

出土遺物(第139図457• 458、142図S297) 土師器輩、鍋、砥石、フイゴ羽口、鉄棒が出土

してしもo 457は、底部破片に木葉痕が認められる。 458は、比較的薄手で焼成の良好な錨

形を呈するものであろう。

S I 114 (第127図、図版47)

位置@確認状況 J 161グリッ人第E層面で検出した。住居東壁を SD105溝状遺構が切っ

ているO

している。

形態 e規模東西 e南北長ともに 3"'-'3. 2mの隅丸方形を呈するO 主軸方位はN… 30-Eを示

覆土覆土は第V層土と酷似しており、壁、床面検出は困難を極めた。

床 e壁 第V層中を床面としており、貼床なども認められなかったことから、面として明穫に

床を把えることはできなかった。床面積は8.9rrf、壁高は22cmを測る。

壁溝・柱穴壁溝はない。柱穴は西壁中央でP1を確認している。ただし上述のような床面の

状態からすると、両者の有無を含めて不明と表記した方が適切かもしれなL、。

カマド e 炉南壁西寄りで確認している。カマド構築には切石(あるいは埠か)を多用してい
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第 3節平安時代の遺構と遺物

るが、袖部は完全に失われている。全長は120cm(推定煙道長65cm、燃焼部長55cm)を測

る。煙道部は、壁外をU字形に10
0

の緩い上り勾配で!福46cm、長さ60cm程に掘り込んで、い

る。右側壁には切石を埋め、天井部も幅35cmの同質の切石を乗せた、いわば石組である。

出土遺物(第139図459---462) 土師器蚕 (6個体)、フイゴ羽口、鉄棒、流失淳が出土して

いるo462は、土師質ではあるが、器種不明の製品である。胎土lこ粒径のやや大きい砂粒

を多く含んでいる。

S I 115 (第128、129図、図版48、51)

位置@確認状況 J J60グリッド、第直属大湯浮石層で、径約4.5mの黒色円形を呈するプラン

として検出した。

形態@規模東西長3.4---3.8m、南北長 3---3.2mのやや歪つな隅丸方形を呈する。主軸方位は

N-50-Wを示す。

覆土炭化材、焼土の多くは4層上面で確認されている O

床@壁第V1I層地山上面を床面としており、同層をほとんど掘り込んではいない。床面積は

9.2nfある。確認面からの壁高は、最高で60cmあるO 壁が斜めに立ち上がっているのは、

掘り込み面の地擦が柔らかく、住居廃棄後3層土が流入する時点かその臨前に崩れが生じ

たためと考えている。

壁溝 e柱穴 いずれも確認できなかった。

カマド@炉 カマドは南盛西寄りで確認している。カマド中軸線 (N-1660-W)は、周壁に

対し直交するのではなく、煙出し部が西に偏している。全長は135cmで、火床面奥に位置

する立石 (S1 )が支脚であるとすると煙道長60cm、燃競部長13鑑となるO 燃焼部は掘り

方を伴う。袖部などは原形状を留どめていないが、崩壊した五や堆積土からある程度の復

元は可能である O 袖部はおそらく石を主材とし、大湯浮石粒子に黒福色シルト質土を混ぜ

た土(3層)で講築している。度外に約55cm張り出させた煙道誌は250([)上り勾置を主主す。

その天井部には、粘土 (4.. 8層〉を以て架議していたようである。平語的iこ確認はでき

なかったが、カマド 9層は、砂質粘土が赤変硬化している笛所であり、向層で挟まれた簡

を煙出し部(点線で推定)と見ることができるc

出土遺物(第139図463，...__461、142図S298) 君主曹、器壷 1点、土磁器護 (6個体〉、把手付土

器 2点、砥石、フイゴ羽口、歯・骨片、鉄棒が出土している。把手付土器はカマド焚口、

歯 e 骨片は燃焼部の焼土中の出土であるO 把手付土器 (465・466)には、中実と中空の 2

種類の把手が認められる。 S298は、大形の砥石で長さ21cm...重量3.6kgある。
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1.亦潟色(lOYRl.7/1) 
4 亦!H色i7.5YR1.7/1J
7. 品、!日色 12.5YR7IJ

(第13u，...._，132図、図版49-----51)S i IIO 

J L .. J M59 e 60グリッド、第盟層大湯浮石面で検出した。位置@確認状況

東部長5.2.-._，5.4m、南北長 5，...._，5.2mの隅丸方形を呈するO 主軸方位はN-7
0

-

Wを示す。

形態@規模

覆土中位(2---4層上面)で数多くの炭化材を確認できた。西壁部では横倒しとなってい覆土

る壁板材5枚と、これらのおさえをなしていたと考えられる横木(長さ 110c郎、幅5"-'8 crn) 

を検出している。この板材直下では多量の炭化麦と思われる種子を確認した。炭化米も混
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Si ii5竪穴住居跡カマド第i29図

じっている可能性は高いが、種子伺定の結果ではムギ類だけのようである(第11章科学的

分析参照)。北東。北西隅では立ったままの壁板材が確認され、材の配置はAill区S119 

北東隅における配震と同様である。その他多数の板材、角材などを見いだしているが、細

片化著しくこれ以上は言及できなし1。また覆土中より多量の鉄棒も出土している。

第V層下面を床面としているが、小さな凹凸あり、貼床を施していた可能性がある。e 壁

床面北東部では方形様に区画され、床面が一段低く (10cm前後)なっている。この面は第

四層地山上面である。また床面ほぼ中央部に掘り込まれている土坑 (P5)は、本住居に

伴う施設である。床面積は24.6niである。壁高は、最大{直で、64cmを担IJる。

壁溝は南東隅を除いてI11高20'-"30cm、床面からの深さ 8，-.，20cmで巡っている。柱穴
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は西壁両隅部 (Pl@2)と南壁中央部 (p3 ほぽ中央部 (p品) している。

カマド@炉 カマドは東壁北寄りで確認している。全長185cm(推定煙道長120cm、

cm)、燃焼部内法幅50cmで、全体の形状は直線的ではなく、南に開く緩い弧状を呈してい

る。燃焼部は一段下がった床面上にある。袖部は、主に白色粘土を、煙道部は地山粘土と

思われる黄味の強い粘土を用いている。煙道の一部では赤変 e 硬化した粘土がアーチ状に

していた。白色粘土にはスサが混ぜられている。左袖には五が補強材として使用され

ている。カマド内から炭化米が得られているが、焚口部で集中的に認められる。炭化米出

土層住は、火床面直上であり、この上にカマド崩落粘土が乗る。カマド煙道部内において

は骨片が数点見つかっている。床面ほぼ中央部には径35cmの焼土面が検出できるが、炉と

なりうるのか否かは不明である。なお、焚口部の炭化米は約3.6合分あり、重さにして約

185 g、推定粒数は26，000粒となった。

その他の付属施設住居東壁南寄りには奥行き60，..._，90cm、幅130cmの張り出しが存在する。確

認状況では本住居に伴うと考えることができることから、位置的にも出入口の施設として

把えることができょう。

出土遺物(第140図468----474、142図S299，..._，143図S301) 土師器護 (12個体)、把手付土器、

砥石(3点)、フイゴ羽口、炭化米 e麦、骨片が出土している。 469e 47い473e 474は、

カマド内出土であり、 470は、 S1 107覆土出土の破片と接合した。

S ! 119 (第133'-"'135図、図版52)

位置@確認状況 J K .. J L 70.. 71グリッド、第亜層面で検出した。遺構の北 e東半は調査区

外となっている。

形態命規模確認できる長さは、東西で、4.旬、南北で4.2mの隅丸方形である。卦由方位はN

;) 0_  Eを示す。

覆土 7層は大湯浮石粒子を多量に含み、壁際を帯状円形に巡る。

床@壁床面は第溜層を僅か掘り下げたレベルにした後、同面がここでは段丘磯が多く凹凸し

ていたためであろうか、 2枚の土 (8e 10層)を貼って完成させている。 10層赤黒土を部

分的に貼る。この持点、ではあまりたたき締めていな ~ìO この上に 8 層土を敷く。用土は、

大湯浮石粒子 a同小ブロック@地山粘土 a赤黒土@小砂利をそれぞれ誌ぼ均等量混ぜ、

き固めるようにしている。 同上面はカチンカチンの状態である。また床面北側には礁が集

中している筒所が認められる。断面観察では床面を掘り込んでいるように見えたが、これ

を平面的には確認できず、本住居との係りを含めて、不明と言わざるを得ない。

は、西壁北側で、最高75cmである。
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壁溝@柱穴壁溝は調査範閣内ではぼほ30，...._，40cml編、深さ 6，...._，10cmで確認できる。柱穴は南西

隅でP1を検出している。

カマド・炉 カマドは、南壁西寄りで確認している。燃焼部から焚口に栢当する位置にはこの

~ 188 
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25. ，'.1.¥1/.)色 7.5YR ~1 
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.tgr，品色 7.5YR::i

m 

第134図 51 119竪穴住居跡カマドA

カマドとは異なるカマド様の遺構も存在する。ここでは前者をカマドA、後者をカマドB

と仮称し記していく。常識的に考えればカマドBは、カマドAの一部を破壊して構築して

おり、先後関係、は明白である。ただし両者の位置関係、構築法@形状から他の住居カマド

と同一視できない性質を有していた可能性が高い。

カマドAは、全長190cmで、ある。径約70cmの円形を呈する火床面には、径15cmの土姉器

警が倒立している。火床面上における土器の位置@状況から支脚とは考えにくく、埋護の

ようである。護の上には長さ37cm、厚さ10cmの切石(砂岩、加工痕明瞭)が乗っている。こ
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の部分より奥の煙道部は、遺存状態良好であ

る。壁溝を埋め、壁外に200
の上り勾配で90

B cm程掘り進める。架構材に白色粘土を用いて

いるが、竹(おそらく笹竹、径 7mm前後)を

骨材とし、粘土を貼っている。煙道部全体が

このような構造をしていたのかは不明である

が、少なくとも原位置を保っている側壁での

観察では、煙道部長軸方向に並行させるよう

に竹を密に並べていたことが、硬化した粘土

材に遺された凹みで知ることができる。この

竹材に直交する方向の材の有無は明らかでは

ない。天井部は確認できなかったが、アーチ

→ D 形あるいは台形様の横断面形をしていたので

はないか、と考えている。向じような竹材を

用いている S1 101カマドも同様な構造を採っ

ていたと想定できる。

カマドBは、本体である白色粘土部分がど

れだけ破壊@削平されているのか分からない

が、現況では長さ(奥行き)60cm、rlr語70cmの

北側に焚口をもっ馬蹄形を呈している。内側

第 4主 A I • 1I Iぎの剥告の記録

H=198，200m 

Hこ こ 198‘400m

C←一

m
 

ハHb

↑
 

戸
μ

-oF 

の壁は硬化している。白色粘土で図まれた内

側底面には、フイゴ羽口が立ち、この上に長

第135図 51 119竪穴住居跡カマドB さ27cm、厚さ 5cmの平らな河原石が量かれて

。 1 m 

いる。覆土は、黒褐色を呈しているが、全体の2O，...._， 3 0 %の割合で砂鉄が含まれ、サラサラ

して締まりもあまりなV¥O馬蹄形部分の前面には焼土、炭化物、カマ FA同様の切石が立っ

た状態あるいは横倒しの状態で検出されている。石はいずれも強~¥火熱を受けている。

その他の付属施設住居南壁東寄りには、奥行き"r幅約1.2mのじ字形を示す張り出しが認め

られる。この部分は150

前後の緩いスロープとなっている。出入口の施設と考えることが

できる。

出土遺物(第140図475..476、141図484.. 485) 土師器護(5個体)、フイゴ羽口 2点が出土

している。 した 4点はし、ずれもカマド内出土である。

一一 lHO



第 3節 ~I乙安時代の遺構と造物

S I 120 (第136図、図版53、54)

{立寵 e確認、状況 J K .. J L52.. 53グリッド、第璽層大湯浮石田で検出した。西壁で SX133 

畑跡と重複しているが、その先後関係は不明である。

形態@規模 東西長 4--4.3m、南北長3.8mの南辺がやや長い隅丸方形を呈する。主軸方位は

N… 130
- Eを示す。

覆土 4 .. 7層は大湯浮石粒子を主体とする土層である。覆土中位には炭化材が認められる。

床@壁 第V層中を床面としており、部分的に貼床されているが、特に堅く締まってはいなし'0

床面積は14.8rrl、壁高は最高38cmである。

壁溝@柱穴壁溝はない。柱穴は壁際隅にP1--4、床面中央北側にP5 • 6が位置している。

どのように組み合わされるのであろうか。

カマド@炉 カマドは東壁南寄りで確認している。袖部などは完全に崩壊している。全長190

cmで、あり、煙道部は、壁外を 8
0

の緩い上り勾配で、溝状に100cm掘り進んでいる。カマド崩

壊土から、袖部は大湯浮石を含む黒褐色シルト質~砂質土と白色粘土を用い、煙道部は袖

部より幾らか粘性の強い土(1層)を利用している。火床面は平坦な住居床面をそのまま

使用している。カマド内から骨片と炭化米が少量確認されている。

床面中央北側には長さ30cm足らずの焼土面がP6に切られる形で存在する。この北側に

も2箇所で焼土の広がりが認められるが、これは床面よりやや浮いているものである。

出土遺物(第140図477・478、143図 S302) 土師器護 (4個体)、砥石、フイゴ羽口、鉄棒

が出土している。 477..478はカマド内出土であり、 477はS1115覆土出土の破片と接合し

た。砥石 (S302)は石英質の石材を用いている。

(2) 土坑 (第144........146図、図版54、55)

第班層大湯浮石層上面で、確認した平安時代の土坑は、 AII区の12基である。 AI区では検出

されなかった。各遺構のデータは以下のとおりである。

遺構名 出土位置 背3 態 規模(cm) 深さ(畑) 遺 物・備 考

S KI03 J J 64 楕円形 200X 110 15 焼土、鉄搾、流失淳、窯壁を合む

S K124 J K56 楕円形 125X80 12 覆土中に離を含む

S K128 J L69、70 隅丸方形 105x95 22 

S K130 J K54、55 不整円形 190X 170 15 土師器襲、底面凹凸あり

S K131 JL、M53 台形 290X210 25 土師器謹、縄文土器、底面出凸あり

S K132 J M54 円形 140X 130 12 土日雨器費、鉄律、坑成面に径61)cm、

探さ23cmの士坑あり

S K137 J N63 楕円形 125X 105 35 

S K138 J N63 楕円形 110X65 12 焼二上、鉄棒を合む

S K139 J L58 円形 70X65 25 土師器翠

S K140 J K60 円形 50X50 8 

S K141 J K60 円形 65X55 20 フイゴ羽口

S K154 J L55 円形 50X45 6 炭化材(表皮)、藁灰、焼土
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第 3節平安!時代の遺構と迫物

440 

1 
442 

444 
440・441: SIl01 

442--447 : SIl06 

咽~楠~芦~-宅三=-司箇-

第137図 A 1 • n区 遺構内出土遺物 (27).土器(13)
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第 4章

448 

451 
449 

453 448 : SI107 449: SI108 450~456: SI109 
(452・454はSI108と接合)

455 

第138図 AI・E区 遺構内出土遺物 (28)・土器(14)
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第 4章 A I • n肢の調査の記録

468 
469 

470 471 

しJ
473 

475 

476 

4
 

468~474 : SI 116 
475・476: SI 119 
477・478: SI 120 

477 

第140図 A1 . II区 遺構内出土遺物 (30)・土器(16)
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第 3節平安時代の遺構と遺物

~IU 

凶l¥~ J 
486 ~ 

4一一回九

恥ゐ

480 : SI 107+SI 115 484.485: SI 119(カマ F)
481 : SI 108 486 : SI 120 

日間分
第141図 AI・夏区 遺構内出土遺物 (31)・フイゴ羽口



第4章 A 1 • II区の調査の記録

S295 : S1107 S298 : 51115 S299 

S296 : S1108 S299・SI116
9 10，cm 

S297 : S1113 S300 . 

第142図 A1 . H区遺矯内出土遺物 (32)• m石(1 ) 
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。

o 
S302 

10cm 人¥ベ長:
S30l : SIl16 

S302: SIl20 

S303 : JP56 

第 3節平安時代の遺構と遺物

回

。diω)

。 5 cm 

第143図 A 1 • 1I区 遺構内出土遺物 (33)・砥石(2 )・鉄製品・窯壁

S Kl03は、確認面及び覆土中の焼土、鉄棒、流失棒、窯患の分布から、製鉄関連の遺構と

考えることができるo S K138もSK103と平面形状が類似し、焼土、鉄棒の出土から同種の遺

構と見ることができるかもしれない。また遺構としては確認できなかったが、 S1116西隣の

J N60グリッド第百層の一角から多量の鉄棒が検出され、ここにも製鉄関連の遺構が存在して

いた可能性がある。

S K137. 138の周りには、両遺構を方形に囲む 4本の柱穴が存在する O この点については掘

立柱建物跡の項でふれる。

S K 138は、壁ー底面に砂質粘土が部分的に認められる。この面が焼けており、鉄淳を窪か

に含んでいる。この粘土は、竪穴住居カマドに用いられている白色粘土に似る。

S K132坑底面には径60cmの円形を笠する小さな土坑が掘り込まれている。この土坑には炭

化材が認められるが、 SK132に伴う掘り込みであるのか、 SK132より!日い土坑となるものな

のか明らかではなL王。

S K154では、木材の表皮を主とする炭化材を覆土 1層下面に認めている。この材の下には

藁灰様の炭化物を確認でき、更にこの下に薄い焼土が広がっているO
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A 1 • II区の調査の記録
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第 3節 平安時代の遺構と遺物

⑬ 

51109 

もミゴJ

P 2 (-19) 

P 3(-57¥ 

P 1'-26 
0 

P 81-17) 

o 

P 5H1i 

第145図 5K 103・137イ 38土坑、 58184掘立柱建物跡
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第4章 A 1 .証区の調査の記録

0-ー『 一一ベコ

SK154 (1層下面)

ひ且=197司900cm 一一-0

l.!阜、潟色llOYR%i炭化付を争く{!;tJ
2. !.I.¥色(lOYR1.Y，).j;U灰府
3. !.I.¥iIJ色(lOYRHi焼土を合む

V層

第146図 SK 154土坑

(3) 掘立柱建物跡 (第145、147図)

AlI区、第直属大湯浮石層面では、径20，......，40cm程の柱穴を数多く検出している。この内、柱

穴配置のうえで掘立柱建物跡となるのではなliかと考えている遺構を 3棟抽出している。ただ

しこの 3棟は、昭和57年調査において 1棟確認している SB075のような、それ自体独立した

掘立柱建物ではなく、土坑@鍛冶遺構に伴う上屋施設あるいは、竪穴住居跡と一体化した建物

であった可能性をもっO なお、 SX110鍛冶遺構に伴う上屋と見られる SB 111掘立柱建物跡は、

鍛冶遺構の項で記述する。

S 8184 (第145図)

J N • J 063、64グリッドでSK137・138土坑を囲むように配されている建物を確認した。

建物を構成する各柱穴は、径30cm前後の円形を呈し、深さIト 57cmで、あるO 柱間距離は、 P1-

2で3m、P2-3で、2.2m、P3-4で2.65m、P4-1で2mとなる。

この 1x 1間の建物は、その位置関係と、周辺の柱穴から、北側に占地している S1 109竪

穴住居跡との密接な関係が窺えるO 建物北(南)面の桂筋は、霊穴住居南壁に平行し、西面の

柱筋を北lこ延長すると竪穴住居南西稿柱 (P12)にあたる。南部柱筋の東3.3出先に位置する

P5は、竪穴住居東壁際の 2本の柱穴 (P10・11)柱筋を南側に延長した線上にのる。これら

のことから 1x 1間の建物が竪穴住居に付設していたか、あるいは竪穴住居南壁隅柱 (P11 • 

12)と建物南面隅柱 (P4.5)を4隅とする竪穴住居に棟続きの建物であった可能性もあるO

後者の場合、建物の柱間距離は南面 (P4---5)で約6m、西面 (P4，.._， 12)で4.7m、東

面 (P5 '"'-'11)で4.9mとなる。
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第 3節平安時代の遺構と違物

:P 1 (ー34) P 2 (-53) 
P 3 (-51) 

丘込 ， 。
(-11) 

(-42) 5K128 。 。
'一

WP4ト20)。
。
( -18) 

¥-16) 
{白29) 。。

58185 P 6 (-29) P 5 (-35) 

ト32) ( -11) 。 。 。
4m 

第147図 58 185掘立柱建物跡
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第4章 AI.rr区の調査の記録

S 8185 (第147図)

AII区北東部、 JK " J L68---70グリッドで確認した建物である。遺構の東側が調査区外と

なるため、更に東に延びる建物であったかもしれないが、現視では南西隅柱を欠くものの 2X

2間の総柱建物と考えている。各柱穴は径20---35cmの略円形を呈し、確認面からの深さは20---

55cm (平均41cm)である。柱間距離での規模は、北面 (P1---3)で6m、南面推定で7.1m、

東面 (P3---5)で6.8m、西面推定で、6.9mとなる。

本建物の柱穴配置は、前述の SB184のあり方に似る u すなわち、建物北面の柱筋は、北側

に占地する S1119竪穴住居跡の南壁と平行し、西面P7 1を結んだ軸線(第147図、点線で

指示)は、住居西壁軸線と合致する。また建物北西隅に位置する SK128土坑を中心として考

えれば、 SB184とSK 137 • 138の関係、のように、土坑に伴う上屋のような配置とも想定でき

る。

(4) 鍛冶遺構SX110.S8111 (第148、149図、図版41、56---58)

J J • J K57 • 58グリッド、第E層大湯浮石層面で長さ約 4m、幅約 2mの範囲に鍛造薄片

(スケノレ) .鉄棒などの分布を確認した。この範囲内には浅い窪み(深さ 2---6 cm)が数箇所

(ア~キ)あり、ここにスケjレ@鉄棒が特に集中している。ア、イでは鉄棒、ウ~カではスケ

ルが主であり、キは両者が集中している。キの中には流出津も混在する。この分布範屈の中央

北側で南に開く半円状の還元@変色した粘土帯が 3、4条ある。鍛冶炉 (SX110)本体は、

この粘土帯の中に位置している。規模は、確認面で、の口径30---35cm、底径は18---20cm、炉底ま

での深さ25cm前後の逆円錐台形を呈する。炉体は、地山土に大湯浮石粒子を混ぜた粘土を主と

しており、側壁の粘土は還元しいてる。炉体から南側に向かつて幅15cm前後の溝が切られてい

る。炉下部には長さ95cm、幡55cmの平面長方形を呈する掘り方が存在する。

炉の局留には径25----30cmの柱穴が10儲確認で、きる。この内 Pl---6については炉を方形様

(平行四辺形)に囲うような建物 (SB111)となる。スケノレ@鉄淳の分布範囲はこの建物内に

収まっている。柱間距離を見ると、北面 (P1--3) ..南面 (P4----6)で3.45m、東面 (P

3-4)で3.35m、西部 (P1 6〉で、3.3Eを計測する。確認留からの深さは25cm(P 4 ) 

'"'"'45cm (P 6 )となる。各柱穴には大湯浮石粒子を比較的多く含んだ黒褐色土 (10YR 2/2 

，-...， 2/3)が充填している。混入物としては、一様に炭化物を少量含んでいるが、焼土粒子、

鉄浮などは殆ど認められなl¥0 P 10は炉を切っている柱穴である。

S Bll1は、北面柱筋が北側の S1 107竪穴住居南壁に平行しており、両者の同特性を窺い知

ることができる。これは、 S1 109竪穴住居跡と SB184擁立柱建物跡、 S1 119竪穴住居跡と

S B185掘立柱建物跡のあり方と共通する。
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1. J.f.\潟色 (~.~X !3-?~)軟らかくしまりなし、スケル・鉄t宰を少 Ht含む
2.赤黒色(2.5Y託1・J{)紋子調1Iかし旬、しまりなし
3.赤黒色(2.5YR'・]1)微細な炭化物の集合体か、 2との境は漸移してレる
4. 黒褐色(lOYRY，)還元化した浮石村 fを多1主に含む、池山ニl:a合まれなし。 4'にlよ焼土救
了ーも含む、 4勺こもlJ'[土粒子が含まれるがしまりやや欠ける
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第150図 SN 147・204焼土遺構・ SQ146配石遺構

(第150図、図版55)焼土遺構(5) 

焼土遺構は、 AI区で 1墓、 A耳区で 1基の計 2基を確認している。いずれの遺構とも土器

類の遺物は検出できなかった。

(第150図、図版55)S N147 

ATI区-JL70グリッド、第E層大湯浮石層で薄い焼土の広がりとして確認している。長軸

1.65m、短執1.2mの "JfI 字形を呈する。形態的には北端部を煙出しとするカマドのようで

もあるが、南側に続くであろう竪穴の掘り込みなどは確認できなかった。

(第150図)S N204 

AI区-J T77. 78グリッド、第IV層で焼土の広がりを確認している。確認面での径1.1"'-' 

1.2mの略円形を呈している。土坑の様に明確な掘り込みをもつものではないが、覆土中にも
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焼土粒子 eIJ¥ブ、、ロックを比較的多く含み、大湯浮石粒子も少量ず、つ含まれている O

(6) 溝状遺構、柱列 (第114、151図、図版58、59)

A 1 " II区で確認している溝状遺構は、登録番号を付した数で15条ある。ただしAIIIXSD

134.. SD143とAI区SD201、AII区SD102とSD104、及びAII区SD118とSD121はそ

れぞれ一連の溝であることが明らかとなり、遺構数は11条となる。遺構確認面は、第E層大湯

浮石層面である。 S D105覆土より土師器護破片、鉄淳が、 SD142.. 149覆土より土師器警破

片が出土している。

S 0102 • 104 (第151図、図版58)

AII区S1101竪穴住居跡及びSN103焼土遺構の西~北側 (SD 102)、更に南側 (SD 104) 

を囲むような位置で確認している。検出の状況から両溝は連絡していたものと見ることができる。

S D102西辺の長さ11.8m、北端で東に折れその長さ3.2mである。幅20---25cm、深さ15---25

cmであり、南端部が柱穴様を呈しその深さは27cmを測る。 SD104は確認できる長さ3.4m、幅

25cm前後、深さはlOcm未満の数値である。溝東端部は倒木痕により撹乱を受けており、以東の

確認はできなかった。

本溝の配置は、 S1 101竪穴住居跡と SN103焼土遺構を取り囲む、板塀などと考えられる区

画施設の存在を想起させるのに十分な条件を充たしていると言える。

S 0105、S0149 (第114図、図版59)

AII区東端部、 J1ライン上で南北方向に延びる 2条の溝を確認している。両溝は20cm前後

の間隔をもって平行しているが、 S1114の東側で重複しており、 (1日)S D149→(新) SD 

105となる。 SD105はS1114東壁をも切っている。 2条の溝の南端部は、倒木痕による撹乱

や竪穴住居跡 (S1 106)との重複により不明瞭であるが、北端部では東に折れるようである。

これは SDI02、SD104の在り方に似るものがある。

S D105は、確認している長さ約12m、幅25cm前後、深さは 5--15cm、SD149は長さ約16m、

i福40cm前後、深さは15，.....，35cmを測る。

S D118ぺ21 (第114図、図版53、59)

AII区南側、 JLライン上で南北方向に延びる溝を検出している。確認できる北端部は S1 

116南壁部分にあたるが、両者の新!日関係は明らかにできなかった。その南側では S1 113、S

X133畑畝跡と重捜しており、溝は前者に切られ、後者を切り込んで構築している。

その長さ約36m、幅15"'-'25cm、深さは10cm未満で、ある。

S 0122 (第114図)

AII区南西側、 SX133焔畝跡西側でほぼ南北方向に延びる溝を確認している。南端は緩や
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第4主主 AI.n区の調査の記録

かに西に曲がり SD134tこ吸収される。確認、時の状況では、 (1日)S X 133→ S D122→ S D134 

(新)となる。

確認できた長さは約17m、幅20cm前後、深さは20""""25cmを測る。

S D 126 • S A 129、SD127 (第151図)

AII区北側で、南北方向の SD126と北端部でこれに直交する東西方向のSD127を確認した。

両者の新!日関係あるいは同時性の有無を明らかにはできなかった。

S D126は、確認できる長さ約18.5E、幅25.-_，35c虫、深さ15，--20畑、北側で枝分かれし 2条

となってSD127に接続する。枝分かれした溝間と、溝底面には浅い柱穴が認められる。

SA129柱列は、 SD127溝東側に等間隔に並ぶ5本の柱穴列である。配置状況から SD127 

と一対をなしていた施設と考えることができる。柱列は南北方向に延びるが、直線的と言うよ

り幾らか東に求心するような緩い弧を描く。柱穴は北端のP1を基点に、 P2，..._，P5の柱聞が

それぞれ3.6m と等し ~'o P 1-P 2間は14.4m開いており、精査によっても柱穴は確認でき

なかったが、ちょうど'3.6郎等間で 3本(第151図の輔印)の柱穴が納まる距離である。 P2 '"""-' 

P5は筏25'"""-'30cmの略円形を呈し、確認面からの深さ23cm(P 2) '"""-'40cm (p 4 )を測り、深

くしっかりした掘り込みである。南端のP5の存在から溝は失われているものの、少なくとも

S D127は、長さ25mの規模を有していたことになる。周溝を南側に延長させると前述した S

D122の軸線上にほぼ乗る。

S D127は確認できる長さ約8m、幅25cm前後、深さ 5'"""-'15cmである。溝両端部とも更に延

びていたと考えられるが、平面的にその確認はできなかった。ただしAI区S1207 (縄文時

代の竪穴住居跡、第11図参照)の土層断面観察により、第彊腫大湯浮石層を掘り込み面とする

溝状の落込みを確認しており、位量@層位から、これがSD127の東側延長部である可能性が

高い。また第班層上面精査時に撮影した航空写真を読むと、溝東端部はA聴区との境である段

丘窪下端、 KD69グリッド杭まで延びているようである。この位置は、標高差にやや難はある

もののAill区SD06 • S A09の延長線上に当たり、両者が連続した一つの施設であった可能性

を指摘できる。この場合、 SD127東端と SD06西端を結ぶ直線距離は、約96mとなる。

3 0134e143S261 〈第114図、図版53、59)

AI---All区西端に位置し、 A盟区と画する段丘崖線とほぼ平行するように延びる溝を確認

した。北側の一部では溝がこ重となり、南端は調査区外に続く。部分的に途切れるが確認でき

る長さは約132m~こ及ぶ。 111高40cm ・深さ10cm前後を平均とするが、おおよそ73ライン以北では

幅15........30cm、63e 64ラインでは幅60cm前後、深さ15----20cmの数値を示している。

S D142 (第114図)

AII区、 JJ .. J K60，......，62グリッドで確認できた南北方向に延びる溝である。同じ南北方向
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を指す溝でも SD105、149、118-121とは軸線方向が異なり、北側が幾分東に振れている。確

認できる長さは約 6m、111高20cm前後、深さ15......，25cmを測る。

S 0200、S0202 (第114図)

AI区で検出したおよそ東西方向に延びる溝である。 SD200は確認できる長さ約30m、東

端は調査区外である。幅20'"'-'35cm、深さ10cm前後を測る。溝の30cm程南側には、 3箇所で径20

---30cmの柱穴が認められる。 SD127に伴う SA129のようには連続して確認できなかったので、

独立させた遺構として扱わなかったが、柱穴の深さ20'-"'30cmで、溝のそれよりも深い。

S D202は確認できる長さ約 7如、 111高@深さはSD200に近似する。

両者が同一の溝であるのか、更にこれらと直交方向に位置している SD 201 (S D 143)と連っ

ていたのか、三者の交錯する区域 (KG"KH79グリッド周辺)を精査しでもこれを明らかに

することはできなかった。

(7) SX133畑畝跡 (第152図、図版59)

AII区南側、第E層大湯浮石層面で多数の溝状を呈する黒色@黒褐色土の落込みを確認し、

畑の畝跡と想定している遺構である。遺構確認面と重複する平安時代の溝との係りから、少な

くとも SD121 e 122溝よりは古い時期の遺構であるに間違いはなt¥o また繍の土坑SK131 • 

132とも重複し、これらにも切られている。一方溝どおしの重複もあり、複数期にわたるとも

考えられる。溝の覆土には一様に大湯浮石粒子が混入している。

遺構は、おおよそ南北22m、東西10'-"'16mの範囲内に橘20，.......，30cmの溝が東西方向に並んでい

る。溝の幅、すなわち畝幅は約50'-"'60cmで、ある。それぞれの溝を子細に観察すると、その輪郭

は直線的ではなく、あたかも団子を串で刺したようなラインを描いている。各溝の深さは10cm

未満であり、その底部は第rv..v層上国に収まる。溝覆土中より鉄棒が出土している。

平安時代の畑跡は、山形県米沢市柿の木遺跡、岩手県九戸郡軽米町毘角子久保VI遺跡などで
(註 1) 

も確認されている。柿の木遺跡では、約40本の畝跡が整然と配されている。畝!隔は85'-"'115cm

で、 「約90cmを単位とした耕作間隔が予想されJ、畑跡の「おおまかな面積は240rrfから300rrf

をなすものjと考えている O 畝の溝内出土遺物から、畑の構築年代を「平安時代初期頃」に置

いている。自角子久保VI遺跡ではプラント e オパール分析を実施し、イネーヒヱ e アワが栽培

されていた可能性を指摘している。
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第152図 S X 133畑敵跡



第 4節小結

第4節小結

A 1 .. n区の調査では、縄文時代と平安時代の竪穴住居跡などの遺構が多数検出され、縄文

時代の遺物が多量に出土した。今これらについて少しまとめておきたい。

1 縄文時代前期の竪穴住居跡について

検出された35軒の縄文時代前期の竪穴住居跡の大部分は、その形態や柱穴配置、規模などに

よって以下のA---Gに分けることができる。

A類:隅丸長方形あるいはこれに近い楕円形を呈し、 2本主柱が壁から離れている。床面中央

部のくぼみ部が地床炉と考えられる (-S1205・207.. 211 .. 231 • 237)。

B類:円形を呈し、 2本主柱であるが、主柱が壁から離れているもの (-S1210. 175A)と、

壁際にあるもの (-S1223" 224A" 224B "212A" 215A" 215B)がある。地床炉と考

えられるが、明確でないものもある。

C類:円形か円に近い楕円形を呈し、 4本主柱である (-S1 173A・173B・173C.. 213B .. 

156)。炉の形態には地床炉 (-S1 173B・173C・156)と、土器埋設炉 (-S1 173A .. 

230)がある。

D類:円形かこれに近い不整円形を呈し、 6本主柱である (-S1213A)。地床炉と考えら

れる。 E類:楕円形を笠し、 8本主柱で規模が大きい (-S1 152_l¥ -152B) 0 2.-..-3簡

所の地床炉と考えられる O

F類:小さな円形か構内形に近い円で、床面中央部に 1本主柱がある(-S 1 218 • 228 .. 175 

B • 168 • 170)。炉は不明である。

G類:その他、どの類に入るか判然としないもの (-S1162. 165・222• 233 .. 234)。

このように分類された竪穴住居跡は、全く同一時期のものではなく、時間的に異なる竪穴住

居跡がその規模や柱配置を異にして表出されたものと考えられる O そして各々の竪穴住居跡の

時期は、そこで使用された土器などの遺物によって決められるものであるが、 A1 .. II区で検

出されたそれらの多くは、時期を決定づけるような遺物の出土状況を示していないものが多い。

しかしここで、個々の住居床面や覆土中から出土した土器や住居の局辺から出土した土器によっ

て、各々の住居跡の擁ねの時期を求めることができると考えられる。以下に、 A1 e nから出

土した土器の編年上での位置を示し、いくつかの翠穴住居跡の綜年上の時期を求めることによっ

て、 A1 e 宜区における縄文時代前期の竪穴住居跡の形態や柱配置の変遷を探ってみたい。

A 1 ..宜区から出土した縄文時代前期の土器は、東北地方北部以外の土器の影響を強く受け

たと考えられる数点の土器を除けば、全て前期円筒土器下層様式に属するものである O これら

の土器を含めたはりま舘遺跡全体の前期の土器については、第12章のまとめに少し述べること
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とし、ここでは単に型式名のみを記し、検出された竪穴住居跡の時期を求めてみたい。第 I群

土器 1.. 2類:円筒下層 a式、第 I群土器 4.. 5 b .. 6類ニ下層b式、第百群土器 1類=下層

c式、第百群土器 2.. 3 .. 4類ェ下層 dl式、第H群土器 5" 6 • 7類二二下層 d2式。

検出された35軒の竪穴住居跡でその時期が明確なのは、土器埋設炉を持つ S1 173A 1軒の

みである。 S1 173Aの炉に埋設された土器は第百群 4類土器であり、 S1173Aは円筒下層

dl式期に属するとすることができる。さらに S1 173B • Cについても、 S1173Aが単純に

同じ場所に建て替えたものであるという状況にあることから、 S1 173Aとほぼ同時期とする

ことができる。また、 S1212Aは床面に接するか、あるいは廃棄されてそれ程の時を経ずし

て捨てられたと考える土器が数個体出土しており、それらの土器は全て第 I群4類土器に含ま

れるものである。従って、 S1212Aは円筒下層b式期に属すると考えられる。そしてこれに

先行する S1212Bはもちろん S1 215A • Bも、廃棄されてからほとんど時閣を経ずに埋めら

れて S1 212A • Bの床面になっていることから、 S1212Aとほぼ同時期と見ることができる。

さらにまた、根拠には若干乏しくなるが、竪穴住居跡が廃棄されてから少し埋まった段階の住

居跡のくぼみ中央部に、亜角磯などと共に 1---2個の土器が捨てられたのがS1211とS1 175 

Aである。 S1211の土器は、第 I群 2類と 4類、 S1 175Aの土器は第H群6類の土器である。

従って特に S1211の場合は、そのような土器が床面からそれ程離れていないことから、円筒

下層 a--_， b式墳のものと見ることができると思われ、周囲から出土している土器もこれとほぼ

同時期のものが多い。そしてこのような観点から S1 218 • 228を見れば、これらはほぼ円筒下

層b式期に属し、床面底上から第E群 1類土器が出土した S1152を円筒下層 c式頃に所属さ

せることができるO また、 S1 156の地床炉のあり方は S1 175B " C によく似ている。

以上のことから、はりま館遺跡A1 "立区における縄文時代前期の竪穴住居跡の形態や柱配

置は、最も古いタイプの竪穴住居跡としてA類があり、これがC類やD類に変わっていくもの

と考えられる。つまり、隅丸長方形もしくはこれに近い椅円形を呈し、壁から離れた 2本主柱

のタイフ。から、円形かこれに近い形を呈し 4---6本の主柱穴を持つタイプへの変選と見ること

ができる。 A類は、おそらくは下層 a式期には存在し、これがb式期にも引き継がれ、形を徐々

に円形化して行き、 d式期には 4---6本の主柱穴を持つ形になったと推定される。 B類と F類

のように比較的小さな円形をまして 1，.._， 2本の主柱穴を持つタイプのものは、下層b式期には

既に存在し、 d式期までも継続するものと考えられる。また、 E類のような大型住居跡と呼べ

る規模を持つ竪穴住居跡の、はりま館遺跡内で、の初現については明確で、はないが、下層 c式頃

には確実に存在していることが明らかとなった。

なお、 S1 152A .. B竪穴住居跡の周囲には SQ153とした大小の磯 e 砂利を含む集石遺構が

廻っていた。これは、竪穴住居構築の擦に掘り上げた土砂を住居の溜りに土堤状に盛り上げた
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もので、両者の関係が明確な遺構という形で捉えられたものである。これによって該期の全て

の竪穴注居跡がその外周に主堤状の盛り土部分を持っていたとは限らないが、概ねそのような

状況にあったということができる。

2 AI"II区における縄文時代前期集落の景観について

これら竪穴住居跡の分布をみると、一部単独で存在しているように見える S1210 " 228 e 

170などを除くと、下位関上面の縁辺に沿っていることが分かる。今回の調査区は、 AI.II

区の間に東から入る短小な沢によって分けられているものの、この沢が縄文時代にあっては現

在ほど入り込んでいなかったことは、 S1233や237の存在からも明らかである。また、この期

の竪穴住居跡が今回の調査区内に限って存在するのではなく、 AII区の南東側やAI区の北側

にまで広く分布するであろうことは、その一部を確認しただけの S1 162 .. 165やS1235の存

在を待つまでもない。このことは、 NHK小坂ラジオ中継放送所の建設工事の擦に多くの遺物

が出土したという証言からも明らかである。このため、今回検出された縄文時代前期の35軒の

竪穴住居跡は、少なくともこの倍以上は存在すると推定される竪穴住居跡の一部に過ぎないこ

とになる。従って今回検出された竪穴住居跡の分布をもって未調査であるAII区の東側とAI

区の北~北東側を含めた、はりま館遺跡A1 • II区の縄文時代前期における竪穴住居跡全体の

分布を予測することはむずかしいが、以下のように考えることができるO それは、 A1 • II区

が存在するそれぞれの台地縁辺から35m前後の幅で竪穴住居群が分布し、全体としては、それ

ぞれが半円もしくはt円を描くように分布する、ということであるo そしてそれらの竪穴住居

跡の時期は、後述するように、円筒土器下層様式期にあっても相対的にはAI区側が古く、 A

a区側が新しいと考えられることから、いくつかの時期の竪穴住居跡がそれぞれの位震で重複

はするものの、全体としてはAI区の北側から漸次AII区側に中心が移動していると見ること

もできる。

しかしここで考慮されなければならないのは、 AI区中央北部に広がる捨場の位震とあり方

である O これまで秋田県内で発掘調査が実施された縄文時代前期円筒土器下層様式期の集落で、
(誌2) (註3)

明確な械が検出されたのは、小坂町大師遺跡牧師上ノ山 I遺跡、錦町上ノ山E議長
(前期大木土器様式と混在〉などである。大岱IV遺跡と協和上ノ山立遺跡の捨場は集落の外縁

に当たる斜面(協和上ノ山立では竪穴住居跡にも多量の遺物が捨てられているものもある)で、

大館市上ノ山 I遺跡は台地中央部に形成された鎧小で深い沢であり、 3例共に日常の生活面よ

り一段低し、部分を捨場としてし、る。これに対し、本遺跡の場合は、台地のほぼ中央部に捨場が

形成されている。捨場に残された遺物等に、他の 3遺跡と著しく栢異する点は見いだせない。

一般的には台地の縁辺に沿って竪穴住居跡などが分布する馬蹄形集落にあっては、遺構群の存

在しない中央部が集落の広場として機能したと晃られているO 本遺跡のAI区にあっては、広
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場に当たるべき部分かそれにより近いところに当時の生活面よりも少し高くなる捨場が形成さ

れていたことになり、集落の景観としては陪期の他の遺跡と違っていることになる。

3 平安時代の遺構について

A 1 • II区、第皿層大湯浮石層面で検出した該期の遺構は、竪穴住居跡を中心として、土抗、

掘立柱建物跡、鍛治炉および製鉄関連遺構、溝状遺構@柱列、畑畝跡などである O

本区の検出遺構の特徴は、竪穴住居跡の分布範囲が比較的限定されているにもかかわらず、

重複がないため整然と配置されているように看て取ることができる、と言えることであろう。

しかも、各遺構が単独に存在していたのではなく、種別の異なる遺構どおしが同一時期に併存

していたと想定できる事例も抽出できた。すなわち、

(目撃穴住居跡 e土坑群と、この西端 a北端を画する溝状遺構@柱列 (SD 126 .. 122.. S A 

129、SD127及びSD134. 143. 201、SD200・202の最低2時期) (第114図)。

(2) S 1 101竪穴住居跡、 SK103製鉄関連遺構(土坑)と、 SD 102 .. 104溝状遺構(第151

図)。

(3) S 1 107竪穴住居跡と、鍛冶遺構SX 110. S B 111 (第148図)。

(4) S 1 109竪穴住居跡と、 SK137・138土坑及びこれらの上屋と考えられる SB184掘立柱

建物跡(第145図)。

(5) S 1 119竪穴住居跡と、 SK128土坑・ SB185揺立柱建物跡(第147図)を挙げることが

できる。

(1)の事例については、 A盟区でも確認できており、平安時代の uはりま館H の景観復元にあ

たっての重要な資料の一つであるO また、 Aill区と同一段丘面にあるAIV区検出遺構との係り

もあり、本項では問題点の抽出に留どめ、第12章でまとめることにする O

註 I 来沢市教育委員会 f摘の木遺跡JH米沢市万世町桑山団地造成地内埋蔵文化財調査報告書第 I集J

側岩手県文化掻興事業団埋蔵文化財センタ-w患角子久保田遺跡発掘調査報告書J1988 (昭和63年)

註 2 秋田県教育委員会「大岱IV遺跡Jr東北縦貫自動車道発掘調査報告書斑J1984 (昭和四年)

註 3 秩毘県教書委員会 f上ノiiiE遺跡j f国道183号大館高バイパス建設事業に採る埋議文化財謁査報

告書1J 1錦8(昭和63年〉

註 4 秋田県教育委員会 f上ノ山E遺跡JW東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書nJ1988 (昭和63年)
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第 1館 A蛮区の概要

第 5章 A亜区の調査の記録

第 l節 A車区の概要

Am区の位置と立地、基本層位

A堕区は、広大なはりま館遺跡の東側中央部に位置する。はりま館遺跡の東半部は便宜的に、

比高差 2---4mの上位関上面と下位関上面に分けられるが、 Aill区は上位関上面の北東部に当

たる。この部分は略平坦な面であるが、微視的に見れば北西から南東側にわずかに下降する。

また、調査前は畑地であったために平坦に見えていたが、地山の盛り上がった部分が数ケ所に

存在し、地山上面はなだらかではあるものの、必ずしも平坦ではなt'oAill区の西側は昭和57

年度調査区、南側は同-の面でAIV区に連なっており、東側は 2---4mの比高差をもって一段

低いAII区に連続する。下位関上面の東端からAII区をはさんでA車区東端までは、 60---100

mの距離がある。

第153図がAill区ほぼ中央部の土層断面図である。後世の畑の耕作によって、第 1・2層の

厚さなどが地点によって若干異なるものの、大略はAill区周囲のほかの調査区と同じである。

第 l層は新!日 2つの耕作土であるO 1 b層が!日い耕作土で、 1 a層は比較的最近に西側から東

側に移動された耕作土である。第 2層は黒~黒褐色土で、大湯浮石堆積後の黒ボク土である。

この第2層は、耕作あるいは耕作土の移動によって失われた部分もある。また、 AII区などで

見られる第班層直上の 2b層(平安時代の生活面となった浮石混じりのしまりのある黒急土)

は耕作によって失われており、ほとんど残存していない。第3層は大湯浮石層であるO 耕作に

よって失われている部分もあるが、良好に存在している部分では厚さ約20cmである。基本的に

b三20之700m

2. 11内総色(lQYRY.)
4 .にぶL ・積惨色(lOYR%1 ーに~t.tftf品色 (lOYR Y.)
6. Il{¥泌色(7.5YR%)チョコレー十色
B.泌色ClOYRY.;-Il{¥溺色(lOYRY.)

第153国 A1IT1& 土層厳麗毘
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第5章 Aill区の調査の記録

は、下位に粒径 1""20mmの軽石粒があり、その上位にしまりのあるパミス状の火山灰がのって

いるが、各々の摩さ 2.-......5 cmで互層をなす部分も見られる。 A麗区で検出された平安時代の竪

穴住居跡などは、全て第3層の上面から掘り込まれている。第4層はし 1わゆるチョコレート色

に見える暗褐色土であるO 調査区中央部に分布する縄文時代晩期の遺物及び焼土などの多くは、

この層中で確認されている。第5層は黒色土で、縄文時代前期の遺物が散見される。層厚は10

---25cmで、 AI " II区などに比べて若干うすい。第IV層はいわゆる地山漸移層、第四層は地山

土である。地山土は黄援色の風化軽石と考えられる層を一般的とするが、地山が盛り上がった

部分ではこれが段丘砂磯層である。

2 遺構@遺物の分布

縄文時代の主な遺構は、ほとんどが晩期のものと考えられる焼土遺構と、それより古いと考

えられるTピットである。焼土遺構は調査区の北半西部に多く、調査区中央を南北に連なるよ

うに検出されたTピットは、調査区東端から1O---20m西側に位置している。

平安時代の遺構は、北西部を北東~南西方向に走る溝状遺構とそれに伴う柱列を除けば、竪

穴住居跡などの遺構は調査区東端部、つまり上位関上面の東縁辺に沿うように南北に連なり、

AIV区の同じ時期の竪穴住居跡群に連続している O

遺物は縄文時代・平安時代を通じて概して少ないが、特に平安時代のものは、そのほとんど

が竪穴住居内から出土しているG 縄文時代の遺物は、前期争後期毎晩期のものである。前期は

調査区北西~北部から、後期は北西~北部を除くほぼ全面からわず、かず、つ出土しているのに対

して、晩期は調査区中央部から北西部にほぼ限定されている。なお、弥生時代の遺物は出土し

ていない。

3 調査経過

A盟区の調査は 5月16日から開始されたが、これには他の調査区の準備等のこともあり 1.-......

3斑全員が入った。 昭和62年度の範囲確認調査で、第 3層大湯浮石層上面に平安時代の遺構面

が、この下の第 4" 5層中に縄文時代の遺物が包含されていることがわかっていた。このため、

まず、第 3層上高で平安時代の遺構を検出し、その調査終了後に縄文時代の調査に入る予定で

進められた。第 3層上面までの耕作土はあらかじめ重機で除去しであったため、同日、早くも

南東部で平安時代竪穴住居跡 (SI02)がl軒検出された。なお、この南東部は焔の耕作によっ

て第3層が失われていた部分である。 5月18日には北西部でSD06溝状遺構を検出した。これ

は調査区南西部を囲むような弧を描いており、溝の内側(南西側)には、溝に沿う柱穴列が存

在することも判明した。

調査区南東部ではその後も、 5月19臼4軒、同24" 25 " 28 " 30日に各 l軒と、次々に平安時

代の竪穴住居跡が検出されたが、他の部分では、 SD06. S A09以外には同期の遺構@遺物が
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ほとんどなく、 5月238からは部分的に第 4• 5層の掘り下げを開始した。しかしながら、調

査区中央部から北西部にかけて、焼土遺構というよりは焼土粒子が少し集中して見える緯度の

焼土が数ケ所あり、その周囲から縄文時代晩期の土器が散見、あるいは小さなまとまりとなっ

て出土した他は、竪穴住居跡などの大きな遺構は検出されなかった。それらの焼土や土器の平

面図を取り、さらに掘り下げ、第6層上面で精査したところ、 6Ji 16日頃からTピットがまば

らに検出されるようになった。

6月15日までに、合計10軒の平安時代の竪穴住居跡を検出したが、この中には S119のよう

に焼失家屋と考えられる住居跡もあり、遺存していた炭化材等の実測に時間が割かれた。 S1 

19の場合、最大で長さ102cm、幅39cmの壁板材が倒れた状態で、検出され、これにはきれいな手

斧痕が残っていた。

A臨区の縄文時代の遺構はTピットと土坑及び焼土で、遺物もそれほど多くはなかったため、

6月8日からはAII区の調査にも一部着手し、 6月15日からは、第3班がD区の発掘準備に入っ

た。

6月20日以降も縄文時代の遺構はそれほど増えず、 7月29日までに縄文時代のTピット 1告を、

平安時代の撃穴住居跡10軒の精査と実測、写真撮影などを行って、 A班区の調査を終了した。

第 2節縄文時代の遺構と遺物

l 検出遺構

AIII区で検出された縄文時代の遺構は、陥し穴と考えられているTピットが14基、性格不明

の土坑3墓、焼土遺構6基である。 Tピットと土坑は第VI層上面で確認され時期が明確にされ

ないのに対し、焼土遺構は第百層上面か中位で検出され、周囲から晩期の遺物が出土している

Cで、 iまぼこC時期のもCと晃てよい。以下、本現で辻Tピット、土坑倒壊に説明し、焼土遺

構については出土遺物の項で説明する。

(1 ) 丁ピット (第154図'"'-'157図 e図版61)

はりま館遺跡A皿区からは、 14基のTピットが検出された。これらの大部分は、南北にやや

長い調査区の中央部を南北に連なるように分布し、 A藍区以南のAN区やS57調査区のTピッ

ト群に続くものと考えられる。

遺構の確認は、第V層中位でその存在を知ることのできたものも少数例あるが、正確なプラ

ンは第VI層及び第四窟上面である O

各Tピットの規模は第 2表のとおりで、上面長は SKT16の4.25mを最長に、 SKT27の

2.40mを最短としてかなりの違いがあるものの、底面幅は0.12m.-....0.27mとそれほどの差がな
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